
「
事
実
上
の
機
関
」

は
じ
め
に

一
国
家
責
任
条
文
草
案
（
第
一
読
草
案
）
に
お
け
る
「
事
実
上
の
機
関
」

ニ
近
年
の
国
際
判
例
に
お
け
る
「
事
実
上
の
機
関
」

l
在
テ
ヘ
ラ
ン
米
国
外
交
・
領
事
職
員
事
件
国
際
司
法
裁
判
所
判
決
(
-
九
八
0
年
）

2

対
ニ
カ
ラ
グ
ア
軍
事
的
・
準
軍
事
的
活
動
事
件
（
本
案
）
国
際
司
法
裁
判
所
判
決
(
-
九
八
六
年
）

3

イ
ラ
ン
・
米
国
請
求
権
裁
判
所
の
諸
判
決

4
 
L
o
i
z
i
d
o
u
事
件
（
本
案
）
欧
州
人
権
裁
判
所
判
決
(
-
九
九
六
年
）

5
 
T
a
d
i
c
事
件
（
本
案
）
旧
ユ
ー
ゴ
国
際
刑
事
裁
判
所
判
決

三
国
家
責
任
条
文
草
案
（
最
終
草
案
）
に
お
け
る
「
事
実
上
の
機
関
」

四
一
般
的
考
察

ー
「
事
実
上
の
機
関
」
の
帰
属
の
根
拠
ー
授
権
と
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

2

指
ホ
の
具
体
性
の
要
件
と
事
実
上
の
機
関
の
証
明

3

事
後
の
授
権
及
び
黙
示
の
授
権
の
可
能
性

4

国
際
テ
ロ
リ
ズ
ム
と
「
事
実
上
の
機
関
」

結
論
に
代
え
て

に
つ
い
て

国
際
法
上
の
国
家
責
任
に
お
け
る

,.., —~-.; ーニーー，
I I 

:1二＇， I 

,,= ,, 
：：ロ1111::
: : , I 

: : ： : ,, ,, : : 
,, :: 
:i :i ,: ,, 

庫ii
,e.-_-____ __, ： 

日
笏

、>
J
‘

山

智

之

23 -3・4-1 73 (香法 2004)



国
際
法
上
国
家
は
そ
の
機
関
の
行
為
に
の
み
責
任
を
負
う
。
た
だ
し
そ
の
機
関
が
フ
ォ
ー
マ
ル
な
国
家
機
関
や
公
務
員
、
す
な
わ
ち
「
法

律
上
の
機
関

(
d
e
J
u
r
e
 
o
r
g
a
n
s
)
」
で
あ
る
と
は
限
ら
な
い
。
国
家
は
フ
ォ
ー
マ
ル
な
機
関
の
地
位
を
持
た
な
い
が
国
家
を
代
表
す
る
一

定
の
個
人
ま
た
は
個
人
の
集
団
（
非
国
家
行
為
体
n
o
n
,
 
State actors)

の
行
為
に
も
責
任
を
負
う
。
こ
の
よ
う
な
個
人
ま
た
は
集
団
は
「
事

実
上
の
機
関

(
d
e
f
a
c
t
o
 
o
r
g
a
n
s
)
」
と
呼
ば
れ
る
。
本
稿
で
は
、
こ
の
「
事
実
上
の
機
関
」
の
位
置
づ
け
及
び
「
事
実
上
の
機
関
」
と
認

定
さ
れ
る
た
め
の
要
件
に
つ
い
て
考
察
を
行
う
。

具
体
的
に
は
、
二

0

0
一
年
に
国
連
国
際
法
委
員
会
（
以
下
、

I
L
C
)
が
採
択
し
た
国
家
責
任
条
文
草
案
（
正
式
名
称
は
「
国
際
違

(
2
)
 

法
行
為
に
対
す
る
国
の
責
任
」
に
関
す
る
条
文
草
案
。
以
下
、

I
L
C
草
案
）
の
最
終
草
案
六
条
は
、
一
九
九
六
年
に
採
択
さ
れ
た
第
一

読
草
案
八
条
田
（
同
条
そ
の
も
の
は
一
九
七
四
年
に
採
択
）
の
規
定
を
変
更
し
、
「
事
実
上
の
機
関
」
の
基
準
と
し
て
、
人
ま
た
は
人
の

集
団
の
行
為
が
「
国
家
の
指
示
に
よ
り

(
o
n

the 
instructions 
of)
、
ま
た
は
国
家
の
指
揮
（
命
令
）
も
し
く
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
下
で

）」

(
u
n
d
e
r
 the 
direction 
o
r
 control 
o
f
 

ど
う
か
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
第
一
読
草
案
の
採
択
か
ら
最
終
草
案
の
採
択
ま
で
に
事
実
上
の
機
関
に
関
す
る
い
く
つ
か
の
国
際
判
例
が

出
て
お
り
、
本
稿
で
は
こ
れ
ら
の
判
例
を
参
照
し
た
い
。

(
3
)
 

国
際
法
上
の
国
家
の
責
任
は
行
為
の
国
家
へ
の
帰
属
と
行
為
の
国
際
義
務
の
違
反
と
い
う
二
つ
の
要
素
か
ら
な
る
と
さ
れ
る
。
事
実
上

の
機
関
の
問
題
は
前
者
の
帰
属
の
要
素
に
関
係
す
る
。
国
家
は
法
的
人
格
で
あ
っ
て
そ
の
機
関
の
地
位
に
あ
る
自
然
人
の
行
為
を
通
し
て

の
み
行
為
す
る
の
で
、
機
関
の
地
位
を
有
す
る
個
人
の
行
為
が
「
国
家
の
行
為
」
と
み
な
さ
れ
る
。
し
か
し
、
何
に
基
づ
い
て
あ
る
者
を

は

じ

め

に

で
な
さ
れ
た
場
合
に
当
該
国
家
に
帰
属
す
る
と
規
定
し
た
が
、
そ
れ
が
妥
当
な
基
準
で
あ
る
か

23-3・4-174 (香法 2004)



国際法上の国家責任における「事実上の機関」について（湯山）

国
家
の
機
関
と
認
定
す
る
か
は
非
常
に
難
し
い
問
題
で
あ
る
。
か
つ
て
、
帰
属
の
決
定
は
国
際
法
に
よ
る
の
か
国
内
法
に
よ
る
の
か
、
あ

る
い
は
帰
属
は
法
的
作
用
で
あ
る
の
か
事
実
の
認
定
で
あ
る
の
か
と
い
う
議
論
が
あ
っ
た
。

I
L
C
の
最
終
草
案
の
審
議
に
お
い
て
も
こ

の
点
が
議
論
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
第
二
読
の
特
別
報
告
者
の

Crawford
が
、
国
内
法
上
機
関
の
地
位
を
持
つ
者
の
行
為
は
国
家
の
行
為

と
み
な
さ
れ
る
と
い
う
第
一
読
草
案
五
条
に
お
け
る
国
内
法
へ
の
言
及
の
削
除
を
提
案
し
た
の
が
き
っ
か
け
で
あ
っ
た
。

国
際
法
は
「
国
家
」

の
組
織
の
定
義
を
持
た
な
い
の
で
、
第
一
次
的
に
は
当
該
国
家
の
国
内
法
を
参
照
せ
ざ
る
を
え
な
い

と
っ
て
国
内
法
は
事
実
で
し
か
な
く
、
事
実
と
し
て
の
参
照
に
と
ど
ま
る
）
。
し
か
し
、
国
家
は
自
ら
を
自
由
に
組
織
し
い
か
な
る
者
に

(
6
)
 

ど
の
よ
う
な
方
法
で
自
ら
の
機
能
を
付
与
す
る
か
を
決
定
す
る
自
由
を
有
し
、
国
内
法
に
よ
ら
な
い
で
個
人
に
一
定
の
任
務
を
実
行
さ
せ

る
こ
と
も
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
国
家
の
責
任
を
認
め
な
け
れ
ば
、
国
家
は
自
ら
に
不
都
合
な
こ
と
を
公
的
な
機
関
ま
た
は
公
務

員
以
外
の
者
に
委
任
す
る
こ
と
で
責
任
を
免
れ
る
こ
と
に
な
る
。
国
際
法
は
独
自
の
見
地
か
ら
国
家
の
機
関
を
特
定
す
る
こ
と
が
で
き
る

と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
こ
に
「
事
実
上
の
機
関
」

す
る
責
任
と
同
様
、
こ
の
よ
う
な
場
合
こ
そ
国
際
法
が
帰
属
に
関
し
て
「
補
完
的
」

(
8
)
 

た
す
局
面
な
の
で
あ
る
。

の
婦
属
が
認
め
ら
れ
る
余
地
が
あ
り
、
ま
た
国
家
機
関
の
権
限
躁
越
行
為
に
対

で
あ
る
が
独
自
の
か
つ
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
役
割
を
果

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
国
際
法
は
国
家
の
組
織
を
定
義
し
て
お
ら
ず
、
国
家
は
自
ら
を
組
織
す
る
自
由
を
有
す
る
。
国
家
の
有
す
る
機

能
は
各
国
に
応
じ
て
多
様
で
あ
り
、
機
関
に
付
与
さ
れ
た
機
能
の
内
容
（
例
え
ば
立
法
・
行
政
・
司
法
権
の
行
使
で
あ
る
か
否
か
）
ま
た

(
9
)
 

は
性
質
（
例
え
ば
公
権
力
ま
た
は
強
制
的
権
限
の
行
使
で
あ
る
か
否
か
）
を
基
準
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
「
事
実
上
の
機
関
」
の
場

合
は
国
内
法
に
よ
っ
て
機
関
た
る
地
位
が
指
定
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
か
ら
国
内
法
に
依
拠
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
つ
ま
る
と
こ

(10) 

ろ
は
国
家
と
問
題
と
な
る
個
人
ま
た
は
実
体
と
の
関
係
に
帰
属
の
根
拠
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ま
た
、
「
事
実
上
の
機
関
」

の
問
題
は
”
私
人
の
行
為
に
対
す
る
国
家
の
責
任
“

の
一
事
例
を
構
成
す
る
。
国
家
は
私
人
の
行
為
に
責

（
国
際
法
に
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実
上
当
該
国
家
に
代
わ
っ
て

任
を
負
わ
な
い
が
、
例
外
的
に
責
任
を
負
う
場
合
が
存
在
す
る
。

に
お
け
る
「
事
実
上
の
機
関
」

ま
―
つ
は
国
家
の
管
轄
ま
た
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
下
に
あ
る
私
人
の
行
為
へ
の
監
督
に
「
相
当
の
注
意
」
を
払
う
こ
と
を
欠
い
た
場
合
で

あ
る
。
も
ち
ろ
ん
前
者
は
国
際
法
上
の
観
点
か
ら
は
私
人
は
国
家
機
構
の
一
部
と
観
念
さ
れ
、
後
者
に
お
い
て
は
私
人
の
行
為
が
直
接
国

家
に
帰
属
す
る
の
で
は
な
く
、
「
相
当
の
注
意
」
を
欠
い
た
と
い
う
国
家
の
不
作
為
に
責
任
の
根
拠
が
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
あ

く
ま
で
国
家
は
そ
の
行
為
に
の
み
責
任
を
負
う
と
い
う
命
題
は
理
論
的
に
は
維
持
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
。

以
上
の
よ
う
な
問
題
意
識
の
下
に
、
「
事
実
上
の
機
関
」
を
考
察
す
る
こ
と
に
す
る
。
な
お
、
「
事
実
上
の
機
関
」
に
は
、
公
の
当
局
が

(12) 

存
在
し
な
い
場
合
に
私
人
が
自
発
的
に
政
府
機
能
を
実
行
す
る
場
合

(Crawford
は
緊
急
時
の
公
務
員
a
g
e
n
t
s

o
f
 
n
e
c
e
s
s
i
t
y
と
呼
ぶ
）

も
含
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
「
事
実
上
の
機
関
」
と
趣
旨
を
異
に
す
る
の
で
、
本
稿
で
は
直
接
に
は
扱
わ
な
い
。
ま
た
、
第
二
読
の
審

議
の
際
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
国
家
所
有
企
業
の
問
題
も
、
近
年
の
投
資
紛
争
な
ど
に
関
す
る
判
例
が
あ
る
が
、
こ
れ
も
特

殊
な
問
題
な
の
で
直
接
に
は
対
象
と
し
な
い
。
他
方
、

Crawford
の
提
案
に
基
づ
き
最
終
草
案
―
一
条
と
し
て
草
案
に
追
加
さ
れ
た
「
国

点
で
「
事
実
上
の
機
関
」

家
に
よ
り
自
ら
の
行
為
と
し
て
認
め
ら
れ
か
つ
採
用
さ
れ
た
行
為
」
も
、
フ
ォ
ー
マ
ル
な
機
関
で
は
な
い
が
帰
属
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う

(13) 

の
―
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
し
て
本
稿
の
検
討
対
象
に
含
め
る
。

国
家
責
任
条
文
草
案

（
第
一
読
草
案
）

I
L
C
は
一
九
七
四
年
に
特
別
報
告
者
A
g
o
の
原
案
に
基
づ
い
て
「
事
実
上
の
機
関
」
に
関
す
る
八
条
ぃ
を
暫
定
的
に
採
択
し
た
。
「
人

ま
た
は
人
の
集
団
の
行
為
は
、
以
下
の
場
合
に
国
際
法
上
国
家
の
行
為
と
み
な
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。
国
当
該
人
ま
た
は
人
の
集
団
が
事

(14) 

(
o
n
 b
e
h
a
l
f
 o
f
 that State) 
l
t
:
~
L
て
い
た
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
場
合
」
と
い
う
条
文
で
あ
る
。

―
つ
は
私
人
が
「
事
実
上
の
機
関
」
と
み
な
さ
れ
る
場
合
で
あ
り
、

四

し‘
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国際法上の国家責任における「事実上の機関」について（湯山）

八
条
の
コ
メ
ン
タ
リ
ー
で
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
八
条
は
国
内
法
上
の
機
関
に
関
す
る
条
文
を
補
完
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ

の
現
実
の
連
関

(real

五

は
、
国
際
法
秩
序
の
実
効
性
原
則
が
役
割
を
果
た
す
も
の
で
、
国
際
法
が
必
然
的
に
法
的
連
関
で
は
な
く
国
家
機
構
と
行
為
す
る
私
人
と

link)

を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
で
あ
る
と
い
う
。
国
際
社
会
に
お
い
て
は
様
々
な
理
由
に
よ
り
、
国

家
機
関
自
身
が
直
接
一
定
の
任
務
を
引
き
受
け
自
ら
実
行
す
る
こ
と
を
好
ま
ず
、
代
わ
り
に
国
家
の
機
関
が
補
助
者

(auxiliaries)

と

し
て
の
私
人
ま
た
は
私
的
集
団
の
行
為
に
よ
っ
て
自
身
の
行
動
を
補
完
す
る
場
合
が
あ
る
。
主
に
、
私
人
ま
た
は
私
人
の
集
団
を
警
察
ま

た
は
軍
隊
の
補
助
者
と
し
て
雇
用
し
た
り
隣
国
に
「
志
願
兵
」
と
し
て
送
る
事
例
と
、
外
国
領
内
で
一
定
の
任
務
（
諜
報
や
誘
拐
な
ど
）

(15) 

を
実
行
す
る
た
め
一
雇
用
す
る
事
例
と
に
大
別
さ
れ
る
と
い
う
。

こ
の
コ
メ
ン
タ
リ
ー
で
事
実
上
の
機
関
の
行
為
に
対
す
る
国
家
の
責
任
が
認
め
ら
れ
た
と
す
る
国
際
先
例
と
し
て
、

(16) 

三
つ
を
挙
げ
て
い
る
。

第
一
は

N
afiro
号
事
件
英
米
仲
裁
裁
判
所
判
決
(
-
九
二
五
年
）
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
米
国
海
軍
指
揮
下
の
補
給
船
N
afiro
号
の
民
間

人
乗
組
員
の
英
国
人
財
産
に
対
す
る
略
奪
行
為
に
関
す
る
事
例
で
あ
る
が
、
裁
判
所
は

N
afiro
号
は
商
船
で
あ
っ
た
が
事
実
上
米
国
海
軍

(17) 

の
監
督
僻
怠
を
違
法
と
認
定
し
た
も
の
で
あ
る
。

の
補
給
船
と
し
て
行
動
し
て
い
た
と
認
定
、
上
官
（
海
軍
士
官
及
び
上
級
船
員
）

I
L
C
は
以
下
の

第
二
は

S
t
e
p
h
e
n
s
事
件
米
墨
一
般
請
求
委
員
会
判
決
(
-
九
二
七
年
）
で
あ
る
。
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
地
方
的
警
備
隊
に
所
属
す
る

メ
キ
シ
コ
人
兵
士
が
米
国
人
S
t
e
p
h
e
n
s
ほ
か
に
発
砲
し
殺
害
し
た
事
例
で
、

題
と
な
っ
た
。
委
員
会
は
、
軍
服
及
び
記
章
の
欠
如
も
あ
っ
て
、

難
で
あ
る
と
し
つ
つ
も
、
こ
の
警
備
隊
が
メ
キ
シ
コ

(18) 

認
定
し
た
。

メ
キ
シ
コ
陸
軍
に
属
す
る
不
正
規
の
補
助
部
隊
で
あ
る
と
の
認
定
は
困

最
後
は
サ
ボ
タ
ー
ジ
ュ
事
件

(
L
e
h
i
g
h
V
a
l
l
e
y
鉄
道
会
社
事
件
ま
た
は
B
l
a
c
k
T
o
m
及
び
ぞ
n
g
s
l
a
n
d
事
件
）
米
独
混
合
請
求
委
員
会

「
の
た
め
に
行
動
し
て
い
る

(
a
c
t
m
g
 

for)
」
こ
と
を
認
め
メ
キ
シ
コ
ヘ
の
帰
属
を

こ
の
メ
キ
シ
コ
人
兵
士
の
所
属
す
る
警
備
隊
の
性
格
が
問
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(appointed)

こ
と
、
〔
ま
た
は
〕
当
該
機
関
の
教
唆

(instigation)

に
よ
り
一
定
の
任
務
を
実
行
し
た
こ
と
が
真
に
証
明
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
し
て
、
請
求
国
の
側
に
事
実
上
の
機
関
で
あ
る
こ
と
の
挙
証
責
任
が
課
せ
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と

(25) 

は
八
条
田
の
「
証
明
さ
れ
た
」
と
い
う
文
言
に
示
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

以
上
が
、

I
L
C
の
第
一
読
草
案
八
条
コ
メ
ン
タ
リ
ー
の
主
な
内
容
で
あ
る
が
、
事
実
上
の
機
関
と
さ
れ
る
た
め
の
要
件
は
何
か
と
い

じ
ら
れ
た

判
決
(
-
九
三
九
年
）

で
あ
る
。
こ
れ
は
、
米
国
が
第
一
次
世
界
大
戦
に
参
戦
す
る
前
の
時
期
に
米
国
内
で
起
き
た
二
件
の
火
災
が
ド
イ

ツ
の
秘
密
工
作
員
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
訴
え
が
提
起
さ
れ
た
事
件
で
あ
る
。
事
実
認
定
を
め
ぐ
る
裁
判
所
の
当
初
の
判
断
は
新
た

(19) 

な
証
拠
の
提
出
に
よ
り
開
か
れ
た
再
審
に
お
い
て
覆
さ
れ
、
ド
イ
ツ
の
賠
償
責
任
が
認
定
さ
れ
た
。

一
九
六
三
年
、

I
L
C
は
国
家
実
行
に
も
言
及
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
は
外
国
領
域
内
で
実
行
さ
れ
た
誘
拐
に
関
す
る
事
例
で
あ
る
。
な
か
で
も
著
名

な
の
は
E
i
c
h
m
a
n
n
誘
拐
事
件
及
び
A
r
g
o
u
d
大
佐
誘
拐
事
件
で
あ
る
。
前
者
は
、
ナ
チ
戦
犯
で
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
に
居
住
し
て
い
た

E
i
c
h
m
a
n
n
が
イ
ス
ラ
エ
ル
の
情
報
部
員
と
思
わ
れ
る
者
に
誘
拐
さ
れ
イ
ス
ラ
エ
ル
で
訴
追
さ
れ
た
事
件
で
あ
る
。
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
は
イ

ス
ラ
エ
ル
に
よ
る
主
権
侵
害
を
主
張
し
た
の
に
対
し
、
イ
ス
ラ
エ
ル
は
「
志
願
者
」
が
自
発
的
に
か
つ
イ
ス
ラ
エ
ル
政
府
の
了
知
な
し
に

(20) 

実
行
し
た
こ
と
で
あ
る
と
主
張
し
た
が
、
最
終
的
に
遺
憾
の
意
を
表
明
し
た
。
後
者
の
事
件
は
、

フ
ラ
ン
ス
反
政
府
組
織

の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
り
ド
イ
ツ
国
内
で
偽
名
で
生
活
し
て
い
た
フ
ラ
ン
ス
人
A
r
g
o
u
d
大
佐
が
誘
拐
さ
れ
て
パ
リ
に
連
行
さ
れ
、
匿
名
の
電

話
を
受
け
た
フ
ラ
ン
ス
警
察
が
車
の
中
で
拘
束
さ
れ
て
い
る
彼
を
発
見
、
反
逆
罪
で
逮
捕
し
起
訴
し
た
事
件
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
は
実
行
に

と
主
張
し
た
が
、

は
ド
イ
ツ
国
民
が
参
加
し
て
い
た
も
の
の
彼
ら
は
フ
ラ
ン
ス
か
ら
命
令
を
受
け
給
与
を
支
払
わ
れ
て
い
た
の
で
フ
ラ
ン
ス
に
責
任
が
あ
る

(21)

（

22)

（

23)

（

24) 

フ
ラ
ン
ス
は
関
与
を
否
定
し
た
。
ほ
か
に

I
L
C
は
R
o
s
s
i
事
件
及
び
J
a
c
o
b
事
件
を
挙
げ
て
い
る
。

さ
ら
に

I
L
C
が
強
調
す
る
の
は
、
事
実
上
の
機
関
の
場
合
、
「
国
家
の
国
際
責
任
が
証
明
さ
れ
る
そ
れ
ぞ
れ
の
具
体
的
事
例
に
お
い

て
、
人
ま
た
は
人
の
集
団
が
特
定
の
機
能
を
実
施
す
る
こ
と
ま
た
は
特
定
の
任
務
を
実
行
す
る
こ
と
を
国
家
の
機
関
に
よ
っ
て
現
実
に
命

r 

ノ‘
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国際法上の国家責任における「事実上の機関」について（湯山）

さ
て
、
第
一
読
草
案
八
条
が
暫
定
的
に
採
択
さ
れ
た
後
、
国
際
司
法
裁
判
所
を
は
じ
め
い
く
つ
か
の
裁
判
所
で
「
事
実
上
の
機
関
」
に

関
わ
る
判
例
が
出
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
判
断
は
八
条
の

I
L
C
の
第
二
読
に
お
け
る
再
検
討
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ

こ
で
は
、
そ
れ
ら
の
判
例
を
取
り
上
げ
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
な
お
、
検
討
の
対
象
と
な
る
判
例
に
は
、
人
権
侵
害
の
よ
う
に
個
人

に
対
す
る
国
家
の
責
任
を
取
り
上
げ
た
も
の
が
あ
る
が
、
国
際
法
違
反
に
よ
る
国
家
の
責
任
と
い
う
点
で
は
国
際
責
任
と
共
通
す
る
と
考

近
年
の
国
際
判
例
に
お
け
る

う
問
題
が
残
る
。
八
条
い
は
「
国
家
に
代
わ
っ
て
行
為
す
る
」
と
規
定
し
て
い
る
が
こ
れ
だ
け
で
は
具
体
性
が
な
い
。
学
説
も
八
条
口
の

(26) 

原
則
に
は
同
意
し
つ
つ
も
、
こ
の
文
言
は
何
ら
の
基
準
も
示
し
て
い
な
い
と
批
判
す
る
。
こ
の
「
国
家
に
代
わ
っ
て
行
為
す
る
」
の
文
言

(27) 

が

(
5も
含
め
た
）
八
条
全
体
の
タ
イ
ト
ル
と
な
っ
て
い
る
点
も
こ
の
文
言
の
あ
い
ま
い
さ
を
増
幅
す
る
も
の
で
あ
る
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア

(28) 

政
府
の
コ
メ
ン
ト
は
明
確
化
の
た
め
「
統
治
権
能
の
要
素
の
実
効
的
行
使
」
と
い
う
文
言
を
追
加
す
る
よ
う
求
め
た
。）

こ
と
が
証
明
さ
れ
た

(acted 
in 
c
o
n
c
e
r
t
 w
i
t
h
 a
n
d
 at 
the 
m
s
t
i
g
a
t
i
o
n
 o
f
 s
u
c
h
 o
r
g
a
n
 

A
g
o
に
続
い
て

I
L
C
草
案
の
特
別
報
告
者
と
な
っ
た
R
i
p
h
a
g
e
n
は
、
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
の
存
在
す
る
側
に
関
し
て
明
確
な
差
異
が
あ

る
と
し
て
い
①
を
そ
れ
ぞ
れ
別
の
条
文
に
す
べ
き
こ
と
、
八
条
:
は
あ
い
ま
い
で
あ
る
と
し
て
、
「
当
該
人
ま
た
は
人
の
集
団
が
当
該
機

関
と
協
働
し
か
つ
そ
の
教
唆
に
よ
り
行
為
し
た

(29) 

場
合
」
と
修
正
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
。

コ
メ
ン
タ
リ
ー
に
お
い
て
は
、
人
ま
た
は
人
の
集
団
が
「
特
定
の

こ
の
よ
う
に
あ
い
ま
い
さ
の
残
る
第
一
読
草
案
八
条
ぃ
で
あ
る
が
、

機
能
を
実
施
ま
た
は
特
定
の
任
務
を
実
行
す
る
よ
う
国
家
の
機
関
に
よ
っ
て
現
実
に
命
じ
ら
れ
た
こ
と
」
ま
た
は
「
当
該
機
関
の
教
唆
に

(30) 

よ
り
一
定
の
任
務
を
実
行
し
た
こ
と
」
と
い
う
一
定
の
基
準
が
示
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

「
事
実
上
の
機
関
」

七
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さ
れ
て
い
て

え
て
取
り
上
げ
る
こ
と
に
す
る
。
ま
た
、
旧
ユ
ー
ゴ
国
際
刑
事
裁
判
所
の
よ
う
に
個
人
の
国
際
刑
事
責
任
に
関
す
る
事
件
も
あ
る
が
、
国

際
法
上
の
国
家
責
任
の
問
題
に
つ
い
て
の
判
断
を
含
む
の
で
参
照
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

在
テ
ヘ
ラ
ン
米
国
外
交
・
領
事
職
員
事
件
国
際
司
法
裁
判
所
判
決
(
-
九
八

0
年）

本
事
件
（
以
下
、
大
使
館
人
質
事
件
と
い
う
）

operation)

を
実
行
す
る
よ
う
委
任

は
、
イ
ラ
ン
革
命
で
国
外
退
去
し
た
前
イ
ラ
ン
国
王
の
米
国
入
国
に
対
し
て
、

際
司
法
裁
判
所
は
こ
れ
ら
の
行
為
に
対
す
る
イ
ラ
ン
の
責
任
を
二
つ
の
段
階
に
区
切
っ
て
議
論
し
て
い
る
。

〔
暴
徒

九
年
―
一
月
四
日
に
イ
ラ
ン
国
内
で
発
生
し
た
暴
徒
に
よ
る
米
国
大
使
館
及
び
領
事
館
の
襲
撃
及
び
占
拠
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
国

第
一
段
階
は
襲
撃
の
発
生
か
ら
イ
ラ
ン
に
よ
る
占
拠
の
公
的
承
認
が
な
さ
れ
る
ま
で
の
時
期
で
あ
る
。
こ
の
時
期
に
お
け
る
イ
ラ
ン
の

責
任
に
つ
い
て
、
裁
判
所
は
当
該
暴
徒
が
イ
ラ
ン
政
府
の
法
律
上
の
機
関
で
あ
っ
た
か
否
か
を
検
討
し
、
「
暴
徒
が
大
使
館
へ
の
攻
撃
を

実
行
し
た
際
、
イ
ラ
ン
国
家
の
承
認
さ
れ
た
”
公
務
員
＂
ま
た
は
機
関
と
し
て
の
い
か
な
る
形
式
の
公
的
地
位
を
持
っ
て
い
た
と
の
示
唆

も
な
さ
れ
て
い
な
い
」
と
述
べ
て
こ
れ
を
否
定
し
、
次
に
事
実
上
の
機
関
で
あ
る
か
否
か
を
検
討
し
て
こ
れ
に
消
極
的
に
回
答
し
て
、
私

人
の
行
為
で
あ
っ
て
イ
ラ
ン
に
帰
属
し
な
い
と
結
論
づ
け
な
が
ら
も
、
最
終
的
に
国
家
の
側
に
私
人
の
行
為
に
対
し
て
必
要
な
措
置
を
と

(31) 

ら
な
か
っ
た
と
い
う
不
作
為
に
イ
ラ
ン
の
責
任
を
認
定
し
た
。
す
な
わ
ち
、

I
L
C
第
一
読
草
案
の
帰
属
の
枠
組
み
に
従
っ
て
検
討
し
て

(32) 

い
る
。注

目
す
べ
き
は
、
事
実
上
の
機
関
で
な
い
と
い
う
認
定
か
ら
う
か
が
わ
れ
る
事
実
上
の
機
関
の
判
断
基
準
で
あ
る
。
「
彼
ら
の

の
〕
行
為
は
、
問
題
の
機
会
に
、
イ
ラ
ン
国
家
の
権
限
あ
る
機
関
に
よ
り
特
定
の
活
動

(specific

(
h
a
v
i
n
g
 
b
e
e
n
 
c
h
a
r
g
e
d
,
 
命
じ
ら
れ
て
い
て
）
国
家
に
代
わ
っ
て
行
為
し
た
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
場
合
に
の
み
、
イ
ラ
ン

国
家
に
直
接
帰
属
す
る
と
み
な
さ
れ
う
る
で
あ
ろ
う
」
が
、
「
そ
の
時
点
に
お
け
る
暴
徒
と
〔
イ
ラ
ン
〕
国
家
の
い
か
な
る
権
限
あ
る
機

ノ＼

一
九
七
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国際法上の国家責任における「事実上の機関」について（湯山）

と
し
た
。

侵
入
し
及
び
占
拠
す
る
と
の
具
体
的
行
動
を
行
う
こ
と
の

九

一
月
一
七
日
の
命
令

(decree)

に
着
目
し
た
。
裁

(33) 

関
と
の
そ
の
よ
う
な
連
関
の
存
在
」
を
必
要
な
程
度
に
ま
で
証
明
す
る
証
拠
は
な
い
と
述
べ
た
。
ま
た
、
襲
撃
前
の
一
一
月
一
日
に
発
せ

ら
れ
た
米
国
へ
の
攻
撃
を
呼
び
か
け
る
最
高
指
導
者
ち
1omeini
師
の
声
明
に
関
し
て
、
そ
の
よ
う
な
一
般
的
宣
言
を
「
米
国
大
使
館
に

い
と
し
、
さ
ら
に
襲
撃
後
に
行
わ
れ
た
己
1omeini
師
の
祝
福
な
ど
も
襲
撃
の
当
初
の
独
立
し
た
非
公
的
性
格
を
変
え
る
も
の
で
は
な
い

次
に
、
第
二
段
階
で
は
、
裁
判
所
は
多
数
の
イ
ラ
ン
当
局
か
ら
出
さ
れ
た
承
認

(approval)
、
特
に
米
国
が
前
国
王
を
送
還
し
財
産
を

返
還
す
る
ま
で
占
拠
及
び
人
質
行
為
を
継
続
す
る
と
宣
言
し
た
巴
1omeini
師
の
一

判
所
に
よ
れ
ば
、
こ
の
宣
言
に
よ
っ
て
表
明
さ
れ
た
イ
ラ
ン
の
政
策
は
状
況
の
法
的
性
質
を
根
本
的
に
変
更
し
た
と
い
う
。
「
四
10meini

師
及
び
イ
ラ
ン
国
家
の
他
の
機
関
に
よ
っ
て
こ
れ
ら
の
事
実
に
与
え
ら
れ
た
承
認
及
び
そ
れ
ら
を
継
続
さ
せ
る
と
の
決
定
は
、
継
続
し
て

い
る
大
使
館
の
占
拠
及
び
人
質
の
拘
禁
を
当
該
国
家
の
行
為
へ
と
変
質
さ
せ
た
。
侵
入
の
実
行
者
及
び
人
質
の
監
視
者
で
あ
る
暴
徒
は
今

(34) 

や
そ
の
行
為
に
国
家
自
身
が
国
際
的
に
責
任
を
負
う
と
こ
ろ
の
イ
ラ
ン
国
家
の
公
務
員
と
な
っ
た
」
と
し
イ
ラ
ン
の
責
任
を
認
定
し
た
。

こ
の
判
決
か
ら
う
か
が
え
る
こ
と
は
、
私
人
の
行
為
を
国
家
に
代
わ
っ
て
行
為
す
る
「
事
実
上
の
機
関
」
と
み
な
す
た
め
に
は
、
当
該

私
人
が
特
定
の
法
律
上
の
機
関
か
ら
（
事
前
に
）
具
体
的
活
動
を
行
う
よ
う
委
任
ま
た
は
授
権
さ
れ
て
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
基
準

で
あ
り
、
こ
れ
は

I
L
C
第
一
読
草
案
コ
メ
ン
タ
リ
ー
の
基
準
に
合
致
す
る
も
の
で
あ
る
。

(35) 

Condorelli
は
こ
の
第
二
段
階
に
お
け
る
暴
徒
の
行
為
の
イ
ラ
ン
ヘ
の
帰
属
の
認
定
を
「
事
実
上
の
機
関
」
の
事
例
と
み
な
し
て
い
る

が
、
「
公
的
な
政
府
の
承
認
」
が
、
第
一
段
階
に
お
け
る
具
体
的
行
動
の
実
行
の
委
任
ま
た
は
授
権
と
同
視
し
て
よ
い
か
ど
う
か
は
議
論

の
ち
に

I
L
C
は
「
事
実
上
の
機
関
」
と
は
異
な
る
帰
属
の
根
拠
と
み
な
し
た
か
ら
で
あ
る
。

の
余
地
が
あ
る
。
と
い
う
の
は
、

〔
イ
ラ
ン
〕
国
家
か
ら
の
授
権
」
に
等
し
い
も
の
と
解
釈
す
る
こ
と
は
で
き
な

23-3・4-181 (香法 2004)



次
に
問
題
と
な
っ
た
の
は
、

と
呼
ば
れ
た
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
諸
国
籍
の
者
が
実
行
し
た
と
さ
れ
る
、

ま
ず
、

こ
の
事
件
（
以
下
、

対
ニ
カ
ラ
グ
ア
軍
事
的
・
準
軍
事
的
活
動
事
件
（
本
案
）
国
際
司
法
裁
判
所
判
決
(
-
九
八
六
年
）

は
米
国
が
ニ
カ
ラ
グ
ア
に
対
し
て
行
っ
た
軍
事
的
及
び
準
軍
事
的
活
動
や
ニ
カ
ラ
グ

ニ
カ
ラ
グ
ア
事
件
と
い
う
）

し‘

＜ 

ア
の
反
政
府
勢
力
Contra
に
対
し
て
行
っ
た
援
助
の
違
法
性
が
認
定
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
帰
属
の
問
題
が
論
点
と
な
っ
た
の
は
、

―
つ
は
米
国
情
報
当
局
の
指
揮
下
で
ニ
カ
ラ
グ
ア
の
港
湾
に
機
雷
を
敷
設
し
た
者
、
も
う
―
つ
は
米
国
の
反
政
府
勢
力
Contra
と
い
う

二
つ
の
実
体
の
行
為
で
あ
る
。

一
九
八
三
年
か
ら
八
四
年
に
か
け
て
中
央
情
報
局

(
C
I
A
)
に
よ
り
U
C
L
A
s
(
U
n
i
l
a
t
e
r
a
l
l
y
Controlled Latino Assets) 

ニ
カ
ラ
グ
ア
の
港
湾
へ
の
機
雷
敷
設
な
ど
の
攻
撃
で
あ
る
。
裁
判

所
は
米
国
大
統
領
が
政
府
情
報
機
関
に
機
雷
敷
設
を
授
権
し
た
こ
と
、
同
情
報
機
関
が
給
与
を
支
払
い
か
つ
そ
の
指
示
の
下
で
行
為
す
る

者
に
よ
り
、
米
国
公
務
員
の
監
督
の
下
で
か
つ
兵
姑
支
援
を
受
け
て
機
雷
敷
設
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
認
定
し
た
。
よ
り
詳
細
に
は
、

つ
か
の
証
拠
及
び
証
言
か
ら
、
母
船
、
高
速
艇
や
武
器
が
米
国
当
局
か
ら
供
給
さ
れ
、
現
実
の
攻
撃
は
U
C
L
A
S
が
実
行
し
た
こ
と
、

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
操
縦
士
に
は
米
国
民

(
C
I
A
と
契
約
し
た
文
民
で
あ
っ
た
）
が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
、
米
国
軍
事
要
員
の
直
接
の
参

加
は
証
明
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
の
、
米
国
の
要
員
が
作
戦
の
計
画
、
指
揮
、
支
援
及
び
実
施
に
参
加
し
て
い
た
こ
と
を
認
定
し
た
。
以
上

(36) 

か
ら
機
雷
敷
設
行
為
の
米
国
へ
の
帰
属
が
証
明
さ
れ
た
と
裁
判
所
は
認
定
し
た
。

ニ
カ
ラ
グ
ア
の
反
政
府
勢
力

Contra
で
あ
る
。
そ
の
軍
隊
が
ニ
カ
ラ
グ
ア
領
内
で
行
っ
た
と
さ
れ
る
人

権
法
及
び
人
道
法
に
違
反
す
る
行
為
が
米
国
に
帰
属
す
る
か
ど
う
か
が
争
点
に
な
っ
た
。
ニ
カ
ラ
グ
ア
は
米
国
が
傭
兵
部
隊
と
し
て
の

Contra
を
創
設
し
組
織
し
、
米
国
の
公
務
員
が

Contra
の
作
戦
を
指
揮
し
た
と
主
張
し
た
。
裁
判
所
は
、
米
国
の
介
入
前
か
ら

Contra

が
活
動
し
て
い
た
こ
と
、
米
国
の
資
金
供
与
は
あ
っ
た
が
そ
れ
は

Contra
の
各
作
戦
毎
に
行
わ
れ
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
、

Contra
の

す
べ
て
の
作
戦
が
米
国
の
指
揮
の
下
で
行
わ
れ
た
の
で
は
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
、
米
国
に
よ
る

Contra
の
創
設
や
直
接
の
戦
闘
支
援

2
 

1
0
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国際法上の国家責任における「事実上の機関」について（湯山）

諸
条
約
の

た 決
は
、
「
前
述
し
た
米
国
に
よ
る
あ
ら
ゆ
る
形
態
、
及
び
米
国
に
高
度
に
依
存
す
る
軍
隊
へ
の
被
告
国
に
よ
る
一
般
的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
、

さ
ら
な
る
証
拠
な
し
に
は
、
原
告
国
の
主
張
す
る
人
権
及
び
人
道
法
に
違
反
す
る
行
為
の
実
行
を
米
国
が
命
令
（
指
揮
）
ま
た
は
強
制
し

(directed 
or 
enforced)

こ
と
を
意
味
し
な
い
。
そ
う
し
た
行
為
は
米
国
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
な
く
て
も

C
o
n
t
r
a
の
構
成
員
に
よ
り

な
さ
れ
え
た
で
あ
ろ
う
。
こ
の
行
為
が
米
国
の
責
任
を
生
じ
る
た
め
に
は
、
原
則
と
し
て
、
そ
の
過
程
で
申
し
立
て
ら
れ
た
違
反
が
行
わ

れ
た
軍
事
的
ま
た
は
準
軍
事
的
作
戦
の
実
効
的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

(effective

control)

を
当
該
国
家
が
持
っ
て
い
た
こ
と
を
証
明
し
な
け

(38)

（

39) 

れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
」
と
判
示
し
、

C
o
n
t
r
a
の
行
為
は
米
国
に
帰
属
せ
ず
、

C
o
n
t
r
a
が
責
任
を
負
う
と
し
た
。

こ
の
よ
う
に

C
o
n
t
r
a
の
行
為
の
米
国
へ
の
掃
属
は
否
定
さ
れ
た
が
、
米
国
の

C
o
n
t
r
a
へ
の
支
援
は
内
政
不
干
渉
義
務
違
反
で
あ
る
こ

と
、
ゲ
リ
ラ
作
戦
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
配
布
は
人
道
の
最
低
限
の
基
準
を
定
め
た
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
諸
条
約
共
通
三
条
の
違
反
の
奨
励
で
あ
り
、

(40) 

「
尊
重
を
確
保
す
る
」
こ
と
を
義
務
づ
け
る
共
通
一
条
の
違
反
を
構
成
す
る
こ
と
が
認
定
さ
れ
た
。

標
の
選
定
、
作
戦
上
の
支
援
と
同
様
、

を
否
定
し
た
。
し
か
し
、
米
国
の
財
政
的
支
援
に
よ
り
飛
躍
的
に

C
o
n
t
r
a
の
増
強
が
図
ら
れ
た
こ
と
、
そ
の
他
訓
練
、
装
備
、
武
器
、

組
織
化
に
関
す
る
米
国
の
支
援
の
事
実
を
認
定
し
た
。
裁
判
所
は
、
「
こ
の
時
点
で
裁
判
所
が
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
C
o
n
t
r
a

の
米
国
政
府
に
対
す
る
関
係
が
、
法
的
に

C
o
n
t
r
a
を
米
国
政
府
の
機
関
と
ま
た
は
当
該
政
府
に
代
わ
っ
て
行
為
し
て
い
る
と
同
視
す
る

(37) 

一
方
で
従
属

(
d
e
p
e
n
d
e
n
c
e
)
、
他
方
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
そ
れ
で
あ
っ
た
か
否
か
で
あ
る
」
と
ま

裁
判
所
は
、

C
o
n
t
r
a
は
米
国
の
財
政
援
助
に
か
な
り
依
存
し
て
い
た
が
、
「
C
o
n
t
r
a
が
米
国
に
代
わ
っ
て
行
為
し
て
い
る
と
扱
う
こ
と

を
正
当
化
す
る
ほ
ど
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
現
実
に
行
使
し
た
」
と
の
証
拠
は
な
い
と
い
う
。

C
o
n
t
r
a
の
リ
ー
ダ
ー
が

C

I
A
に
よ
っ
て
選
任
さ
れ
給
与
を
支
払
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
が
、
そ
れ
も
組
織
、
訓
練
、
装
備
の
供
与
、
作
戦
の
計
画
、
目

と
め
る
。

の
が
正
し
い
と
い
う
程
度
に
ま
で
、

一
定
程
度
の
従
属
を
示
す
に
過
ぎ
ず
、
帰
属
の
認
定
の
た
め
に
は
十
分
で
は
な
い
。
そ
こ
で
、
判
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す
な
わ
ち
、

A
g
o
裁
判
官
に
よ
れ
ば
、

る。
な
お
、

I
L
C
草
案
の
特
別
報
告
者
で
あ
っ
た

A
g
o
は
こ
の
事
件
の
際
裁
判
官
と
し
て
こ
の
事
件
の
審
理
に
参
加
し
て
い
た
。
彼
は

個
別
意
見
を
付
し
て
、
裁
判
所
の
理
由
付
け
に
コ
メ
ン
ト
を
加
え
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
裁
判
所
の
結
論
に
は
賛
成
で
あ
る
が
、
Contra

の
行
為
が
米
国
に
婦
属
す
る
の
は
、
「
Contra
軍
の
一
定
の
メ
ン
バ
ー
が
米
国
当
局
に
よ
り
、
米
国
に
代
わ
っ
て
特
定
の
行
為
を
遂
行
す

る
こ
と
ま
た
は
あ
る
種
の
特
定
の
任
務
を
実
行
す
る
こ
と
を
具
体
的
に
委
任
さ
れ
て
い
た
場
合
に
の
み
」
可
能
で
あ
っ
て
、

A
g
o
裁
判
官

は
裁
判
所
の
判
示
の
核
心
は
、
米
国
が
人
権
及
び
人
道
法
違
反
行
為
を

Contra
に
「
命
令
（
指
揮
）
ま
た
は
強
制
し
た
」
の
で
は
な
い

と
い
う
点
に
あ
る
と
み
る
。
彼
は
、

Contra
の
行
為
に
米
国
が
直
接
責
任
を
負
う
と
い
う
表
現
を
伴
っ
た
「
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
の
概
念
の

導
入
が
誤
っ
た
印
象
を
与
え
る
と
い
う
。
と
い
う
の
は
、
他
国
の
行
動
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
国
家
が
当
該
他
国
の
違
法
行
為
に
責
任
を

負
う
「
間
接
責
任
」
と
の
混
同
を
招
く
か
ら
で
あ
る
。
本
件
は
事
実
上
の
機
関
の
帰
属
の
問
題
で
あ
っ
て
「
間
接
責
任
」

(41) 

い
と
い
う
。

の
問
題
で
は
な

裁
判
所
は
大
使
館
人
質
事
件
と
異
な
り
、

Contra
の
作
戦
に
対
す
る
米
国
の
責
任
を
明
示
的
に
国
家
責
任
の
帰
属
の
問
題
と
し
て
扱
っ

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、

A
g
o
裁
判
官
の
個
別
意
見
の
存
在
も
あ
り
、
多
く
の
評
者
は
事
実
上
の
機
関
の
事
例
で
あ
る
と
理
解

(42) 

し
て
い
る
。
そ
の
場
合
、
こ
の
判
決
で
表
明
さ
れ
た
準
則
を
ど
の
よ
う
に
定
式
化
す
る
か
が
問
題
と
な
る
。
後
述
の
T
a
d
i
c
事
件
旧
ユ
ー

ゴ
ス
ラ
ビ
ア
国
際
刑
事
裁
判
所
判
決
で
は
、
「
実
効
的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
の
有
無
こ
そ
が
事
実
上
の
機
関
の
帰
属
の
基
準
で
あ
る
と
い
う

解
釈
を
と
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
解
釈
を
採
用
す
る
な
ら
ば
、

Contra
の
行
為
が
米
国
に
帰
属
す
る
た
め
に
は
「
実
効
的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」

が
必
要
で
あ
る
と
い
う
裁
判
所
の
示
し
た
基
準
は
、

A
g
o
意
見
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
ま
っ
た
く
新
し
い
要
素
を
付
け
加
え
る
も
の
で
あ

八
条
、
最
終
草
案
一
七
条
）

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
基
準
は
他
国
の
行
っ
た
行
為
に
対
し
て
責
任
を
負
う
場
合
（
第
一
読
草
案
二

の
基
準
で
あ
っ
て
「
事
実
上
の
機
関
」

の
要
件
で
は
な
く
、
国
家
の
「
命
令
（
指
揮
）
」
ま
た
は
「
強
制
」

23-3・4-184 (香法 2004)



国際法上の国家責任における「事実上の機関」について（湯山）

の
有
無
こ
そ
が
決
定
的
な
要
素
で
あ
る
と
い
う
。

Condorelli
も
、
こ
の
よ
う
な
解
釈
に
立
っ
て
、

ニ
カ
ラ
グ
ア
事
件
は

I
L
C
や
大
使

館
人
質
事
件
の
立
場
、
す
な
わ
ち
国
家
に
よ
る
具
体
的
行
動
の
委
任
と
い
う
従
来
の
基
準
に
合
致
す
る
も
の
で
あ
る
と
評
し
て
い
る
。

「
実
効
的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
ま
た
は
高
度
の
依
存
（
従
属
）

の
概
念
は
国
家
と
「
事
実
上
の
機
関
」
と
主
張
さ
れ
て
い
る
実
体
と
の
「
関

係
」
を
示
す
概
念
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
の

I
L
C
の
コ
メ
ン
タ
リ
ー
や
大
使
館
人
質
事
件
に
お
い
て
示
さ
れ
て
き
た
立
場
、
す
な
わ
ち

と
は
差
異
が
あ
る
。

C
r
a
w
f
o
r
d
も
、
両
者
は
一
般
的
な
従
属
と
支
援
の
状
況
が
帰
属
に
は
不
十
分
で
あ
る
点
で
一
致
し
て
い
た
が
、
裁

判
所
は
実
効
的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
、

A
g
o

裁
判
官
は
違
法
行
為
の
具
体
的
授
権
を
要
求
し
た
点
で
差
異
が
あ
る
と
し
て
い
る
。

ニ
カ
ラ
グ
ア
事
件
の
解
釈
と
し
て
は
「
実
効
的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」

し
か
し
、
本
件
が
「
事
実
上
の
機
関
」

（
具
体
的
行
為
の
）
授
権
ま
た
は
委
任
と
い
う
国
家
の
側
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
問
題
に
す
る
考
え
方

の
有
無
が
重
要
で
あ
る
と
さ
れ
た
と
い
う
の
が
正
し
い
で
あ
ろ
う
。

の
事
例
で
そ
の
認
定
基
準
と
し
て
「
実
効
的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
が
参
照
さ
れ
た
か
ど
う
か
は
明
示

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
お
、
本
件
で
示
さ
れ
た
「
実
効
的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」

の
認
定
の
た
め
の
立
証
基

準
は
き
わ
め
て
高
い
も
の
で
、
組
織
、
財
政
的
支
援
、
訓
練
、
装
備
や
武
器
の
供
与
、
作
戦
へ
の
支
援
な
ど
か
な
り
の
程
度
の
米
国
の
援

助
の
事
実
を
認
定
し
な
が
ら
も
、
そ
れ
ら
の
事
実
は
米
国
の
「
一
般
的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
を
示
す
も
の
で
あ
っ
て
も
、
「
実
効
的
コ
ン
ト

(45) 

ロ
ー
ル
」
を
み
た
す
に
は
不
十
分
で
あ
る
と
し
た
点
は

T
a
d
i
c
事
件
判
決
に
お
い
て
疑
問
視
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

(46) 

イ
ラ
ン
・
米
国
請
求
権
裁
判
所
で
は
、
イ
ラ
ン
革
命
中
の
米
国
人
の
追
放
や
財
産
の
没
収
に
関
す
る
訴
え
が
多
数
提
起
さ
れ
、
そ
の
中

で
「
革
命
防
衛
隊

(Revolutionary

の
判
決
で
関
連
す
る
帰
属
の
原
則
は
、
第
一
に
事
実
上
の
機
関
の
行
為
の
帰
属
、
第
二
に
公
的
当
局
不
在
の
状
況
に
お
い
て
統
治
権
能
の

G
u
a
r
d
s
)
」
な
ど
の
実
体
の
行
為
が
イ
ラ
ン
国
家
に
帰
属
す
る
か
否
か
が
争
点
と
な
っ
た
。
こ
れ
ら

3

イ
ラ
ン
・
米
国
請
求
権
裁
判
所
の
諸
判
決

国
家
（
の
法
律
上
の
機
関
）

に
よ
る

23-3•4-185 (香法 2004)
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問
題
を
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
述
べ
、

五
条
一
項
、
最
終
草
案
一

0
条
一
項
）

要
素
を
行
使
し
た
実
休
の
行
為
の
帰
属
、
最
後
に
新
政
府
の
樹
立
に
成
功
し
た
反
乱
団
体
の
行
為
の

で
あ
っ
た
。
以
下
「
事
実
上
の
機
関
」
が
争
点
と
な
っ
た
主
要
な
二
つ
の
事
件
を
参
照
す
る
。

最
初
の
事
件
は

S
h
o
r
t
対
イ
ラ
ン
事
件
(
-
九
八
七
年
）

（
遡
及
的
）
帰
属
（
第
一
読
草
案
一

で
あ
る
。
請
求
者
S
h
o
r
t
は
イ
ラ
ン
国
内
情
勢
の
悪
化
に
伴
い
、
雇
用
さ
れ

て
い
た
米
国
企
業
か
ら
の
通
知
を
受
け
て
一
九
七
九
年
二
月
九
日
に
イ
ラ
ン
を
出
国
し
、
そ
れ
に
よ
り
雇
用
契
約
が
終
了
し
た
が
、
こ
れ

は
イ
ラ
ン
の
違
法
な
追
放
（
事
実
上
の
追
放
）

で
あ
り
イ
ラ
ン
は
賠
償
責
任
を
負
う
と
申
し
立
て
た
。
裁
判
所
は
、
前
提
と
し
て
帰
属
の

一
般
論
と
し
て
、
命
令
ま
た
は
具
体
的
な
国
家
行
為
が
が
な
く
て
も
状
況
に
よ
り
外
国
人

が
出
国
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
場
合
、
当
該
状
況
が
国
家
に
帰
属
す
る
な
ら
ば
責
任
を
負
う
と
述
べ
る
。

裁
判
所
は
、
革
命
に
よ
っ
て
樹
立
さ
れ
た
新
政
府
は
、
旧
政
府
の
行
為
だ
け
で
な
く
、
樹
立
前
の
革
命
運
動
に
帰
属
す
る
行
為
に
も
責

任
を
負
う
と
の
原
則
を
引
用
し
、
イ
ラ
ン
政
府
は
新
政
府
樹
立
宣
言
（
二
月
―
一
日
）
前
の
行
為
に
も
責
任
を
負
い
う
る
と
判
示
す
る
。

し
か
し
、
請
求
者
は
そ
の
行
為
が
彼
の
イ
ラ
ン
か
ら
の
出
国
を
強
い
た
と
こ
ろ
の
い
か
な
る
革
命
運
動
の
構
成
員

(agents)

も
特
定
で

き
な
か
っ
た
。
”
権
限
あ
る
機
関
に
よ
り
特
定
の
行
動
を
実
行
す
る
よ
う
委
任
さ
れ
て
い
て
国
家
に
代
わ
っ
て
行
為
し
た
こ
と
が
証
明
さ

れ
た
場
合
に
の
み
、
イ
ラ
ン
に
帰
属
す
る
“
と
い
う
大
使
館
人
質
事
件
判
決
を
引
用
し
て
、
「
革
命
の
支
持
者
の
行
為
は
、
現
存
す
る
政

府
の
支
持
者
の
行
為
が
政
府
に
帰
属
し
な
い
の
と
ま
さ
に
同
様
に
、
革
命
の
成
功
か
ら
生
じ
た
政
府
に
帰
属
し
え
な
い
」
と
い
う
。
さ
ら

に
、
請
求
者
の
引
用
す
る
巴
1
o
m
e
i
n
i
師
ら
革
命
指
導
者
の
宣
言
に
つ
い
て
、
こ
れ
ら
は
反
米
的
で
あ
る
が
、
米
国
人
の
集
団
的
追
放
を

特
定
し
て
い
な
い
。
こ
こ
で
も
、
”
米
国
大
使
館
襲
撃
前
に
な
さ
れ
た
K
h
o
m
e
i
n
i
師
の
声
明
は
大
使
館
襲
撃
の
具
体
的
行
動
の
授
権
に
等

一
九
七
九
年
一
一
月
一
三
日
、

Bell
H
e
l
i
c
o
p
t
e
r
社
（
以
下
、

し
い
も
の
と
解
釈
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
“
と
い
う
大
使
館
人
質
事
件
判
決
を
引
用
し
て
、
同
様
に
、
宜
言
が
請
求
者
の
イ
ラ
ン
出
国
を

(47) 

強
い
る
こ
と
を
革
命
者
に
授
権
し
た
に
等
し
い
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
述
べ
、
請
求
を
棄
却
し
た
。

第
一
一
の
事
件
は
Y
e
a
g
e
r
対
イ
ラ
ン
事
件
(
-
九
八
七
年
）
で
あ
る
。

一
四

B
H
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国際法上の国家責任における「事実上の機関」について（湯山）

裁
判
所
は
、

「
記
録
に
お
い
て
、

際
法
上
一
般
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。

”
防
衛
隊
“
が
事
実
上
新

I
)
に
雇
用
さ
れ
て
い
る
Y
e
a
g
e
r
の
ア
パ
ー
ト
に
革
命
防
衛
隊
を
名
乗
り
ラ
イ
フ
ル
銃
を
携
行
し
た
二
名
の
男
性
が
訪
ね
て
三

0
分
で

荷
造
り
を
す
る
よ
う
言
い
渡
し
た
。
Y
e
a
g
e
r
夫
妻
は
残
り
の
財
産
を
ア
パ
ー
ト
に
残
し
た
ま
ま
H
i
l
t
o
n
H
o
t
e
l
に
連
行
さ
れ
た
。
そ
の
ま

一
七
日
に
他
の
B
H
I
社
員
と
と
も
に
バ
ス
で
空
港
に
連
行
さ
れ
出
国
さ
せ
ら
れ
た
。
Y
e
a
g
e
r
が
イ
ラ

ン
に
残
し
た
財
産
や
空
港
で
革
命
防
衛
隊
と
さ
れ
る
者
に
奪
わ
れ
た
現
金
な
ど
の
賠
償
を
求
め
た
の
が
本
件
で
あ
る
。

裁
判
所
は
、
新
政
府
と
な
っ
た
革
命
運
動
の
行
為
は
新
政
府
に
帰
属
す
る
こ
と
を
認
め
る
。
そ
し
て
、
「
行
為
を
国
家
に
帰
属
さ
せ
る

た
め
に
は
、
行
為
者
と
そ
の
国
家
と
の
結
合
を
合
理
的
な
確
実
さ
を
も
っ
て
特
定
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
」
と
述
べ
て
帰
属
の
間
題
を

検
討
す
る
。
ま
ず
、
「
革
命
防
衛
隊
」

命
防
衛
隊
」

の
地
位
で
あ
る
。
さ
1
0
m
e
i
n
i
師
を
支
持
す
る
集
団
が
組
織
し
た
革
命
委
員
会
(
K
o
m
i
t
e
h
)

域
の
治
安
部
隊
と
し
て
行
動
し
、
国
家
機
構
の
中
で
確
固
た
る
地
位
を
占
め
て
い
た
こ
と
、
こ
の
革
命
委
員
会
が
一
九
七
九
年
五
月
に
「
革

の
名
前
で
公
式
に
承
認
さ
れ
る
以
前
か
ら
さ
1
0
m
e
i
n
i
師
か
ら
「
革
命
防
衛
隊
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
を
認
定
す
る
。
次

に
、
裁
判
所
は
本
件
の
事
実
を
検
討
し
て
、
請
求
者
を
H
i
l
t
o
n

(48) 

き
る
と
す
る
。

H
o
t
e
l
に
連
行
し
た
者
が
革
命
防
衛
隊
に
属
す
る
と
い
う
主
張
は
信
頼
で

問
題
は
こ
の
行
為
が
イ
ラ
ン
に
帰
属
す
る
か
否
か
で
あ
る
。
こ
の
時
点
で
革
命
防
衛
隊
は
公
式
に
承
認
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
「
行

為
の
国
家
へ
の
帰
属
は
国
内
法
上
公
式
に
承
認
さ
れ
た
機
関
の
行
為
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
そ
う
し
な
け
れ
ば
、
国
家
は
国
内
法
を
援
用
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
国
際
法
上
の
責
任
を
免
れ
う
る
か
ら
で
あ
る
」
。
行
為
者
が
事
実
上
国
家
に
代
わ
っ
て
行
為
す
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
た

場
合
、
ま
た
は
公
的
当
局
が
不
在
の
場
合
に
統
治
権
能
の
要
素
を
行
使
す
る
場
合
に
国
家
が
そ
の
者
の
行
為
に
責
任
を
負
う
こ
と
は
、
国

一
九
七
九
年
二
月
―
一
日
以
降
、
革
命
”
委
員
会
(
K
o
m
i
t
e
h
s
)
“
ま
た
は

ま
ホ
テ
ル
で
拘
束
さ
れ
た
後
、

一
五

が
地

政
府
に
代
わ
っ
て
行
為
し
て
い
た
こ
と
、
ま
た
は
少
な
く
と
も
公
的
当
局
の
不
在
に
お
い
て
統
治
権
能
の
要
素
を
行
使
し
て
い
た
こ
と

23-3・4-187 (香法 2004)

l ―- - --―--ー-------------



そ
の
活
動
に
つ
い
て
新
政
府
が
そ
の
知
識
を
持
っ
て
い
た
に
違
い
な
く
そ
し
て
そ
れ
に
特
に
異
議
を
は
さ
ま
な
か
っ
た
の
推
定

を
設
け
る
に
十
分
な
証
拠
」
が
あ
る
と
認
定
、
イ
ラ
ン
の
側
に
、
事
実
上
国
家
に
代
わ
っ
て
行
為
し
な
か
っ
た
も
し
く
は
統
治
権
能
の
要

素
を
行
使
し
な
か
っ
た
こ
と
、
ま
た
は
防
衛
隊
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
か
っ
た
こ
と
の
証
明
責
任
が
あ
る
と
し
た
。

そ
し
て
、
裁
判
所
は
、
防
衛
隊
が

B
H
I
社
員
の
退
去
を
行
い
、
こ
の
よ
う
な
規
模
及
び
性
質
の
活
動
は
新
政
府
に
知
ら
れ
て
い
た
と

判
断
し
、
こ
う
し
た
状
況
の
下
で
は
、
防
衛
隊
が
事
実
上
国
家
に
代
わ
っ
て
行
為
し
な
か
っ
た
こ
と
ま
た
は
統
治
権
能
の
要
素
を
行
使
し

な
か
っ
た
こ
と
を
イ
ラ
ン
は
証
明
せ
ず
、

ゆ
え
に
防
衛
隊
は
イ
ラ
ン
の
た
め
に
行
為
し
て
い
た
と
認
定
し
た
。
さ
ら
に
、
イ
ラ
ン
は
防
衛

隊
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
か
っ
た
こ
と
も
証
明
し
な
か
っ
た
。
新
政
府
は
防
衛
隊
の
活
動
及
び
公
の
治
安
の
維
持
に
お
け
る
彼
ら
の
役

割
を
受
け
入
れ
て
お
き
な
が
ら
、
彼
ら
に
よ
る
米
国
民
へ
の
違
法
行
為
を
実
効
的
に
防
止
す
る
た
め
必
要
な
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
行
わ
な

か
っ
た
。
「
国
際
法
上
、
イ
ラ
ン
は
一
方
で
革
命
委
員
会

(Komiteh)

ま
た
は
防
衛
隊
に
よ
る
統
治
権
能
の
行
使
を
容
認
し
つ
つ
、
同
時

に
彼
ら
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
違
法
行
為
に
対
す
る
責
任
を
否
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
し
て
、
防
衛
隊
に
よ
る
追
放
行
為
が
イ
ラ
ン

(49) 

に
帰
属
す
る
と
結
論
づ
け
た
。

ま
た
賠
償
額
の
算
定
の
際
に
、
空
港
に
お
け
る
現
金
の
没
収
に
関
し
て
、
革
命
防
衛
隊
が
空
港
に
お
い
て
関
税
、
移
民
、
安
全
業
務
を

行
っ
て
い
た
こ
と
が
報
道
か
ら
確
認
さ
れ
る
の
で
、
防
衛
隊
が
新
政
府
の
機
関
と
し
て
行
為
し
て
い
た
こ
と
が
明
白
で
あ
り
、
こ
の
よ
う

な
状
況
の
下
で
は
、
「
被
告
は
空
港
に
お
い
て
活
動
す
る

11

革
命
防
衛
隊
II

を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
な
か
っ
た
こ
と
及
び
で
き
な
か
っ
た
こ

と
を
証
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
が
、
こ
の
よ
う
な
行
為
を
禁
止
し
た
ま
た
は
適
切
な
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
行
使
し
た
証
拠
は
な
い
の
で
、

(50) 

没
収
行
為
は
イ
ラ
ン
に
帰
属
す
る
と
の
認
定
を
行
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
事
件
以
外
に
も
、
あ
る
実
体
が
事
実
上
の
機
関
で
あ
る
か
否
か
が
争
わ
れ
た
事
例
が
あ
る

く
）
。
例
え
ば
、
米
国
人
の
追
放
に
関
す
る

A
己

mr
Y
o
u
n
g
社
対
イ
ラ
ン
事
件
(
-
九
八
七
年
）

（
政
府
所
有
銀
行
の
事
例
を
除

で
は
、
裁
判
所
は
「
行
為
の
国
家
へ
の

一
六
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国際法上の国家責任における「事実上の機関」について（湯山）

一
七

帰
属
は
、
行
為
す
る
者
の
属
性

(identity)

と
そ
の
者
と
国
家
の
結
合
が
合
理
的
な
確
実
さ
を
も
っ
て
証
明
さ
れ
た
場
合
に
の
み
正
当

化
さ
れ
る
」
と
述
べ
、
請
求
者
た
る
会
社
が
こ
の
帰
属
の
要
件
の
立
証
責
任
を
負
う
が
、
「
こ
れ
ら
の

I
I行
為
者

(
a
g
e
n
t
s
)
~

が
誰
で
あ

(51) 

り
彼
ら
が
ど
の
よ
う
に
イ
ラ
ン
政
府
と
結
び
つ
い
て
い
る
か
」
を
証
明
し
な
か
っ
た
と
し
て
請
求
を
棄
却
し
た
。
ま
た
、

Hilt
対
イ
ラ
ン

事
件
(
-
九
八
八
年
）

で
は
、
公
立
大
学
の
助
教
授
で
あ
る
Hilt
に
学
長
が
行
っ
た
国
外
退
避
の
指
示
が
追
放
に
あ
た
る
か
ど
う
か
が

争
点
と
な
り
、
裁
判
所
は
、
学
長
の
発
言
は
単
な
る
助
言
に
過
ぎ
ず
、
請
求
者
は
学
長
の
行
為
が
公
的
行
為
で
あ
る
こ
と
を
立
証
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
が
、
公
立
大
学
の
学
長
は
私
的
な
被
用
者
で
あ
っ
て
、
学
長
が
政
府
当
局
の
指
揮
の
下
に
行
為
し
て
い
た
か
学
長
が
事
実

(52) 

上
の
公
務
員
で
あ
る
場
合
に
の
み
イ
ラ
ン
は
責
任
を
負
う
と
述
べ
て
請
求
を
棄
却
し
た
。

ほ
か
に
米
国
人
の
財
産
を
革
命
防
衛
隊
が
没
収
し
た
一
連
の
事
件
が
あ
る
。
例
え
ば
、

W
i
l
l
i
a
m

（
一
九
八
四
年
）

は
、
革
命
防
衛
隊
に
よ
る
請
求
者
の
オ
フ
ィ
ス
内
の
財
産
及
び
会
社
の
自
動
車
の
押
収
に
関
す
る
事
件
で
あ
る
が
、
唯

一
の
証
拠
は
一
九
八
0
年
一

0
月
五
日
付
の
「
イ
ス
ラ
ム
革
命
防
衛
隊
」
名
の
差
押
通
知
で
あ
っ
た
。
裁
判
所
は
「
イ
ラ
ン
は
革
命
防
衛

(53) 

隊
の
行
為
に
責
任
を
負
う
と
考
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
判
示
し
て
イ
ラ
ン
の
責
任
を
認
め
た
。
そ
の
後
の
事
例
で
も
お
お
む
ね

(54) 

こ
の
判
断
が
踏
襲
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
理
由
は
イ
ラ
ン
が
革
命
防
衛
隊
を
公
式
に
国
家
機
関
と
し
て
承
認
し
た
後
の
事
件
で
あ
る
か
ら

(55) 

と
の
指
摘
が
あ
る
。

ま
た
、
そ
の
地
位
が
問
題
と
な
っ
た
も
の
と
し
て
、
「
労
働
者
評
議
会

(
W
o
r
k
e
r
s
'

C
o
u
n
c
i
l
s
)
」
が
あ
る
。
こ
れ
は
イ
ラ
ン
・
イ
ス
ラ

ム
共
和
国
憲
法
及
び
そ
の
実
施
法
に
基
づ
い
て
一
九
七
0
年
か
ら
一
九
八
0
年
に
か
け
て
設
立
さ
れ
た
労
働
者
の
団
体
で
あ
り
、
企
業
内

(56) 

で
経
営
者
に
対
し
て
労
働
者
の
利
益
を
代
表
し
経
営
に
協
力
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

S
h
e
r
i
n
g
社
対
イ
ラ
ン
事
件
(
-
九
八
四
年
）

で
は
、

S
h
e
r
i
n
g
社
は
そ
の
イ
ラ
ン
子
会
社
に
他
の
子
会
社
を
通
じ
て
融
資
を
し
て
い
た
が
、
そ
の
債
権
の
回
収
が
同
子
会
社
内
に
設
立

さ
れ
経
営
に
拒
否
権
を
持
っ
て
い
た
労
働
者
評
議
会
に
妨
害
さ
れ
た
と
し
て
、
評
議
会
の
行
為
に
イ
ラ
ン
は
責
任
を
負
う
と
主
張
し
た
。

P
e
r
e
i
r
a
 

t
ィ
ラ
ン
事
件

Associates~ 
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裁
判
所
は
、
評
議
会
は
イ
ラ
ン
法
の
授
権
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
が
そ
の
こ
と
は
イ
ラ
ン
の
国
家
機
構
の
一
部
で
あ
る
こ
と
や
公
務
員
で
あ

会
が
政
府
機
関
の
指
示
の
下
で
行
動
し
た
こ
と
」

る
こ
と
を
意
味
し
な
い
と
し
た
。
さ
ら
に
、
評
議
会
が
事
実
上
イ
ラ
ン
に
代
わ
っ
て
行
為
し
た
こ
と
、
す
な
わ
ち
「
評
議
会
の
構
成
員
の

選
出
に
対
す
る
政
府
の
影
響
力
が
存
在
し
た
こ
と
、
政
府
の
命
令
、
指
令
及
び
勧
告
が
評
議
会
に
発
せ
ら
れ
て
い
た
こ
と
、
ま
た
は
評
議

(57) 

の
証
拠
は
な
い
と
し
て
請
求
を
退
け
た
。

E
a
s
t
m
a
n

K
o
d
a
k
社
対
イ
ラ
ン
事
件
(
-
九

八
七
年
）

で
は
、
原
告
会
社
の
子
会
社
が
そ
の
労
働
者
評
議
会
に
よ
り
清
算
さ
れ
た
こ
と
で
会
社
が
受
け
た
損
害
に
つ
い
て
、
子
会
杜
の

活
動
及
び
経
営
へ
の
評
議
会
の
関
与
が
イ
ラ
ン
政
府
機
関
に
よ
り
授
権
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
そ
の
行
為
は
イ
ラ
ン
に
帰
属
す
る
と
認
定

(58) 

(59) 

こ
の
よ
う
な
イ
ラ
ン
・
米
国
請
求
権
裁
判
所
の
判
例
に
つ
い
て
、
革
命
と
い
う
状
況
に
由
来
す
る
特
殊
性
も
あ
る
が
、
事
実
上
の
機
関

に
つ
い
て
は
お
お
む
ね
具
体
的
行
動
の
委
任
と
い
う
基
準
を
適
用
し
て
い
る
。

Short
対
イ
ラ
ン
事
件
の
よ
う
に
、
明
示
的
に
大
使
館
人

質
事
件
に
依
拠
し
て
判
断
し
た
事
例
も
存
在
す
る
。
ま
た
、
第
一
読
草
案
八
条
ぃ
の
文
言
に
忠
実
に
、
実
体
が
事
実
上
国
家
に
代
わ
っ
て

行
為
し
て
い
た
こ
と
を
完
全
に
立
証
す
る
よ
う
請
求
者
に
義
務
づ
け
て
い
る
こ
と
も
顕
著
な
傾
向
で
、
こ
の
よ
う
に
帰
属
を
申
し
立
て
る

(60) 

側
に
の
み
挙
証
責
任
を
課
し
た
こ
と
に
は
当
時
の
イ
ラ
ン
の
情
勢
を
考
え
る
と
立
証
は
困
難
で
あ
っ
た
と
し
て
強
い
批
判
が
あ
る
。

他
方
、

Y
e
a
g
e
r
対
イ
ラ
ン
事
件
は
解
釈
が
難
し
い
。
ま
ず
こ
の
判
決
自
体
が
革
命
防
衛
隊
が
「
事
実
上
の
機
関
」
（
第
一
読
草
案
八
条

い
）
で
あ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
い
わ
ゆ
る
「
緊
急
時
の
公
務
員
」
（
第
一
読
草
案
八
条

5
)
に
該
当
す
る
の
か
を
明
確
に
し
て
い
な
い
。

(61) 

学
説
の
解
釈
も
様
々
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
同
事
件
の
ユ
ニ
ー
ク
な
点
は
、
革
命
防
衛
隊
の
活
動
及
び
統
治
権
能
の
行
使
に
対
す
る
イ
ラ
ン

の
黙
認
を
帰
属
の
根
拠
と
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
こ
と
、
そ
し
て
、
イ
ラ
ン
が
防
衛
隊
の
違
法
行
為
を
防
止
す
る
た
め
の
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
を
し
な
か
っ
た
こ
と
及
び
な
し
え
な
か
っ
た
こ
と
を
立
証
し
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
（
違
法
性
阻
却
事
由
と
し
て
の
不
可
抗
力
の
文
脈
で

は
な
く
）
帰
属
の
間
題
と
し
て
そ
れ
を
肯
定
し
た
と
い
う
論
証
の
方
法
で
あ
る
。
黙
認
し
て
い
た
こ
と
ま
た
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
不
可
能

J¥ 
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国際法上の国家責任における「事実上の機関」について（湯山）

(62) 

性
に
よ
り
機
関
の
行
為
が
帰
属
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
帰
属
に
関
す
る
証
明
を
請
求
者
に
は
一
応
の
証
拠
の
提
出
で
推
定
を
設
け
た
上
で

被
告
国
家
に
は
反
証
を
義
務
づ
け
る
と
い
う
挙
証
責
任
の
分
配
に
関
す
る
判
断
も
裁
判
所
の
他
の
判
決
と
は
対
照
的
で
あ
る
。

Loizidou
車
-
姓
"

(

1

今
宝
〈
）
既
i

州
人
権
裁
判
所
判
決
(
-
九
九
六
年
）

本
判
決
で
問
題
と
な
っ
た
の
は
、

一
九

キ
プ
ロ
ス
紛
争
（
ギ
リ
シ
ア
系
キ
プ
ロ
ス
政
府
と
ト
ル
コ
系
住
民
の
間
で
争
わ
れ
て
い
る
）
に
関
係

一
九
七
四
年
に
キ
プ
ロ
ス
に
軍
事
侵
攻
し
現
在
も
キ
プ
ロ
ス
北
部
に
存
在
し
て
い
る
ト
ル
コ
ヘ
の
、

し
た
北
キ
プ
ロ
ス
・
ト
ル
コ
共
和
国
（
以
下
、

T
R
N
C
)
当
局
の
行
為
の
帰
属
で
あ
る
。
な
お
、
国
連
安
保
理
は
独
立
宣
言
を
否
定
し

諸
国
に
承
認
し
な
い
よ
う
求
め
て
お
り
、
ト
ル
コ
を
除
い
て

T
R
N
C
を
承
認
し
た
国
は
な
い
。

申
立
人
L
o
i
z
i
d
o
u
は
キ
プ
ロ
ス
国
民
（
ギ
リ
シ
ア
系
）

で
、
ト
ル
コ
軍
占
領
下
の
北
部
キ
プ
ロ
ス
に
地
所
を
所
有
し
て
い
た
が
、
ト

ル
コ
軍
侵
攻
後
は
ト
ル
コ
軍
兵
士
に
よ
り
当
該
地
所
へ
の
帰
還
を
妨
げ
ら
れ
、

に
よ
り
逮
捕
さ
れ
北
キ
プ
ロ
ス
の
警
察
官
に
よ
り
拘
禁
さ
れ
た
。
ま
た
、

の
所
有
権
は

T
R
N
C
に
移
転
す
る
こ
と
を
規
定
し
て
い
た
。
申
立
人
は
帰
還
の
妨
害
が
欧
州
人
権
条
約
第
一
議
定
書
一
条
の
財
産
権
の

(63) 

侵
害
で
あ
る
と
し
て
ト
ル
コ
政
府
を
相
手
取
っ
て
欧
州
人
権
委
員
会
に
申
立
を
行
っ
た
。
委
員
会
の
報
告
の
後
キ
プ
ロ
ス
政
府
が
欧
州
人

権
裁
判
所
に
事
件
を
付
託
し
た
。
ト
ル
コ
政
府
は
先
決
的
抗
弁
を
提
起
し
て
裁
判
所
の
管
轄
権
を
争
っ
た
が
、
裁
判
所
は
一
九
九
五
年
の

(64) 

判
決
で
抗
弁
を
退
け
た
。

本
案
判
決
で
、
裁
判
所
は
前
記
の
問
題
を
帰
属

(
i
m
p
u
t
a
b
i
l
i
t
y
)

の
問
題
と
し
て
論
じ
て
い
る
。

申
立
人
は
、
裁
判
所
は
条
約
上
の
人
権
侵
害
に
対
す
る
ト
ル
コ
の
責
任
を
決
定
す
る
た
め
に
は
国
家
責
任
の
原
則
を
考
慮
す
べ
き
で
あ

る
と
主
張
す
る
。
国
家
責
任
の
観
念
は
説
明
責
任
の
現
実
的
観
念
で
あ
り
、
権
限
鍮
越
行
為
の
よ
う
に
、
行
為
ま
た
は
事
態
が
現
実
の
コ

し
て
、 4

 

一
九
八
五
年
の

T
R
N
C
の
憲
法
で
は
、
放
棄
さ
れ
た
不
動
産

一
九
八
九
年
に
停
戦
ラ
イ
ン
を
超
え
た
際
に
は
ト
ル
コ
軍

一
九
八
五
年
に
独
立
を
宣
言
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ロ
ー
ル
の
事
実
か
ら
導
か
れ
る
と
い
う
。

国
際
法
上
の
義
務
を
免
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
主
張
し
た
。

ン
ト
ロ
ー
ル
の
外
に
あ
っ
て
も
責
任
を
負
う
。
国
家
責
任
の
原
則
に
よ
れ
ば
国
家
は
地
域
的
統
治
体
そ
れ
が
違
法
（
違
法
な
武
力
行

使
の
結
果
）

で
あ
る
か
適
法
（
被
保
護
国
の
よ
う
な
場
合
）

ト
ル
コ
政
府
は
、
条
約
一
条
の
「
管
轄
」

で
あ
る
か
に
関
係
な
<
|
|
ー
に
統
治
を
委
任
し
て
も
責
任
を
免
れ
え
な
い
こ

と
、
ト
ル
コ
に
よ
る
北
キ
プ
ロ
ス
の
設
立
は
違
法
で
あ
り
、
ト
ル
コ
が
北
キ
プ
ロ
ス
に
実
効
的
全
般
的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
有
し
て
い
る
証

拠
が
あ
る
の
で
、
そ
の
占
領
地
域
で
起
き
た
人
権
侵
害
に
は
ト
ル
コ
が
責
任
を
負
う
と
の
強
い
推
定
が
働
く
こ
と
を
主
張
し
た
。
キ
プ
ロ

か
い
ら
い

ス
政
府
は
、
ト
ル
コ
は
北
キ
プ
ロ
ス
に
実
効
的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
及
ぽ
し
て
お
り
、
統
治
を
違
法
な
愧
儡
政
権
に
委
ね
た
か
ら
と
い
っ
て

の
概
念
は
責
任
法
の
問
題
と
同
一
で
は
な
い
こ
と
、
一
条
は
主
張
さ
れ
た
行
為
が
現
実
に
被
請

求
国
の
当
局
に
よ
り
な
さ
れ
た
こ
と
及
び
こ
の
当
局
が
申
立
人
へ
の
実
効
的
管
轄
権
を
行
使
し
て
い
た
こ
と
の
証
拠
を
求
め
る
も
の
で
あ

一
条
の
「
管
轄
」

る
こ
と
、
北
キ
プ
ロ
ス
は
民
主
的
に
設
立
さ
れ
た
独
立
国
家
で
あ
っ
て
ト
ル
コ
は
実
効
的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
有
し
て
い
な
い
と
反
論
し
た
。

裁
判
所
は
、
先
決
的
抗
弁
に
関
す
る
先
の
判
決
を
引
用
し
て
次
の
よ
う
に
い
う
。

の
概
念
は
締
約
国
の
領
域
内
に
と

ど
ま
ら
ず
、
締
約
国
の
責
任
は
領
域
外
の
そ
の
当
局
の
作
為
不
作
為
に
よ
っ
て
生
じ
る
。
関
連
す
る
国
家
責
任
の
原
則
に
従
っ
て
、
締
約

国
の
責
任
は
合
法
か
違
法
か
を
問
わ
ず
軍
事
行
動
の
結
果
と
し
て
領
域
外
の
地
域
に
実
効
的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
行
使
す
る
際
に
生
じ
、
人

権
を
保
障
す
る
締
約
国
の
義
務
は
、
直
接
に
か
そ
の
軍
隊
ま
た
は
下
位
の
地
域
的
統
治
体
を
通
し
て
か
を
問
わ
ず
、
そ
の
よ
う
な
コ
ン
ト

裁
判
所
は
、
帰
属
の
問
題
の
評
価
に
と
っ
て
重
要
な
の
は
、
申
立
人
の
財
産
へ
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
喪
失
が
ト
ル
コ
の
占
領
及
び

T
R

N
C
の
樹
立
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
ト
ル
コ
が
了
知
し
て
い
た
こ
と
で
あ
り
、
申
立
人
が
何
度
も
財
産
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
拒
否
さ
れ

た
の
は
境
界
地
域
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
ト
ル
コ
軍
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
と
い
う
。

「
裁
判
所
は
、
申
立
人
及
び
キ
プ
ロ
ス
政
府
が
示
唆
し
た
よ
う
な
、

”
T
R
N
C
“

の
当
局
の
政
策
及
び
行
動
に
ト
ル
コ
が
詳
細
に
わ
た

二
0
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国際法上の国家責任における「事実上の機関」について（湯山）

る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
現
実
に
行
使
し
た
か
否
か
を
決
定
す
る
必
要
は
な
い
。
ト
ル
コ
軍
が
島
の
一
部
に
実
効
的
な
全
般
的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

global)

を
行
使
し
て
い
る
こ
と
は
…
…
北
キ
プ
ロ
ス
で
現
実
の
任
務
に
従
事
し
て
い
る
多
数
の

(effective overall control ;
 controle 

部
隊
か
ら
明
白
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
、
関
連
す
る
基
準
及
び
事
件
の
状
況
に
よ
れ
ば
、

T
R
N
C
の
政
策
及
び
行
動

に
対
す
る
ト
ル
コ
の
責
任
を
生
ぜ
し
め
る
」
。
ゆ
え
に
そ
の
よ
う
な
政
策
ま
た
は
行
動
に
よ
り
影
響
を
受
け
る
者
は
条
約
一
条
の
趣
旨
で

(65) 

の
ト
ル
コ
の
”
管
轄
“
内
に
入
り
、
人
権
を
保
障
す
る
義
務
は
キ
プ
ロ
ス
の
北
部
に
及
ぶ
と
結
論
づ
け
た
。

さ
ら
に
、
裁
判
所
は
、
こ
の
よ
う
な
結
論
か
ら
ト
ル
コ
の
キ
プ
ロ
ス
介
人
の
合
法
性
に
関
す
る
自
ら
の
立
場
を
表
明
す
る
必
要
は
な
い

と
述
べ
、
国
際
社
会
が
キ
プ
ロ
ス
共
和
国
が
唯
一
の
正
統
政
府
で
あ
る
と
認
め
、

(66) 

を
想
起
す
れ
ば
十
分
で
あ
る
と
付
け
加
え
て
い
る
。

T
R
N
C
の
正
統
性
を
一
貰
し
て
否
定
し
て
き
た
こ
と

こ
の

L
o
i
z
i
d
o
u
事
件
判
決
を
国
家
責
任
に
関
す
る
先
例
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
は
難
し
い
間
題
で
あ
る
。
請
求
者
と
ト

法
に
お
け
る
帰
属
の
原
則
は
、

ル
コ
と
の
間
で
国
家
責
任
法
の
適
用
の
可
否
に
つ
い
て
見
解
は
分
か
れ
て
い
た
。
裁
判
所
の
判
断
は
、
請
求
者
の
主
張
を
採
用
し
て
、
欧

州
人
権
条
約
一
条
の
「
管
轄
」
を
判
断
す
る
に
あ
た
っ
て
、
帰
属
に
関
す
る
責
任
法
の
原
則
を
参
照
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
国
家
責
任

(67) 

の
範
囲
に
等
し
い
の
で
、
こ
の
よ
う
な
解
釈
に
も
一
定

一
次
規
則
を
履
行
す
べ
き
国
際
法
上
の
「
国
家
」

の
妥
当
性
が
あ
る
（
も
ち
ろ
ん
、

一
次
規
則
は
独
自
に
定
め
る
こ
と
も
で
き
る
が
）
。

し
か
し
、
裁
判
所
が
帰
属
の
ど
の
原
則
を
適
用
し
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
請
求
者
が
主
張
し
て
い
た
の
は
地
域
的
統
治
体
の
行
為
に

(68) 

関
す
る
原
則
（
第
一
読
草
案
七
条
一
項
。
最
終
草
案
で
は
四
条
一
項
に
含
め
ら
れ
た
）
で
あ
り
、
こ
れ
に
同
意
し
て
外
国
の
軍
事
占
領
下

(69) 

で
樹
立
さ
れ
た
愧
儡
政
権
の
当
該
外
国
へ
の
帰
属
を
認
め
た
事
例
で
あ
っ
て
前
記
の
原
則
の
適
用
例
と
す
る
主
張
も
有
力
で
あ
る
。

e
s
s

は
、
裁
判
所
は

T
R
N
C
の
地
位
に
つ
い
て
判
断
し
な
か
っ
た
が
、
事
実
上
の
政
府
と
み
な
さ
ざ
る
を
え
ず
、
実
質
的
に
は
他
国
の
指
揮

ま
た
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
下
に
あ
る
国
家
の
行
為
の
当
該
他
国
へ
の
帰
属
（
第
一
読
草
案
二
八
条
一
項
。
最
終
草
案
で
は
一
七
条
）
と
し
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(70) 

て
扱
わ
れ
た
の
で
あ
り
、
他
国
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
下
に
あ
る
国
家
と
事
実
上
の
機
関
の
境
界
線
上
の
事
例
で
あ
る
と
い
う
。

Crawford

(71)

（

72) 

は、

B
e
r
n
h
a
r
d
t
裁
判
官
反
対
意
見
を
参
照
し
つ
つ
、
帰
属
と
因
果
関
係
の
境
界
線
上
の
事
例
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

後
述
す
る

T
a
d
i
c
事
件
判
決
で
旧
ユ
ー
ゴ
国
際
刑
事
裁
判
所
上
訴
裁
判
部
は
、

L
o
i
z
i
d
o
u
事
件
を
事
実
上
の
機
関
の
先
例
と
し
つ
つ
、

ニ
カ
ラ
グ
ア
事
件
の
「
実
効
的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」

の
基
準
を
修
正
す
る
一
っ
の
根
拠
と
し
て
い
る
が
、
両
事
件
の
間
に
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

の
対
象
に
つ
い
て
の
差
異
が
あ
る
。
ニ
カ
ラ
グ
ア
事
件
は
違
法
行
為
が
な
さ
れ
た
実
体
の
活
動
に
対
す
る
国
家
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
程
度

を
問
題
に
し
て
い
る
が
、

L
o
i
z
i
d
o
u
事
件
で
は
、
違
法
行
為
が
な
さ
れ
た
地
域
に
対
す
る
占
領
国
の
「
実
効
的
な
全
般
的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」

を
認
定
し
た
事
例
で
あ
る
。
後
者
の
判
決
は
一
定
の
地
域
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
行
使
し
て
い
れ
ば
、
そ
の
地
域
に
存
在
す
る
実
体
の
「
政

(73) 

策
及
び
行
動
」
の
す
べ
て
が
帰
属
す
る
こ
と
に
な
る
と
判
示
す
る
が
、
そ
の
根
拠
が
十
分
に
説
明
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。

か
り
に
事
実
上
の
機
関
の
先
例
と
考
え
た
場
合
で
も
、
証
明
の
基
準
が
こ
れ
ま
で
に
み
た
国
際
司
法
裁
判
所
や
イ
ラ
ン
・
米
国
請
求
権

裁
判
所
の
判
決
よ
り
著
し
く
低
い
の
が
こ
の
判
決
の
特
徴
で
あ
る
。
請
求
者
は
ト
ル
コ
の
北
キ
プ
ロ
ス
ヘ
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
そ
こ
で
の

人
権
侵
害
に
対
す
る
ト
ル
コ
の
責
任
の
強
い
推
定
を
帰
結
す
る
と
主
張
し
、
ト
ル
コ
は
挙
証
責
任
は
請
求
者
側
が
負
う
べ
き
で
あ
る
と
主

張
し
た
。
裁
判
所
は
推
定
を
設
け
て
被
告
に
反
証
の
責
任
を
課
す
こ
と
は
し
な
か
っ
た
も
の
の
、
特
定
の
違
法
行
為
に
対
す
る
ト
ル
コ
の

関
与
を
厳
密
に
立
証
す
る
必
要
は
な
い
と
判
断
し
、
請
求
者
側
の
立
証
責
任
の
程
度
を
相
当
程
度
軽
減
し
た
。

D
e
H
o
o
g
h
は
領
域
へ
の

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
事
実
は
行
為
の
了
知
や
責
任
を
含
意
し
な
い
と
し
た
コ
ル
フ
海
峡
事
件
な
ど
の
国
際
司
法
裁
判
所
の
判
例
に
合
致
し
な

(74) 

い
と
批
判
す
る
。
実
際
、
コ
ル
フ
海
峡
事
件
は
国
家
に
よ
る
領
域
の
排
他
的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
事
実
は
被
害
国
に
よ
る
事
実
か
ら
の
推
論

(75) 

や
情
況
証
拠
に
よ
る
間
接
的
な
証
明
方
法
を
正
当
化
す
る
と
述
べ
、
人
権
に
関
す
る
第
三
者
機
関
の
実
行
も
こ
の
よ
う
な
傾
向
に
あ
る
と

(76) 

い
え
る
。

D
i
p
l
a
も
ま
た
、
従
来
の
国
際
法
で
は
ト
ル
コ
の
責
任
は
単
な
る
推
定
（
反
証
に
よ
り
覆
し
う
る
推
定
）
で
あ
る
の
に
、

L
o
i
z
i
d
o
u

(77) 

判
決
は
そ
れ
を
覆
し
え
な
い
推
定
に
変
え
、
絶
対
的
に
ト
ル
コ
に
条
約
違
反
の
責
任
を
負
わ
せ
た
点
で
革
新
的
で
あ
る
と
評
し
て
い
る
。
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国際法上の国家責任における「事実上の機関」について（湯山）

A

第
一
審
裁
判
部
判
決
(
-
九
九
七
年
）

(
R
e
p
u
b
l
i
k
a
 

（
セ
ル
ビ
ア
・
モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
）

T
a
d
i
c
事
件
（
本
案
）
旧
ユ
ー
ゴ
国
際
刑
事
裁
判
所
判
決

本
件
は
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
領
域
で
行
わ
れ
た
国
際
人
道
法
の
重
大
な
違
反
を
犯
し
た
個
人
の
刑
事
責
任
に
関
す
る
裁
判
で
あ
る
が
、

そ
の
中
で
国
家
責
任
法
に
関
す
る
判
断
が
行
わ
れ
た
。
と
い
う
の
は
、
被
告
人
に
適
用
さ
れ
る
法
規
の
決
定
の
た
め
に
被
告
人
の
関
係
し

た
紛
争
が
国
際
的
武
力
紛
争
で
あ
る
か
国
内
的
武
力
紛
争
（
内
戦
）

で
あ
る
か
の
決
定
が
必
要
と
な
り
、
武
力
紛
争
の
性
格
が
国
際
的
で

あ
れ
ば
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
諸
条
約
の
重
大
な
違
反
が
、
国
内
的
で
あ
れ
ば
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
諸
条
約
共
通
三
条
な
ど
の
違
反
が
適
用
さ
れ
る
か
ら
で

(78) 

あ
る
。
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
国
際
刑
事
裁
判
所
で
は
、
内
戦
当
事
者
の
行
為
が
外
国
国
家
の
「
事
実
上
の
機
関
」
の
行
為
と
し
て
帰
属
す

る
な
ら
国
際
的
武
力
紛
争
、
帰
属
し
な
い
な
ら
内
戦
と
な
る
と
い
う
図
式
で
議
論
さ
れ
た
。

本
件
の
被
告
人
は
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ビ
ナ
の
セ
ル
ビ
ア
人
で
、

地
方
の
住
民
を
攻
撃
し
て
キ
ャ
ン
プ
に
収
容
し
、
キ
ャ
ン
プ
内
で
殺
人
や
暴
行
を
行
っ
た
容
疑
（
人
道
に
対
す
る
罪
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
条
約

の
重
大
な
違
反
な
ど
）

与
s
k
a
)

と
そ
の
軍
隊

(
V
R
S
)

と
み
な
さ
れ
る
か
が
争
点
と
な
っ
た
。

セ
ル
ビ
ア
人
勢
力
の
部
隊

(
V
R
S
)
に
所
属
し
て
、

0
m
a
r
s
k
a
 

で
訴
追
さ
れ
た
。
本
件
で
は
、
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ビ
ナ
の
独
立
を
主
張
す
る
セ
ル
ビ
ア
人
勢
力
の
国
家

が
新
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア

定
は
個
々
の
事
件
に
お
い
て
そ
の
文
脈
毎
に
決
定
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
含
意
し
て
い
た
。

5
 

の
軍
隊

(
V
J
)

本
事
件
管
轄
権
判
決
で
上
訴
裁
判
部
は
、
旧
ユ
ー
ゴ
紛
争
が
全
体
と
し
て
国
際
的
武
力
紛
争
で
あ
る
と
す
る
検
察
側
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を

(79) 

退
け
、
旧
ユ
ー
ゴ
紛
争
は
国
際
的
・
国
内
的
両
方
の
側
面
を
持
つ
混
合
的
性
格
の
紛
争
で
あ
る
と
判
示
し
た
。
こ
れ
は
紛
争
の
性
格
の
決

裁
判
部
は
、
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
国
際
刑
事
裁
判
所
規
程
二
条
に
規
定
す
る
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
諸
条
約
の
重
大
な
違
反
の
適
用
の
前
提
と
し

~ 

の
機
関
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金
を
含
む
）
を
支
払
っ
て
い
た
が
、

(80) 
る。 て

、
犯
罪
の
犠
牲
者
が
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
第
四
条
約
（
文
民
条
約
）

が
そ
の
者
が
紛
争
当
事
国
の
国
民
で
な
い
こ
と
で
あ
る
と
い
う
。

四
条
に
い
う
保
護
を
受
け
る
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
条
件
の
一
っ

一
九
九
二
年
五
月
一
九
日
の
旧
ユ
ー
ゴ
軍
の
撤
退
ま
で
は
こ
の
条
件
が

み
た
さ
れ
る
が
、
撤
退
後
も
こ
の
条
件
が
み
た
さ
れ
る
か
ど
う
か
が
問
題
と
な
る
。

R
e
p
u
b
l
i
k
a

S
r
p
s
k
a
と
そ
の
軍
は
新
ユ
ー
ゴ
と
そ
の

軍
か
ら
区
別
さ
れ
る
存
在
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
「
国
際
慣
習
法
の
規
則
と
し
て
、
人
、
集
団
ま
た
は
組
織
の
行
為
は
、
国
家
の
事
実
上
の

機
関
ま
た
は
公
務
員
と
し
て
行
為
す
る
場
合
当
該
国
家
に
帰
属
し
う
る
」
。
正
統
政
府
と
争
う
叛
徒
に
事
実
上
の
機
関
に
関
す
る
国
家
責

任
の
原
則
を
適
用
し
た
先
例
と
し
て
ニ
カ
ラ
グ
ア
事
件
が
あ
り
、
人
道
法
の
適
用
や
紛
争
の
混
合
的
性
格
で
も
共
通
し
て
い
る
。

グ
ア
事
件
が
示
し
た
の
は

「
実
効
的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
と
い
う
敷
居
の
高
い
基
準
で
あ
り
、
検
察
側
に
そ
の
挙
証
責
任
が
あ
る
と
い
う
。

裁
判
部
は
、
五
月
一
九
日
以
後
付
近
に
駐
留
し
て
い
た

J
N
A
部
隊
が
そ
の
ま
ま
＞

R
S
の
一
部
と
な
り
、
引
き
続
き
俸
給
を
新
ユ
ー

ゴ
が
支
払
っ
て
い
た
事
実
を
認
定
す
る
。
裁
判
部
は

V
R
S
と
新
ユ
ー
ゴ
軍
の
間
の
二
つ
の
関
係
を
検
討
し
た
。
第
一
に
、

V
R
S
の
司

令
部
と
新
ユ
ー
ゴ
軍
と
の
間
に
は
高
度
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
存
在
し
、
参
謀
間
の
協
働

(coordinate)

が
存
在
し
た
が
、
こ
れ

は
「
命
令

(
c
o
m
m
a
n
d
)

及
び
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」

の
関
係
で
は
な
い
。
第
二
に
、

C
o
n
t
r
a
と
は
異
な
り
、

R
e
p
u
b
l
i
k
a

は
ボ
ス
ニ
ア
・
セ
ル
ビ
ア
人
自
身
が
選
ん
だ
。
以
上
か
ら
、
裁
判
部
は
実
効
的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
示
す
証
拠
は
な
い
と
し
た
。

ニ
カ
ラ

次
に
裁
判
部
は
、
推
論
に
よ
り
実
効
的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
認
定
で
き
る
か
ど
う
か
を
議
論
す
る
。
ボ
ス
ニ
ア
・
セ
ル
ビ
ア
人
で
な
い
旧

ユ
ー
ゴ
軍
将
校
が
同
じ
地
位
の
ま
ま
＞

R
S
に
移
っ
た
事
実
が
あ
る
が
、
攻
撃
や
キ
ャ
ン
プ
の
運
営
は

V
R
S
司
令
官
の
命
令
に
よ
り
行

わ
れ
た
。
当
該
司
令
官
の
権
限
を
覆
す
形
で
の
新
ユ
ー
ゴ
か
ら
の
命
令
が
あ
っ
た
証
拠
は
な
い
。
新
ユ
ー
ゴ
は

V
R
S
の
将
校
に
俸
給
（
年

以
上
か
ら
裁
判
部
は
、

ニ
カ
ラ
グ
ア
事
件
で
は
、
財
政
的
援
助
は
実
効
的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
は
十
分
で
は
な
い
と
さ
れ
て
い

>
R
S
は
新
ユ
ー
ゴ
の
事
実
上
の
機
関
ま
た
は
公
務
員
で
は
な
く
、
犠
牲
者
は
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
条
約
（
共
通
三
条

S
r
p
s
k
a
の
指
導
者

ニ
四
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国際法上の国家責任における「事実上の機関」について（湯山）

(81) 

を
除
く
）
上
の
保
護
を
享
有
し
な
い
と
し
て
規
程
二
条
に
関
す
る
訴
因
に
つ
い
て
は
無
罪
と
し
た
。

判
決
に
対
し
て

M
c
D
o
n
a
l
d
裁
判
官
が
個
別
・
反
対
意
見
を
表
明
し
て
い
る
。
第
一
に
、

ル
の
下
に
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。
旧
ユ
ー
ゴ
軍
の
撤
退
と
同
日
に
行
わ
れ
た

V
R
S
の
創
設
は
、
安
保
理
決
議
七
五
二
を
履
行
す
る
た

め
、
軍
事
組
織
や
部
隊
の
名
称
を
変
更
し
た
だ
け
の
法
的
な
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
に
過
ぎ
ず
、
実
質
的
に
は
同
一
の
軍
隊
で
あ
り
、

V
R
S
は

新
ユ
ー
ゴ
に
代
わ
っ
て
旧
ユ
ー
ゴ
の
作
戦
を
継
続
し
て
い
る
。
第
二
の
主
張
は
、
実
効
的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
基
準
は
適
切
で
は
な
い
と
い

う
も
の
で
あ
る
。

れ
る
た
め
の
「
一
方
で
従
属
、
他
方
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」

を
遂
行
す
る
こ
と
を
具
体
的
に
委
任
さ
れ
て
い
た
場
合
で
、
こ
の
場
合
の
基
準
が
「
実
効
的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」

ニ
カ
ラ
グ
ア
事
件
と
は
異
な
る
事
案
で
あ
り
、
後
者
の
基
準
は
ニ
カ
ラ
グ
ア
事
件
の
事
案
に
と
ど
ま
り
、
本
件
は
前
者
の
従
属
と
コ
ン
ト

(82) 

ロ
ー
ル
の
基
準
に
よ
り

V
R
S
を
新
ユ
ー
ゴ
軍
の
一
部
と
認
定
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
。

こ
の
よ
う
な
第
一
審
裁
判
部
の
判
断
に
対
し
、
検
察
側
は
本
件
は
個
人
の
刑
事
責
任
の
問
題
で
あ
っ
て
国
家
責
任
法
で
は
な
く
ジ
ュ
ネ

(83) 

ー
ブ
条
約
及
び
人
道
法
の
一
般
原
則
に
依
拠
す
べ
き
こ
と
な
ど
を
主
張
し
た
。
上
訴
裁
判
部
は
そ
れ
と
は
異
な
る
理
由
か
ら
第
一
審
裁
判

部
の
認
定
を
覆
し
、

二
五

>
R
S
は
新
ユ
ー
ゴ
の
実
効
的
コ
ン
ト
ロ
ー

の
基
準
で
あ
り
、
も
う
―
つ
は

V
R
S
が
新
ユ
ー
ゴ
に
代
わ
っ
て
特
定
の
行
為

で
あ
る
と
い
う
。
本
件
は

>
R
S
の
新
ユ
ー
ゴ
ヘ
の
帰
属
を
認
め
国
際
的
武
力
紛
争
と
認
定
し
て
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
条
約
の
重
大
な
違
反
を
適
用
し

(84) 

た
。
関
連
す
る
部
分
の
判
示
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

上
訴
裁
判
部
は
、
内
戦
が
国
際
化
す
る
た
め
の
条
件
は

V
R
S
が
新
ユ
ー
ゴ
の
法
律
上
ま
た
は
事
実
上
の
機
関
で
あ
っ
た
か
否
か
で
あ

る
と
い
う
。
ま
ず
裁
判
部
は
国
際
人
道
法
の
観
点
か
ら
検
討
す
る
。
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
第
三
条
約
（
捕
虜
条
約
）
四
条
は
合
法
な
戦
闘
員
と
み

B

上
訴
裁
判
部
判
決
(
-
九
九
九
年
）

ニ
カ
ラ
グ
ア
事
件
は
二
つ
の
帰
属
の
基
準
を
示
し
た
。
す
な
わ
ち
、

―
つ
は

V
R
S
が
新
ユ
ー
ゴ
の
構
成
員
と
み
な
さ

23 -3・4 -197 (香法 2004)



ン
ト
ロ
ー
ル
を
行
使
し
た
こ
と
で
あ
り
、

し
か
し
、

裁
判
部
は
、

機
関
と
さ
れ
る
条
件
は
同
じ
で
あ
り
、

な
さ
れ
る
た
め
の
条
件
を
定
め
て
お
り
、
紛
争
当
事
国
に
属
す
る
な
ら
ば
準
軍
事
的
集
団
も
こ
れ
に
該
当
す
る
。
こ
の
「
属
す
る
」
は
明

確
で
も
具
体
的
で
も
な
い
。
刑
事
責
任
に
必
要
な
の
は
当
事
国
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
範
囲
で
あ
る
。
ど
の
程
度
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
必
要

か
を
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
人
道
法
は
独
自
の
基
準
を
定
め
て
い
な
い
の
で
、

一
般
国
際
法
す
な
わ
ち
事
実
上
の
公
務
員
と
し

て
行
為
す
る
者
に
つ
い
て
の
基
準
を
定
め
る
国
家
責
任
法
の
原
則
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
。

裁
判
部
は
次
の
二
つ
の
前
提
問
題
を
検
討
す
る
。

―
つ
は
、
国
家
責
任
と
個
人
の
刑
事
責
任
で
は
基
準
が
異
な
る
の
で
、

ニ
カ
ラ
グ
ア

事
件
の
実
効
的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
基
準
は
適
用
さ
れ
な
い
と
い
う
検
察
側
の
主
張
で
あ
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
裁
判
部
は
、
個
人
が
国
家
の

一
方
で
は
個
人
の
行
為
の
帰
属
に
よ
り
国
家
の
責
任
が
生
じ
、
他
方
で
個
人
が
国
家
の
事
実
上
の

公
務
員
と
し
て
行
為
し
た
こ
と
で
紛
争
が
国
際
的
性
格
を
持
ち
、
重
大
な
違
反
の
適
用
の
前
提
が
み
た
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
。
も

ぅ
―
つ
は
ニ
カ
ラ
グ
ア
事
件
の
解
釈
で
あ
り
、
裁
判
部
は
、
帰
属
の
二
つ
の
基
準
を
示
し
た
と
す
る
M
c
D
o
n
a
l
d
裁
判
官
及
び
検
察
側
の

解
釈
を
否
定
し
、
同
事
件
判
決
は
実
効
的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
い
う
単
一
の
基
準
を
示
し
た
と
し
た
。

ニ
カ
ラ
グ
ア
事
件
の
基
準
は
二
つ
の
理
由
で
説
得
力
が
な
い
と
い
う
。
第
一
の
理
由
は
、
国
家
責
任
法
の
論
理

に
合
致
し
な
い
こ
と
で
あ
る
。
事
実
上
の
機
関
と
し
て
行
為
す
る
私
人
の
行
為
の
帰
属
を
認
め
る
規
則
の
趣
旨
は
、
国
家
が
私
人
を
用
い

た
こ
と
を
理
由
に
責
任
を
免
れ
る
こ
と
を
防
ぐ
こ
と
に
あ
る
。
基
準
は
高
い
も
の
で
あ
る
必
要
は
な
い
。
そ
の
要
件
は
国
家
が
私
人
に
コ

区
別
す
る
。
第
一
は
、
私
人
ま
た
は
組
織
さ
れ
て
な
い
個
人
の
集
団
の
場
合
で
あ
り
、
帰
属
を
証
明
す
る
た
め
に
は
一
般
的
支
配
で
は
不

hierarchically 
structured 
g
r
o
u
p
)
 

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
程
度
は
事
件
の
事
実
状
況
に
よ
り
様
々
で
あ
る
。
裁
判
部
は
二
つ
の
状
況
を

で
あ
る
。
そ
れ
は
組
織
構
造
、
命
令
系
統
、

十
分
で
あ
っ
て
、
国
家
に
よ
る
違
法
行
為
の
具
体
的
指
示
（
ま
た
は
事
後
の
承
認
）
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
。

第
二
の
状
況
は
、
戦
争
ま
た
は
内
戦
に
お
け
る
軍
事
的
単
位
の
よ
う
な
、
組
織
さ
れ
か
つ
階
層
構
造
化
さ
れ
た
集
団

(
o
r
g
a
n
i
s
e
d

a
n
d
 

一
組
の
規
則
、
権
威
の
象
徴
を
持
つ
。
集
団
の
構
成
員

二
六
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国際法上の国家責任における「事実上の機関」について（湯山）

結
論
と
し
て
、

役
割
を
占
め
て
い
れ
ば
よ
い
と
い
う
。

は
自
身
の
た
め
で
は
な
く
集
団
の
基
準
に
従
い
、
集
団
の
リ
ー
ダ
ー
の
権
威
に
従
う
。
当
該
集
団
の
行
為
が
国
家
に
帰
属
す
る
た
め
に
は
、

(overall 
control) 

二
七

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
国
家
が

の
下
に
あ
れ
ば
十
分
で
あ
る
。
国
家
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
あ
れ
ば
指
示
と
は

無
関
係
に
、
ま
た
は
反
す
る
場
合
で
も
責
任
を
負
う
。
権
限
蹄
越
行
為
に
限
ら
ず
国
家
責
任
法
全
体
が
説
明
責
任
の
観
念
に
基
づ
い
て
お

り
、
法
的
形
式
性
を
度
外
視
し
て
、
個
人
ま
た
は
集
団
に
一
定
の
機
能
を
委
託
し
た
国
家
が
そ
の
行
為
に
責
任
を
負
う
よ
う
確
保
す
る
も

の
で
あ
る
。
同
じ
論
理
は
組
織
さ
れ
た
集
団
に
つ
い
て
も
あ
て
は
ま
る
。
組
織
さ
れ
た
集
団
は
一
連
の
行
為
を
行
う
。
全
般
的
な
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
の
下
で
あ
れ
ば
、
具
体
的
に
強
制
、
要
請
ま
た
は
命
令
さ
れ
た
か
否
か
に
関
係
な
く
責
任
を
負
う
べ
き
で
あ
る
と
い
う
。

第
二
の
理
由
と
し
て
、
裁
判
部
は
判
例
・
実
行
と
合
致
し
な
い
こ
と
を
挙
げ
る
。
判
例
及
び
実
行
は
、
個
人
ま
た
は
組
織
さ
れ
て
な
い

集
団
に
は
ニ
カ
ラ
グ
ア
事
件
の
実
効
的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
基
準
（
す
な
わ
ち
個
人
の
活
動
に
関
し
て
具
体
的
な
指
示
を
出
す
こ
と
に
ま
で

及
ぶ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
基
準
）
を
適
用
す
る
が
、
軍
事
的
ま
た
は
準
軍
事
的
集
団
に
は
具
体
的
指
示
の
有
無
を
問
題
に
し
て
い
な
い
と
い

(85) 
う
。
帰
属
を
認
め
る
た
め
に
は
、
全
般
的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
な
わ
ち
軍
事
的
活
動
の
一
般
的
計
画
に
お
け
る
調
整
ま
た
は
援
助
が
証
明
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
他
方
、
個
人
ま
た
は
組
織
さ
れ
て
い
な
い
集
団
に
対
し
て
は
判
例
は
具
体
的
な
指
示
も
し
く
は
指
令
、
ま
た
は

(86)

（

87) 

事
後
の
承
認
ま
た
は
支
持
を
要
求
し
て
い
る
。
ま
た
、
裁
判
部
は
事
実
上
の
機
関
の
第
三
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
（
基
準
）
も
示
唆
し
て
い
る
。

裁
判
部
に
よ
れ
ば
、
国
家
の
全
般
的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
認
定
に
は
違
法
行
為
の
具
体
的
指
示
は
必
要
で
は
な
く
、
財
政
支
援
、
訓
練
及

び
装
備
の
供
与
ま
た
は
作
戦
上
の
支
援
に
加
え
て
、
国
家
が
集
団
の
軍
事
的
行
動
に
お
け
る
組
織
、
調
整
ま
た
は
計
画
に
お
い
て
一
定
の

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
国
家
が
そ
の
領
域
で
戦
闘
が
行
わ
れ
て
い
る
国
で
な
い
場
合
や
、
領
域
で
行

わ
れ
て
い
る
国
で
あ
っ
て
も
内
戦
が
あ
っ
た
り
弱
体
な
政
府
で
あ
る
場
合
に
は
立
証
の
基
準
は
高
く
な
り
、

領
土
的
野
心
を
持
つ
隣
国
の
場
合
に
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
立
証
は
容
易
に
な
る
と
い
う
。

二
番
の
認
定
し
た
事
実
に
依
拠
し
て
、

集
団
が
国
家
の
全
般
的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

>
R
S
は
軍
事
組
織
で
あ
り
、
新
ユ
ー
ゴ
は
、
単
な
る
資
金
や
装
備
の
支
援
を

23-3・4-199 (香法 2004)



集
団
に
は
実
効
的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
な
わ
ち
具
体
的
指
示
と
い
う
基
準
が
妥
当
す
る
が
、
組
織
さ
れ
た

的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」

で
よ
い
と
い
う
基
準
が
適
用
さ
れ
る
と
判
示
し
た
。

ま
ず
、
問
題
と
な
る
の
は
、
武
力
紛
争
法
と
国
家
責
任
法
の
関
係
、
よ
り
具
体
的
に
は
紛
争
の
国
際
的
性
格
の
決
定
と
帰
属
の
原
則
と

(90) 

の
関
係
で
あ
ろ
う
。
第
一
審
裁
判
部
の
判
断
も
分
か
れ
、
個
人
の
国
際
刑
事
責
任
の
文
脈
に
お
い
て
国
家
の
責
任
に
関
す
る
規
則
を
参
照

す
る
こ
と
へ
の
疑
問
も
根
強
く
提
起
さ
れ
て
き
た
。
第
二
番
裁
判
部
は
紛
争
の
国
際
的
性
格
の
決
定
の
た
め
直
接
国
家
責
任
法
の
原
則
を

援
用
し
た
が
、
上
訴
裁
判
部
は
第
一
次
的
に
は
一
次
規
則
た
る
国
際
人
道
法
の
原
則
を
適
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
の
内
容
が
明

確
で
は
な
い
の
で
一
般
原
則
た
る
国
家
責
任
法
を
参
照
す
る
と
し
た
。

上
訴
裁
判
部
の
示
し
た
解
釈
基
準
と
し
て
の
国
家
責
任
の
参
照
は
、
先
の

L
o
i
z
i
d
o
u
事
件
判
決
に
お
け
る
欧
州
人
権
条
約
一
条
の
解

釈
に
あ
た
っ
て
帰
属
の
規
則
が
参
照
さ
れ
た
の
と
共
通
し
て
い
る
。
し
か
し
、
国
際
人
道
法
の
場
合
は
、
ハ
ー
グ
陸
戦
条
約
三
条
及
び
ジ
ュ

ネ
ー
ブ
諸
条
約
第
一
議
定
書
五
一
条
が
交
戦
国
は
軍
隊
構
成
員
の
一
切
の
行
為
に
責
任
を
負
う
と
し
て
独
自
の
帰
属
の
原
則
を
定
め
て
お

こ
の
よ
う
に
上
訴
裁
判
部
判
決
は
、

（
武
装
）
集
団
の
場
合
は
「
全
般

(88) 

越
え
て
軍
事
的
作
戦
の
計
画
へ
の
参
加
及
び
監
督
に
従
事
し

V
R
S
に
全
般
的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
行
使
し
て
い
た
と
認
定
し
た
。

な
お
、

S
h
a
h
a
b
u
d
d
e
e
n
裁
判
官
は
個
別
意
見
を
付
し
た
。
同
裁
判
官
は
、
多
数
意
見
に
は
賛
成
す
る
が
ニ
カ
ラ
グ
ア
事
件
判
決
の
判

示
を
否
定
す
る
必
要
は
な
い
と
い
う
。
同
事
件
は
外
国
軍
隊
の
行
為
に
責
任
を
負
う
か
否
か
の
事
例
で
は
な
く
、
具
体
的
指
示
な
し
に
外

国
軍
隊
を
通
し
て
武
力
を
行
使
し
た
か
否
か
の
問
題
で
あ
る
。
実
効
的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
基
準
は
人
道
法
違
反
行
為
に
関
し
て
の
み
の
基

準
で
あ
っ
て
、
判
決
は

C
o
n
t
r
a
の
武
器
援
助
及
び
訓
練
に
よ
り
米
国
が
武
力
不
行
使
義
務
に
違
反
し
た
こ
と
を
認
定
し
て
お
り
、
こ
の

認
定
は
米
国
と
ニ
カ
ラ
グ
ア
と
の
間
に
は
国
際
的
武
力
紛
争
が
あ
っ
た
こ
と
を
含
意
し
て
い
る
。
本
件
で
も
新
ユ
ー
ゴ
は

V
R
S
を
創
設

(89) 

し
資
金
援
助
し
訓
練
し
武
器
・
装
備
・
兵
納
を
供
与
し
た
の
だ
か
ら
国
際
的
武
力
紛
争
の
条
件
は
み
た
さ
れ
る
と
い
う
。

ニ
カ
ラ
グ
ア
事
件
の
実
効
的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
修
正
を
加
え
、
個
人
ま
た
は
組
織
さ
れ
て
い
な
い

ニ
八
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国際法上の国家責任における「事実上の機関」について（湯山）

り
、
ま
た
上
訴
裁
判
部
判
決
も
言
及
す
る
よ
う
に
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
第
三
条
約
四
条
も
合
法
な
戦
闘
員
の
要
件
を
規
定
す
る
ほ
か
、
第
一
追
加

議
定
書
四
三
条
も
軍
隊
の
定
義
を
お
い
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
一
次
規
則
の
解
釈
だ
け
で
交
戦
国
へ
の
帰
属
を
判
断
が
可
能
か
ど
う
か
を
検

(90a) 

討
す
べ
き
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
違
法
な
戦
闘
員
や
軍
隊
以
外
の
機
関
及
び
公
務
員
は
国
家
責
任
法
の
原
則
に
照
ら
し
て

い
ず
れ
に
せ
よ
、
国
家
責
任
法
（
二
次
規
則
）
に
よ
る
の
で
あ
れ
武
力
紛
争
法
（
一
次
規
則
）
に
よ
る
の
で
あ
れ
、
帰
属
の
規
則
に
よ

り
あ
る
者
が
外
国
国
家
の
機
関
と
判
断
さ
れ
る
こ
と
で
、
武
力
紛
争
が
国
際
的
性
格
を
持
つ
こ
と
に
な
り
、
機
関
と
さ
れ
た
者
が
国
際
的

武
力
紛
争
に
お
い
て
妥
当
す
る
犯
罪
に
つ
い
て
刑
事
責
任
を
持
つ
。

(91) 

係
が
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
。

次
に
、

Tactic
事
件
の
示
し
た
「
全
般
的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」

判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二
九

の
解
釈
は
誤
り
で

つ
ま
り
、
国
家
責
任
の
判
断
が
個
人
責
任
の
前
提
と
な
る
と
い
う
関

の
基
準
の
妥
当
性
で
あ
る
。
学
説
に
お
い
て
は
上
訴
裁
判
部
が
組
織
さ
れ

た
集
団
へ
の
「
全
般
的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
の
根
拠
と
し
て
挙
げ
た
実
行
（
特
に
Y
e
a
g
e
r
事
件
及
び
L
o
i
z
i
d
o
u
事
件
）

(92) 

あ
る
と
い
う
批
判
は
多
い
。
上
訴
裁
判
部
の
判
示
を
詳
細
に
批
判
し
た

Sassoli
及
び

O
l
s
o
n
は
、
裁
判
部
の
掲
げ
る
実
行
の
多
く
は
国

家
の
領
域
内
で
行
為
す
る
武
装
集
団
の
行
為
に
関
す
る
も
の
で
当
該
国
家
の
領
域
へ
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
決
定
的
な
要
素
と
な
っ
た
事
例

で
あ
り
、

L
o
i
z
i
d
o
u
事
件
も
外
国
の
軍
事
占
領
下
に
お
か
れ
た
領
域
に
お
け
る
事
件
で
あ
っ
て
、
国
外
に
お
け
る
武
装
集
団
の
行
為
の
事

(93) 

例
で
あ
る
本
事
件
と
は
異
な
る
と
い
う
。

T
a
d
i
c
事
件
に
先
行
す
る
諸
判
決
の
中
で
、
武
装
集
団
の
場
合
は
具
体
的
な
指
示
で
は
な
く
全

般
的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
よ
い
と
明
示
的
に
判
示
し
た
も
の
は
存
在
し
な
い
。

さ
ら
に
、
そ
も
そ
も
組
織
さ
れ
た
集
団
の
場
合
に
は
国
家
の
具
体
的
な
指
示
が
な
く
と
も
一
般
的
な
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
え
あ
れ
ば
帰
属

を
認
め
る
と
い
う
裁
判
部
の
論
理
も
問
題
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
国
家
の
具
体
的
な
指
示
を
帰
属
の
本
質
と
す
る
立
場
か
ら
の
批
判

(94) 

が
あ
る
ほ
か
、
ぞ
ess
は
上
訴
裁
判
部
は
権
限
躁
越
行
為
も
含
め
一
般
的
に
は
具
体
的
指
示
が
必
要
と
し
な
が
ら
指
示
の
な
い
集
団
の
構

23-3・4-201 (香法 2004)
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成
員
の
行
為
（
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
そ
の
集
団
ま
た
は
自
己
の
た
め
に
行
為
し
た
と
い
え
る
の
で
あ
ろ
う
が
）
に
帰
属
を
認
め
る
の
は
一
貰

(95) 

し
て
い
な
い
と
批
判
す
る
。
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
帰
属
の
基
準
と
考
え
る
と
し
て
も
、
組
織
的
集
団
の
場
合
は
単
な
る
私
人
よ
り
も
国
家
か

ら
の
自
律
性
が
高
い
の
で
あ
る
か
ら
国
家
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
程
度
は
よ
り
強
い
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

(96) 

ま
た
ぞ
ess
は
組
織
的
集
団
と
個
人
を
区
別
す
る
こ
と
の
困
難
を
指
摘
す
る
。
上
訴
裁
判
部
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
国
家
は
一
定
の
機
能

を
個
人
に
委
託
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
こ
か
ら
生
じ
る
責
任
を
免
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
が
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
う
で
は

な
い
行
為
ま
で
も
帰
属
さ
せ
る
必
要
性
は
な
い
。

Sassoli
及
び

O
l
s
o
n
は
T
a
d
i
c
判
決
の
国
際
人
道
法
上
の
問
題
点
を
挙
げ
て
い
る
。
ま
ず
、
個
人
の
刑
事
責
任
を
裁
く
旧
ユ
ー
ゴ
国
際

刑
事
裁
判
所
が
一
般
国
際
法
上
の
問
題
に
つ
い
て
国
際
司
法
裁
判
所
の
判
例
か
ら
逸
脱
す
る
こ
と
は
問
題
で
あ
る
と
い
う
。
次
に
、
ボ
ス

ニ
ア
紛
争
を
国
際
的
紛
争
と
す
る
こ
と
で
、
ボ
ス
ニ
ア
政
府
が
ボ
ス
ニ
ア
国
民
で
あ
る
セ
ル
ビ
ア
人
や
ク
ロ
ア
チ
ア
人
を
「
保
護
さ
れ
た

者
」
や
「
捕
虜
」
と
し
て
取
り
扱
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
の
は
不
合
理
な
結
果
を
招
き
、
ま
た
旧
ユ
ー
ゴ
紛
争
を
混
合
的
性
格
の

(98) 

武
力
紛
争
と
し
た
Tactic
事
件
管
轄
権
判
決
に
反
す
る
ば
か
り
か
、
国
籍
を
基
準
と
す
る
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
第
四
条
約
四
条
の
文
言
に
も
反
す

(99)

（

100) 

る
。
さ
ら
に
、
「
全
般
的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
の
基
準
は
あ
る
べ
き
法
な
の
で
「
法
な
く
し
て
罪
な
し
」
の
原
則
に
抵
触
す
る
と
い
う
。

本
件
に
お
け
る
新
ユ
ー
ゴ
の
「
全
般
的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
の
存
在
の
認
定
は
情
況
証
拠
に
基
づ
く
も
の
で
、
結
論
を
導
く
に
は
十
分
な

(IOI) 

も
の
で
は
な
か
っ
た
と
の
指
摘
も
あ
る
。
国
家
間
の
紛
争
で
違
法
行
為
が
加
害
国
の
領
域
内
ま
た
は
軍
事
占
領
下
で
あ
る
な
ら
ば
間
接
的

な
証
明
方
法
も
認
め
ら
れ
る
が
、
刑
事
裁
判
の
場
合
、
合
理
的
な
疑
い
を
越
え
て
証
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
検
察
側
で
あ
る
。
こ

(102) 

れ
ま
で
外
国
軍
が
内
戦
に
介
入
し
て
も
内
戦
当
事
者
間
の
紛
争
は
国
際
化
し
な
い
と
さ
れ
て
き
た
。
上
訴
裁
判
部
は
被
害
者
保
護
を
優
先

さ
せ
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、

Sassoli
及
び

O
l
s
o
n
は
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
諸
条
約
共
通
三
条
で
も
犠
牲
者
に
保
護
を
与
え
被
疑
者
を
処
罰
す
る

(103) 

こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
と
主
張
す
る
。
た
だ
、

ユ
ー
ゴ
紛
争
の
特
殊
性
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
旧
ユ
ー

三
〇

23-3•4-202 (香法 2004)



国際法上の国家責任における「事実上の機関」について（湯山）

ゴ
が
崩
壊
す
る
中
で
成
立
し
た
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ビ
ナ
の
独
立
に
反
対
し
て
軍
事
作
戦
を
遂
行
し
て
い
た
旧
ユ
ー
ゴ
軍
部
隊
が
そ

の
ま
ま
ボ
ス
ニ
ア
に
残
留
し
て

V
R
S
に
名
称
を
変
更
し
た
と
い
う
事
情
で
あ
る
。
ゆ
え
に
本
件
を
純
粋
な
内
戦
へ
の
外
国
軍
の
介
入
の

（
叫
）

事
例
に
分
類
す
る
の
も
難
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

最
後
に
こ
の
判
決
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
、
ぞ
ess
及
び

D
o
p
a
g
n
e
は
後
の
実
行
で
踏
襲
さ
れ
る
こ
と
な
く
孤
立
し
た
事
例
で
あ
る
と

(105) 

評
価
し
て
い
る
。

国
家
責
任
条
文
草
案

（
最
終
草
案
）

「
事
実
上
の
機
関
」

I
L
C
は
一
九
九
六
年
の
暫
定
草
案
の
採
択
後
、
第
二
読
の
作
業
を
行
う
こ
と
を
決
定
し
、

Crawford
を
指
名
し
た
。

Crawford
は
一
九
九
八
年
の
第
一
報
告
書
に
お
い
て
第
一
読
草
案
八
条
に
対
す
る
政
府
コ
メ
ン
ト
や
採
択
後

(106) 

の
実
行
を
検
討
し
て
、
「
事
実
上
の
機
関
」
に
関
す
る
条
文
の
修
正
を
提
案
し
た
。
そ
の
見
解
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

Crawford
に
よ
れ
ば
、
国
家
に
よ
り
事
実
上
命
令
（
指
揮
）
ま
た
は
授
権
さ
れ
た
行
為
が
国
家
に
帰
属
す
る
こ
と
は
争
い
得
な
い
。

実
行
者
が
私
人
で
あ
る
こ
と
も
、
行
為
の
内
容
が
「
統
治
」
活
動
で
あ
る
か
否
か
も
関
係
な
い
。
こ
の
私
人
に
は
国
家
か
ら
分
離
し
た
人

格
を
持
つ
か
否
か
に
関
係
な
く
実
体
が
含
ま
れ
る
。
彼
は
八
条
コ
メ
ン
タ
リ
ー
を
引
用
し
て
、
人
ま
た
は
人
の
集
団
が
特
定
の
任
務
の
実

行
を
国
家
機
関
か
ら
「
現
実
に
命
じ
ら
れ
た
」
ま
た
は
一
定
の
任
務
を
国
家
機
関
の
「
教
唆
に
よ
り
実
行
し
た
」
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
場

合
に
帰
属
す
る
こ
と
を
肯
定
す
る
。
こ
の
表
現
は
、
第
一
読
草
案
八
条
が
「
現
実
の
指
揮
（
命
令
）
ま
た
は
指
示

(actual

direction 
o
r
 

特
別
報
告
者
は
こ
の
よ
う
な
場
合
だ
け
に
帰
属
が
認
め
ら
れ
る
か
ど
う
か
を
疑
問
視
す
る
。
第
一
読
草
案
一

.

）

 

m
s
t
r
u
c
t
1
o
n
 

の
場
合
」
に
と
ど
ま
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

に
お
け
る

一
条
の
コ
メ
ン
タ
リ
ー
を

一
九
九
七
年
に
特
別
報
告
者
と
し
て
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に
帰
属
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
な
お
、

コ
メ
ン
タ
リ
ー
で
は
、

八
条
田
は
使
用
関
係

(
a
g
n
e
c
y
)

の
場
合
と
指
揮
及
び
コ
ン
ト
ロ

引
用
し
て
、
「
促
進
」
及
び
「
協
働
」
は
「
任
命

(
a
p
p
o
i
n
t
m
e
n
t
)
」
ま
た
は

集
団
に
対
す
る
国
家
の
事
実
上
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
独
立
の
帰
属
の
根
拠
と
し
て
扱
わ
れ
る
べ
き
か
否
か
と
い
う
問
題
が
生
じ
る
」
と
い

う
。
こ
の
点
で
八
条
田
は
再
検
討
を
要
す
る
と
す
る
。

C
r
a
w
f
o
r
d
は
、
ニ
カ
ラ
グ
ア
事
件
、

T
a
d
i
c
事
件
（
一
審
裁
判
部
判
決
。
報
告
書
の
時
点
で
は
上
訴
裁
判
部
判
決
は
出
て
い
な
か
っ
た
）
、

Y
e
a
g
e
r
事
件
、

L
o
i
z
i
d
o
u
事
件
な
ど
を
参
照
す
る
が
、
そ
れ
ら
の
判
決
で
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
概
念
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、

L
C
の
検
討
す
べ
き
「
問
題
は
、
八
条

□

が
現
実
の
授
権
ま
た
は
指
示
の
事
例
を
越
え
て
、
特
定
の
活
動
ま
た
は
作
戦
が
事
実
上
国
家
の

指
揮
及
び
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
下
に
あ
る
場
合
も
含
む
べ
き
か
ど
う
か
で
あ
る
」
。

A
g
o
裁
判
官
は
明
示
的
指
示
の
あ
る
場
合
に
と
ど
ま
る

ニ
カ
ラ
グ
ア
事
件
は
権
限
下
の
不
正
規
軍
に
対
す
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
問
題
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、

言
明
で
あ
る
と
い
う
。
そ
こ
で

C
r
a
w
f
o
r
d
は
、
国
家
の
指
揮
及
び
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
下
で
実
行
さ
れ
た
特
定
の
行
為
も
帰
属
す
る
よ
う

に
定
式
化
す
る
の
が
望
ま
し
い
と
し
た
。
そ
し
て
条
文
及
び
コ
メ
ン
タ
リ
ー
で
は
、
「
国
家
が
特
定
の
活
動
を
指
揮
及
び
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

し
、
か
つ
申
し
立
て
ら
れ
た
行
為
が
当
該
活
動
の
当
然
の
、
不
可
分
の
ま
た
は
意
図
さ
れ
た
一
部
で
あ
る
場
合
に
の
み
」
国
家
に
帰
属
す

C
r
a
w
f
o
r
d
が
提
案
し
た
新
し
い
八
条
い
は
、

タ
イ
ト
ル
を
「
事
実
上
国
家
の
指
示
ま
た
は
指
揮
及
び
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
下
で
実
行
さ

れ
た
行
為
の
国
家
へ
の
帰
属
」
に
変
更
し
た
上
で
、
「
人
ま
た
は
人
の
集
団
が
、
行
為
を
実
行
す
る
際
、
事
実
上
、
国
家
の
指
示
に
よ
り

）
、
ま
た
は
国
家
の
指
揮
及
び
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
下
で

(
o
n
 
mstruct10ns 
of 

ー
ル
の
場
合
の
両
方
を
含
む
が
、
「
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
意
図
さ
れ
た
行
為
を
生
じ
る
よ
う
に
現
実
に
行
使
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と

(107) 

さ
れ
て
い
る
。

る
こ
と
が
明
確
に
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
提
案
し
た
。

と
し
た
。

(
u
n
d
e
r
 the 
direction 
a
n
d
 control 
of) 
tt::fl:lf 1"'t-0追
吻
ム
ロ
」

一
般
原
則
と
し
て
の ー

「
教
唆
」
よ
り
広
い
の
で
は
な
い
か
と
述
べ
、
「
人
ま
た
は

23-3・4-204 (香法 2004)
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為
と
し
て
認
め

(
a
c
k
n
o
w
l
e
d
g
e
s
)

ま
た
は
採
用
す
る

さ
ら
に
、
特
別
報
告
者
は
国
家
が
私
人
の
行
為
を
事
後
に
採
用
し
た
場
合
に
も
帰
属
す
る
と
い
う
新
た
な
提
案
を
行
っ
た
。
こ
れ
は
大

使
館
人
質
事
件
判
決
を
根
拠
と
し
て
い
る
が
、

ほ
か
に
灯
台
事
件
仲
裁
判
決
(
-
九
五
六
年
）
を
挙
げ
て
い
る
。
オ
ス
マ
ン
ト
ル
コ
帝
国

の
自
治
領
で
あ
っ
た
ク
レ
タ
島
当
局
の
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
違
反
の
状
況
を
島
の
領
域
主
権
が
ギ
リ
シ
ア
に
移
転
し
た
後
も
ギ
リ
シ
ア
が
支

(108) 

持
し
当
該
状
況
を
自
ら
継
続
し
た
た
め
責
任
を
負
う
と
さ
れ
た
事
例
で
あ
る
。

C
r
a
w
f
o
r
d
は
私
人
の
行
為
の
承
認
が
将
来
的
効
果
を
持

つ
の
か
そ
れ
と
も
遡
及
的
効
果
を
持
つ
の
か
と
い
う
点
を
論
じ
て
い
る
。
大
使
館
人
質
事
件
で
は
明
確
で
は
な
い
が
、
ど
ち
ら
の
立
場
を

（
公
的
宣
百
の
）
前
の
段
階
か
ら
責
任
あ
り
と
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
前
段
階
の
責
任
が
な
い
状
況
も
想
定

さ
れ
う
る
。
採
用
が
明
確
で
あ
い
ま
い
さ
の
な
い
も
の
で
あ
れ
ば
遡
及
効
を
認
め
る
理
由
が
あ
り
、
現
に
灯
台
事
件
は
そ
の
よ
う
に
裁
定

し
た
と
い
う
。
定
式
化
の
問
題
と
し
て
は
大
使
館
人
質
事
件
で
用
い
ら
れ
た
「
承
認

(approval)
」
「
支
持

(
e
n
d
o
r
s
e
m
e
n
t
)
」
で
は
広

す
ぎ
、
「
採
用

(adoption)
」
が
「
行
為
が
国
家
に
よ
っ
て
実
質
的
に
自
ら
の
行
為
と
し
て
認
め
ら
れ
た
と
の
観
念
を
有
し
て
い
る
」

(109) 

で
適
切
で
あ
る
と
し
た
。

の

そ
こ
で

C
r
a
w
f
o
r
d
が
提
案
し
た
一
五
条
bis
は
、
他
の
条
文
に
よ
っ
て
は
帰
属
し
な
い
行
為
が
「
国
家
が
事
後
当
該
行
為
を
自
ら
の
行

採
用
し
て
も
イ
ラ
ン
は

(adopts)

場
合
、
そ
の
範
囲
で
当
該
国
家
の
行
為
と
み
な
さ
れ
る
」
と
い
う
も

の
で
あ
っ
た
。
な
お
彼
は
、
国
家
の
採
用
ま
た
は
認
知
の
行
為
は
、
明
確
に
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
単
な
る
支
援
ま
た
は
支

(110) 

持
と
は
区
別
さ
れ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

I
L
C
は
基
本
的
に
は

C
r
a
w
f
o
r
d
の
提
案
を
受
け
入
れ
た
。
二

0

0
一
年
に
採
択
さ
れ
た
最
終
草
案
八
条
は
、
「
人
ま
た
は
人
の
集
団

の
行
為
は
、
当
該
人
ま
た
は
人
の
集
団
が
当
該
行
為
を
実
行
す
る
際
、
事
実
上
国
家
の
指
示
に
よ
り
、
ま
た
は
国
家
の
指
揮
も
し
く
は
コ

(111) 

ン
ト
ロ
ー
ル
の
下
で
行
為
し
た
と
き
は
当
該
国
家
の
行
為
と
み
な
さ
れ
る
も
の
と
す
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

原
案
か
ら
の
大
き
な
変
更
は
、
第
一
に
第
一
読
草
案
八
条

5
を
独
立
の
条
文
（
最
終
草
案
九
条
）
と
し
た
こ
と
、
第
二
に
原
案
の
「
指

三
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揮
及
び
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
下
で
」
を
「
指
揮
も
し
く
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
下
で
」
と
い
う
文
言
に
変
更
し
た
こ
と
、
最
後
に
八
条
の
タ
イ

(112) 

ト
ル
を
「
国
家
に
よ
っ
て
指
揮
ま
た
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
た
行
為
」
に
変
更
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

同
条
コ
メ
ン
タ
リ
ー
に
よ
れ
ば
、

八
条
の
カ
バ
ー
す
る
状
況
に
は
二
つ
の
状
況
が
あ
る
と
い
う
。

（
た
だ
し
い

の
指
ホ
に
よ
り
行
為
す
る
私
人
の
場
合
で
あ
る
。
事
実
上
授
権
さ
れ
た
行
為
で
あ
っ
て
、
国
家
の
公
的
機
構
外
で
補
助
者
と
し
て
私
人
を

雇
用
し
た
り
教
唆
し
た
り
す
る
場
合
、
す
な
わ
ち
第
一
読
草
案
八
条
の
コ
メ
ン
タ
リ
ー
で
挙
げ
ら
れ
て
い
た
よ
う
な
、
隣
国
へ
の
志
願
兵

の
派
遣
や
外
国
で
特
定
の
任
務
を
遂
行
さ
せ
る
場
合
で
あ
る
。

コ
メ
ン
タ
リ
ー
の
挙
げ
る
も
う
―
つ
の
状
況
は
、
私
人
が
指
揮
ま
た
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
下
で
行
為
す
る
よ
り
一
般
的
な
状
況
で
あ

る。

I
L
C
に
よ
る
と
、
こ
の
よ
う
な
行
為
が
帰
属
す
る
の
は
、
「
国
家
が
特
定
の
活
動
を
指
揮
ま
た
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
、
訴
え
ら
れ

た
行
為
が
当
該
活
動
の
不
可
分
の
一
部
で
あ
る
場
合
」
に
限
ら
れ
る
。
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
程
度
に
つ
い
て
は
ニ
カ
ラ
グ
ア
事
件
で
問
題
と

な
っ
た
。

T
a
d
i
c
事
件
上
訴
裁
判
部
判
決
は
ニ
カ
ラ
グ
ア
事
件
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
否
定
し
「
全
般
的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
の
概
念
を
採
用
し

た
。
し
か
し
、

I
L
C
に
よ
れ
ば
、
両
事
件
は
法
的
問
題
及
び
事
実
状
況
が
異
な
る
と
い
う
。
旧
ユ
ー
ゴ
裁
判
所
の
任
務
は
国
家
責
任
で

は
な
く
て
個
人
の
刑
事
責
任
の
問
題
で
あ
り
、
争
点
も
国
家
の
責
任
で
は
な
く
人
道
法
の
適
用
法
規
の
問
題
で
あ
っ
た
と
述
べ
、

(
T
a
d
i
c

事
件
判
決
自
体
は
明
示
的
に
責
任
の
問
題
と
し
て
扱
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
）
同
事
件
を
国
家
責
任
の
事
例
と
は
み
な
さ
な
い
傾
向
が
明

確
で
あ
る
と
い
う
。
ま
た
、
特
定
の
行
為
が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
下
に
あ
っ
た
か
否
か
、

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
た
行
為
の
帰
属
の
程
度
の
問

題
は
各
事
件
に
お
け
る
評
価
の
問
題
で
あ
る
と
し
た
。
こ
の
よ
う
に

I
L
C
は
事
実
上
の
機
関
で
あ
る
か
否
か
の
判
断
は
個
別
事
例
毎
に

事
実
、
特
に
指
示
、
指
揮
ま
た
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
違
反
を
申
し
立
て
ら
れ
た
具
体
的
行
為
と
の
関
係
の
事
実
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る
必

(113) 

要
が
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
「
指
示
」
「
指
揮
」
「
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
は
選
択
的
で
い
ず
れ
か
が
証
明
さ
れ
れ
ば
よ
い

(114) 

ず
れ
か
が
行
為
に
関
係
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
）
と
い
う
。

―
つ
は
違
法
行
為
実
行
の
際
に
国
家

三
四
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国際法上の国家責任における「事実上の機関」について（湯山）

I
L
C
は
認
知
及
び
採
用
を
重
畳
的
要
件
と
し
、
そ
し
て
こ
の
二
つ
の
条
件
の
順
序
は
事
態
の
通
常
の
順
序
を
意
味
す
る
と
い
う
。

I

L
C
は
こ
の
認
知
及
び
採
用
が
大
使
館
人
質
事
件
の
よ
う
に
明
示
的
に
、
ま
た
は
国
家
の
行
為
か
ら
推
論
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し

て
い
る
。
「
認
知
及
び
採
用
の
行
為
は
、
そ
れ
が
言
葉
を
と
る
の
で
あ
れ
行
為
を
と
る
の
で
あ
れ
、
明
確
で
あ
い
ま
い
さ
の
な
い
も
の
で

の
引
き
受
け
と
も
異
な
る
。

も
の
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
。

さ
ら
に

I
L
C
は

Crawford
案
一
五
条
b
i
s

を
受
け
入
れ
最
終
草
案
一

三
五

い
行
為
は
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
国
家
が
当
該
行
為
を
自
ら
の
行
為
と
し
て
認
め
か
つ
採
用
す
る
場
合
、
そ
の
範
囲
で
国
際
法
上
当
該
国

(115) 

家
の
行
為
と
み
な
さ
れ
る
」
と
い
う
条
文
で
あ
る
が
、
こ
ち
ら
は
八
条
と
異
な
り
、
原
案
の
「
認
め
ま
た
は
採
用
す
る
」
と
い
う
選
択
的

文
言
を
「
認
め
か
つ
採
用
す
る
」
と
重
畳
的
文
言
に
変
更
し
て
い
る
。

―
一
条
コ
メ
ン
タ
リ
ー
で
は
、
こ
の
帰
属
の
原
則
に
つ
い
て
、
行
為
（
多
く
の
場
合
は
私
人
ま
た
は
実
体
の
行
為
）

の
遂
行
の
時
点
で

は
帰
属
し
な
い
が
事
後
的
な
国
家
に
よ
る
自
ら
の
行
為
と
し
て
の
認
知
及
び
採
用
に
よ
り
帰
属
す
る
と
説
明
す
る
。

I
L
C
は
実
行
と
し

て
、
前
述
の
灯
台
事
件
、
大
使
館
人
質
事
件
の
ほ
か
に
、

E
i
c
h
m
a
n
n
事
件
を
挙
げ
て
い
る
。

I
L
C
に
よ
れ
ば
、
同
事
件
で
は
、
安
保

理
の
議
論
に
お
い
て
イ
ス
ラ
エ
ル
外
相
は
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
非
難
を
否
定
も
肯
定
も
せ
ず
、

E
i
c
h
m
a
n
n
誘
拐
を
「
志
願
者
」
の
行
為
で

あ
る
と
述
べ
、
安
保
理
決
議
一
―
―
―
八
は
イ
ス
ラ
エ
ル
政
府
が
少
な
く
と
も
誘
拐
の
計
画
に
認
識
し
同
意
し
て
い
た
と
の
認
定
を
含
意
し
て

I
L
C
も

Crawford
の
見
解
を
踏
襲
し
て
、
自
ら
の
行
為
と
し
て
の
認
知
及
び
採
用
は
単
な
る
支
援
や
支
持
と
は
異
な
り
、
ま
た
行

為
の
事
実
的
存
在
の
認
知
や
行
為
の
言
葉
に
よ
る
賛
意
の
表
明
で
は
帰
属
し
な
い
と
す
る
。
認
知
に
は
事
実
状
況
の
一
般
的
認
知
以
上
の

―
一
条
は
帰
属
に
関
す
る
規
定
な
の
で
別
に
違
法
性
の
要
素
が
必
要
で
あ
る
。
当
初
の
私
人
の
行
為
が
適

法
で
あ
る
こ
と
ま
た
は
国
際
法
に
よ
り
規
律
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
も
あ
り
う
る
。
ま
た
認
知
及
び
採
用
は
（
他
者
の
違
法
行
為
の
）
責
任

い
た
と
い
う
。

一
条
と
し
て
採
択
し
た
。
「
前
諸
条
の
下
で
国
家
に
帰
属
し
な

23-3•4-207 (香法 2004)
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以
上
が

Crawford
及
び

I
L
C
の
議
論
で
あ
る
。

Crawford
に
よ
る
「
指
揮
及
び
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
下
で
」
と
い
う
文
言
の
挿
入
は

(117) 

ニ
カ
ラ
グ
ア
事
件
の
判
示
の
定
式
化
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
は
判
決
の
い
う
「
実
効
的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
だ
け
を
採
用
し
た
の
で
も

な
い
し
、

A
g
o
裁
判
官
の
個
別
意
見
の
判
示
の
核
心
部
分
で
あ
る
と
す
る
「
命
令
（
指
揮
）
ま
た
は
強
制
し
た
」
と
い
う
要
素
を
採
用
し

い
わ
ば
両
者
を
折
衷
し
て
定
式
化
し
た
に
過
ぎ
な
い
。
ま
ず
こ
の
よ
う
な
定
式
化
が
ニ
カ
ラ
グ
ア
事
件
の
正
確
な
解
釈

さ
ら
に
、

I
L
C
は
「
指
揮
ま
た
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
と
選
択
的
な
基
準
に
変
更
し
た
が
、
明
確
な
根
拠
が
あ
る
か
ど
う
か
疑
わ
し
い
。

I
L
C
で
は
、
「
事
実
上
の
機
関
」

（
つ
ま
り
程
度
に

の
立
証
、
特
に
具
体
的
指
示
の
証
明
が
困
難
で
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
に
お

(118) 

け
る
「
失
踪
」
を
そ
の
例
と
し
て
挙
げ
る
委
員
も
い
た
。
そ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、
「
指
示
に
よ
り
」
に
加
え
て
、

Crawford
の
提
案
す

る
指
揮
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
基
準
の
追
加
が
歓
迎
さ
れ
た
だ
け
で
な
く
、
事
実
上
の
機
関
を
認
め
る
範
囲
を
広
げ
る
た
め
に
「
指
揮
ま
た

(119) 

は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
と
い
う
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
な
選
択
的
基
準
へ
の
変
更
が
行
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
指
揮
と
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
選
択
的
基
準
に
し
た
こ
と
は
非
常
に
難
し
い
問
題
を
生
じ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
例
え
ば
、

D
o
p
a
g
n
e

は
「
指
芭
と
「
指
揮
」
は
性
質
の
異
な
る
も
の
で
は
な
い
の
で
は
な
い
か
と
問
い
、

I
L
C
が
両
者
の
異
同
に
つ
い
て
明
確
な
説
明
を

(120) 

施
さ
な
か
っ
た
こ
と
を
批
判
す
る
。
さ
ら
に
彼
は
、

I
L
C
が
個
人
と
組
織
さ
れ
た
集
団
を
区
別
し
な
い
ま
ま
単
な
る

限
定
の
な
い
）
「
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」

で
よ
い
と
し
た
点
を
問
題
と
す
る
。

T
a
d
i
c
事
件
上
訴
裁
判
部
判
決
で
さ
え
、
個
人
及
び
組
織
さ
れ
て

(121) 

い
な
い
集
団
に
は
指
示
が
必
要
で
あ
る
と
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
と
い
う
。

最
終
草
案
は
「
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
を
独
立
の
基
準
と
し
た
わ
け
だ
が
、
ぞ

gs
は
、
「
指
示
」
及
び
「
指
揮
」
が
事
実
上
の
機
関
の
本
質

を
示
す
も
の
と
み
る
の
で
、
「
指
揮
」
か
ら
切
り
離
さ
れ
た
「
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
は
実
質
を
欠
く
と
主
張
す
る
。
「
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
は
領

か
否
か
が
問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

た
の
で
も
な
く
、

な
く
て
は
な
ら
な
い
」

(116) 

゜
、つ
‘
 

と
し

三
六
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国際法上の国家責任における「事実上の機関」について（湯山）

「
事
実
上
の
機
関
」
の
帰
属
の
根
拠
授
権
と
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

こ
れ
ま
で
「
事
実
上
の
機
関
」
に
つ
い
て
の
近
年
の
国
際
判
例
と

I
L
C
の
見
解
を
み
て
き
た
が
、
「
事
実
上
の
帰
属
」

四

域
に
対
す
る
国
家
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
意
味
す
る
も
の
で
も
な
い
し
、
事
実
上
の
機
関
に
対
す
る
国
家
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
す
で
に
「
指

示
」
及
び
「
指
揮
」

ン
ト
ロ
ー
ル
」

の
基
準
も
必
要
と
な
る
が
、
法
律
上
の
機
関
の
関
与
の
具
体
性
を
緩
和
す
る
な
ど
の

(122) 

は
条
文
に
も
コ
メ
ン
タ
リ
ー
に
も
導
入
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
。

さ
ら
に
、

の
概
念
に
含
ま
れ
て
い
る
。

T
a
d
i
c
事
件
上
訴
裁
判
部
判
決
の
「
全
般
的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
を
想
定
す
る
な
ら
「
コ

I
L
C
が
「
指
揮
ま
た
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
が
一
般
的
レ
ベ
ル
で
は
帰
属
の
認
定
に
は
十
分
で
は
な
く
（
対
象
が
個
人
で
あ

れ
集
団
で
あ
れ
）
特
定
の
行
為
に
関
連
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
た
点
は
、

Crawford
が
違
法
と
さ
れ
る
行
為
が
国
家
の
指
揮
及
び

(123) 

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
下
で
行
わ
れ
た
活
動
の
一
部
で
あ
れ
ば
よ
い
と
し
た
の
を
制
限
す
る
も
の
で
あ
る
。

の
と
思
わ
れ
る
が
、
帰
属
の
認
め
ら
れ
る
範
囲
を
広
げ
よ
う
と
し
た
趣
旨
と
は
両
立
し
な
い
。
こ
の

I
L
C
の
立
場
は
Tactic
事
件
の
上

(124) 

訴
裁
判
部
の
立
場
を
否
定
す
る
も
の
で
あ
る
。

と
主
張
す
る

D
o
p
a
g
n
e
は
、
こ
の
よ
う
な
定
式
化
は
法
典
化
と
は
い
え
な
い
と
批
判
し
、
こ
れ
で
現
行
法
の
状
態
は
不
明
確
に
な
っ
た

(125) 

と
評
し
て
い
る
。

一
般
的
考
察

の
基
準
と
並
立
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
と
い
え
る
。

ニ
カ
ラ
グ
ア
事
件
を
含
め

三
七

の
根
拠
を
何

「
具
体
的
指
示
」
が
唯
一
の
基
準
と
し
て
妥
当
し
て
き
た

総
合
的
な
評
価
と
し
て
、

I
L
C
は
事
実
上
の
機
関
の
帰
属
の
根
拠
と
し
て
の

「
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」

の
概
念
が
「
指
示
」
や
「
指
揮
」

ニ
カ
ラ
グ
ア
事
件
に
合
わ
せ
た
も

「
全
般
的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」

の
要
素

23-3•4-209 (香法 2004)



組
織
体
と
い
う
も
の
は
任
務
の
授
受
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
法
律
上
の
機
関
で
あ
れ
事
実
上
の
機
関
で
あ
れ
、
国
家

（
機
関
）
か
ら
の
一
定
の
機
能
の
委
任
ま
た
は
授
権
が
そ
の
実
体
を
当
該
国
家
の
機
関
と
み
な
す
た
め
の
条
件
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

国
家
の
多
様
な
活
動
を
考
え
れ
ば
、
活
動
の
内
容
は
二
次
的
な
根
拠
で
し
か
な
い
し
、
司
法
機
関
や
地
域
的
統
治
体
の
よ
う
に
自
律
性
を

(126) 

有
す
る
機
関
も
あ
る
こ
と
か
ら
指
揮
命
令
関
係
の
存
在
も
本
質
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
事
実
上
の
機
関
に
お
い
て
も
帰
属
の
根
拠

は
同
じ
で
あ
ろ
う
。

I
L
C
第
一
読
草
案
八
条
コ
メ
ン
タ
リ
ー
が
「
特
定
の
機
能
を
実
施
ま
た
は
特
定
の
任
務
を
実
行
す
る
よ
う
国
家
の

機
関
に
よ
っ
て
現
実
に
命
じ
ら
れ
た
こ
と
」
を
基
準
と
し
て
挙
げ
、
大
使
館
人
質
事
件
が
「
国
家
の
権
限
あ
る
機
関
に
よ
り
特
定
の
活
動

を
実
行
す
る
よ
う
委
任
さ
れ
」
た
か
否
か
を
検
討
し
た
の
も
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。

学
説
に
お
い
て
も
事
実
上
の
機
関
の
帰
属
の
根
拠
は
一
般
的
に
は
一
致
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
、

C
o
n
d
o
r
e
l
l
i
は
、
第

一
定
の
活
動
を
委
任
し
た
こ
と
す
な
わ
ち
私
人
に
権
限
を
行
使
し
て
具
体
的
行
為
の
実
行
を
「
命
令
（
指
揮
）
ま
た
は
強
制
し
た
」
こ
と

が
証
明
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
。
た
だ
し
彼
は
ニ
カ
ラ
グ
ア
事
件
の
「
実
効
的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
の
表
現
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、

(127) 

私
人
が
国
家
に
実
効
的
に
従
属
す
る
地
位
に
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
ぞ
ess
は
「
教
唆

(instigation)
」
と
い
う
語
を
用
い
、
私
人
の
特
定
の
行
為
に
対
す
る
国
家
の
教
唆
が
単
一
の
基
準
で
あ
る

と
主
張
す
る
が
、
そ
の
内
容
は
委
任
や
最
終
草
案
の
「
指
示
」
及
び
「
指
揮
」
（
「
指
揮
」
は
「
指
示
」
と
異
な
り
法
律
上
の
機
関
へ
の
私

人
の
従
属
を
含
意
し
て
い
る
と
す
る
）
を
含
む
概
念
で
あ
る
。
ニ
カ
ラ
グ
ア
事
件
で
示
さ
れ
た
「
実
効
的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
は
「
教
唆
」

の
前
提
で
あ
る
と
い
う
解
釈
を
と
る
が
、
他
方
で
定
義
上
私
人
が
法
律
上
の
機
関
に
従
属
し
て
い
る
こ
と
を
要
素
と
し
な
い
「
指
示
」

(128) 

場
合
も
あ
る
と
い
う
。

一
読
草
案
コ
メ
ン
タ
リ
ー
、
大
使
館
人
質
事
件
、

に
求
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

ニ
カ
ラ
グ
ア
事
件
（
及
び

A
g
o
個
別
意
見
）
を
分
析
し
て
、
国
家
の
機
関
が
私
人
に

三
八

の

23-3•4-210 (香法 2004)



国際法上の国家責任における「事実上の機関」について（湯山）

な
い
限
り
、

し
か
し
、
国
家
は
た
い
て
い
の
実
体
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
の
で
あ
っ
て
、
国
家
に
実
力
で
反
抗
し
て
い
る
叛
徒
の
よ
う
な
存
在
で

な
い
。

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
有
無
を
問
題
に
す
る
必
要
性
は
乏
し
い
。
領
域
内
の
私
人
の
行
為
は
国
家
が
当
然
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
べ

る
こ
と
は
で
き
な
い
“
と
い
う
一
種
の
消
極
的
要
件
と
し
て
、

＝
 
九

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
事
実
上
の
機
関
の
要
素
で
あ
る
と
さ
れ
た
の
か
も
し
れ

お
い
て
も
、
被
用
者
を
請
負
人

(
i
n
d
e
p
e
n
d
e
n
t
contractor)

か
ら
区
別
す
る
た
め
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

務
の
範
囲
内
か
否
か
と
い
う
要
件
に
加
え
て
）
存
在
す
る
。
「
指
示
」
「
指
挿
」
か
ら
単
な
る
「
奨
励
」

や
「
要
請
」
を
区
別
す
る
た
め
に

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
基
準
が
参
照
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

Y
e
a
g
e
r
事
件
で
米
国
・
イ
ラ
ン
請
求
権
裁
判
所
は
イ
ラ
ン
に
革

命
防
衛
隊
が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
か
っ
た
こ
と
の
立
証
責
任
を
課
し
た
が
、
”
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
い
実
体
は
国
家
の
機
関
と
認
め

（
指
揮
監
督
関
係
）

の
要
件
が
（
職

そ
の
前
提
と
さ
れ
て
い
る
ま
た
は
そ
れ
に
含
意
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
先
に
述
べ
た
ち
・ess

が
示
唆
す
る
解
釈
で
あ

(130) 
る
。
た
し
か
に
国
家
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
い
実
体
の
行
為
に
ま
で
も
責
任
を
負
う
も
の
と
は
さ
れ
な
い
。
国
内
法
の
使
用
者
責
任
に

第
一
に
考
え
ら
れ
る
の
は
、

置
づ
け
に
つ
い
て
い
く
つ
か
の
仮
説
が
考
え
ら
れ
る
。

D
o
p
a
g
n
e
も
「
指
示
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
る
が
、

I
L
C
第
一
読
草
案
、
大
使
館
人
質
事
件
、

(129) 

が
一
定
の
任
務
を
具
体
的
に
委
任
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
。

ニ
カ
ラ
グ
ア
事
件
を
検
討
し
て
私
人

ニ
カ
ラ
グ
ア
事
件
の
示
し
た
「
実
効
的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
や
L
o
i
z
i
d
o
u
事
件
欧
州
人
権
裁
判
所
判
決
や
Tactic
事
件
旧
ユ
ー
ゴ

国
際
刑
事
裁
判
所
判
決
の
示
し
た
「
全
般
的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
な
ど
、
帰
属
の
根
拠
を
「
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
位

の
概
念
に
求
め
る
傾
向
が
あ

る
が
、
ど
の
よ
う
に
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
単
に
違
法
と
さ
れ
る
行
為
を
実
行
し
た
個
人
が
国
家
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
下
に
あ
る
か

ら
と
い
っ
て
、
任
務
の
委
任
ま
た
は
授
権
が
な
け
れ
ば
そ
の
者
を
国
家
の
機
関
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

一
定
の
任
務
の
委
任
ま
た
は
指
示
が
帰
属
の
根
拠
で
あ
る
が
、
国
家
と
私
人
の
間
の
従
属
関
係
の
存
在
が

さ
て
、

23-3•4-211 (香法 2004)
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き
も
の
で
あ
る
か
ら
、
私
人
に
対
す
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
事
実
上
の
機
関
の
要
件
と
し
て
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
ど
う
区
別
す
る
の
か
、
ど

の
程
度
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
よ
っ
て
私
人
が
国
家
機
関
に
変
質
す
る
の
か
と
い
う
問
い
に
答
え
る
の
は
難
し
い
。
大
使
館
人
質
事
件
に
お

い
て
、
米
国
大
使
館
を
占
拠
し
て
い
る
暴
徒
の
イ
ラ
ン
ヘ
の
帰
属
を
認
定
し
た
際
、
考
慮
し
た
の
は
イ
ラ
ン
政
府
の
決
定
で
あ
っ
て
、

ニ
カ
ラ
グ
ア
事
件
は
通
常
の
事
実
上
の
機
関
と
は
異
な
る
特
殊
な
状
況
を
扱
っ
た
も
の
で
、
ゆ
え
に
通
常
で
は
問
題
と
な
る
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
の
有
無
が
問
題
と
な
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

A
g
o
裁
判
官
の
個
別
意
見
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
他
国
の
行
為
に
対
す
る
責
任

（
第
一
読
草
案
二
八
条
、
最
終
草
案
一
七
条
）

の
基
準
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
の
が
参
考
に
な
る
。

Contra
は
国
家
で
は
な
い
け
れ
ど

ニ
カ
ラ
グ
ア
の
正
統
政
府
と
敵
対
し
て
戦
っ
て
い
る
叛
徒
で
あ
っ
て
、
法
主
体
性
を
持
つ
か
ど
う
か
は
と
も
か
く
、
米
国
と
は
法
的

に
異
な
る
自
律
し
た
存
在
で
あ
る
。
こ
の
「
法
的
形
式
性
」
を
覆
す
た
め
に
は
米
国
に
よ
る
「
実
効
的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
と
い
う
高
度
の

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
存
在
が
必
要
で
あ
り
、
国
際
司
法
裁
判
所
は
そ
の
証
明
を
ニ
カ
ラ
グ
ア
に
要
求
し
た
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ

う
か
。

T
a
d
i
c
事
件
上
訴
裁
判
部
判
決
が
指
摘
し
た
よ
う
な
、
「
法
的
形
式
性
」
を
度
外
視
す
る
こ
と
が
安
易
に
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
よ

う
に
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
帰
属
の
対
象
と
な
る
実
体
が
違
法
行
為
を
行
っ
た
と
さ
れ
る
国
家
の
領
域
外
で
行
動
し
て
い
る
場
合

(131) 

で
あ
っ
て
、
領
域
内
ま
た
は
軍
事
占
領
下
で
行
動
す
る
場
合
に
は
状
況
が
異
な
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
（
後
述
）
。

指
示
の
具
体
性
の
要
件
と
事
実
上
の
機
関
の
証
明

次
に
、
委
任
さ
れ
た
指
示
ま
た
は
任
務
の
具
体
性
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
大
使
館
人
質
事
件
で
は
国
際
法
違
反
で
あ
る
と
申
し
立
て
ら

れ
た
特
定
の
行
為
を
イ
ラ
ン
が
具
体
的
に
委
任
ま
た
は
授
権
し
た
か
ど
う
か
が
検
討
さ
れ
、
ニ
カ
ラ
グ
ア
事
件
に
お
い
て

A
g
o
裁
判
官

は
「
あ
る
種
の
特
定
の
任
務
を
実
行
す
る
こ
と
を
具
体
的
に
委
任
さ
れ
て
い
た
場
合
」
に
の
み
帰
属
す
る
と
し
た
。
こ
の
よ
う
に
違
法
行

もヽ
次
に
、

ン
ト
ロ
ー
ル
の
程
度
は
一
切
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
。

四
〇

コ
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為
を
具
体
的
に
委
任
し
た
か
ど
う
か
と
い
う
基
準
は

I
L
C
最
終
草
案
に
お
い
て
も
踏
襲
さ
れ
た
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
基
準
は
狭
す

ぎ
、
そ
の
証
明
は
き
わ
め
て
困
難
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
国
家
の
法
律
上
の
機
関
の
場
合
、
国
家
が
機
関
に
一
般
的
な
内
容
の
任
務

を
付
与
し
、
当
該
任
務
に
関
連
し
て
国
際
義
務
に
反
す
る
行
為
が
行
わ
れ
る
な
ら
ば
国
家
に
帰
属
す
る
で
あ
ろ
う
。
事
実
上
の
機
関
の
場

合
で
も
、
付
与
さ
れ
た
任
務
が
一
般
的
で
あ
っ
て
も
そ
れ
に
関
連
す
る
限
り
で
は
帰
属
を
認
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
点

に
関
し
て
は
、
違
法
と
申
し
立
て
ら
れ
た
行
為
が
国
家
の
命
令
し
た
活
動
の
「
当
然
の
、
不
可
分
の
ま
た
は
意
図
さ
れ
た
一
部
」

ば
帰
属
を
認
め
る
と
い
う

Crawford
の
立
場
の
方
が
正
し
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

四

で
あ
れ

な
お
、
こ
れ
に
関
連
し
て
、
事
実
上
の
機
関
が
指
示
に
反
し
て
行
為
し
た
い
わ
ゆ
る
権
限
鍮
越
行
為
の
場
合
に
も
当
該
行
為
が
国
家
に

帰
属
す
る
か
と
い
う
議
論
が
あ
る
。

Tactic
事
件
で
上
訴
裁
判
部
は
国
家
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
下
の
軍
事
的
集
団
が
国
家
の
指
示
な
し
に
ま

(132) 

た
は
指
示
に
反
し
て
行
動
す
る
可
能
性
に
言
及
し
て
い
る
。

I
L
C
は
最
終
草
案
八
条
の
コ
メ
ン
タ
リ
ー
に
お
い
て
、
「
一
般
に
、
国
家

は
、
公
務
員
で
な
い
者
に
適
法
な
指
示
を
与
え
る
際
、
当
該
指
示
が
国
際
的
に
違
法
な
方
法
で
実
行
さ
れ
る
と
い
う
リ
ス
ク
は
引
き
受
け

る
も
の
で
は
な
い
」
と
消
極
的
な
立
場
を
示
し
た
。

I
L
C
は
い
く
つ
か
の
事
例
で
は
権
限
鍮
越
行
為
が
任
務
に
付
随
的
な
も
の
か
ま
た

は
明
確
に
授
権
内
容
に
違
反
し
た
か
を
問
う
こ
と
に
よ
っ
て
解
決
し
う
る
と
も
い
う
。
他
方
で
、
国
家
の
実
効
的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
下
で

(133) 

行
わ
れ
た
場
合
に
は
、
個
人
が
具
休
的
指
示
を
無
視
し
た
と
し
て
も
な
お
帰
属
し
う
る
と
し
た
。

ぞ
e
s
s

も
事
実
上
の
機
関
に
よ
る
権
限
鍮
越
行
為
の
帰
属
を
否
定
す
る
が
、
そ
の
理
由
は
こ
の
点
に
関
す
る
実
行
が
存
在
し
な
い
こ
と
、

(134) 

帰
属
が
指
示
の
具
体
性
を
根
拠
と
し
て
い
る
限
り
指
示
に
反
す
る
行
為
ま
で
は
指
示
が
あ
っ
た
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
で
あ
る
。

D
e
 H
o
o
g
h
は
T
a
d
i
c
事
件
の
「
国
家
責
任
は
説
明
責
任
の
現
実
的
概
念
に
基
づ
く
」
と
い
う
判
示
や
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
第
一
追
加
議
定
書
五

一
条
を
根
拠
に
挙
げ
て
ぞ
e
s
s

の
見
解
に
反
論
す
る
。
彼
は
帰
属
を
認
め
な
い
こ
と
は
権
限
鍮
越
行
為
の
帰
属
を
認
め
る
最
終
草
案
八
条

の
趣
旨
に
反
す
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、
国
家
は
機
関
を
選
択
し
た
こ
と
に
よ
り
自
ら
の
指
示
し
て
い
な
い
行
為
に
も
責
任

23-3•4-213 (香法 2004)
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事
実
上
の
機
関
の
証
明
に
は
事
実
か
ら
の
推
論
も
認
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
帰
属
を
主
張
す
る
側
に
は
国
家
の
機
構
内
部
の
事
実
の
証

明
は
き
わ
め
て
困
難
だ
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
、
外
国
で
拉
致
さ
れ
た
人
物
の
身
柄
を
国
の
当
局
が
拘
束
し
て
い
る
場
合
に
は
、
拉
致
の

に
思
わ
れ
る
。

を
負
う
べ
き
で
あ
る
。
シ
ス
テ
マ
テ
ィ
ッ
ク
ま
た
は
繰
り
返
さ
れ
る
行
為
の
場
合
は
特
に
そ
う
で
あ
る
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
指
示
の
内
容

(135) 

を
一
般
的
に
し
た
り
”
国
際
法
違
反
を
行
わ
な
い
よ
う
に
“
と
い
っ
た
指
示
を
出
す
こ
と
で
容
易
に
責
任
を
免
れ
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
。

D
e
 H
o
o
g
h
の
見
解
が
正
し
い
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、
国
家
が
不
正
規
兵
の
集
団
を
用
い
て
軍
事
作
戦
を
実
施
し
た
場
合
に
当
該
不
正

規
兵
が
作
戦
遂
行
中
に
国
家
の
指
示
に
反
し
て
人
道
法
違
反
の
行
為
を
行
っ
た
な
ら
ば
当
該
行
為
は
国
家
に
帰
属
す
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の

間
題
は
、
事
実
上
の
機
関
の
帰
属
の
本
質
と
さ
れ
て
い
る
指
示
の
具
体
性
を
厳
格
に
維
持
す
る
こ
と
が
合
理
的
で
な
い
と
い
う
こ
と
を
帰

結
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の
指
示
の
具
体
性
の
問
題
に
関
連
し
て
、
事
実
上
の
機
関
の
立
証
責
任
が
帰
属
を
主
張
さ
れ
る
側
に
課
せ
ら
れ
、
し
か
も
証
明
責
任

の
程
度
が
重
い
こ
と
が
不
当
で
は
な
い
か
と
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
す
で
に
Condorelli
は
、
法
律
上
の
機
関
と
事
実
上
の
機
関
の
大
き
な

違
い
は
、
前
者
が
国
内
法
上
の
機
関
の
地
位
に
あ
る
こ
と
を
確
認
す
れ
ば
よ
い
の
に
対
し
て
、
後
者
の
場
合
は
国
家
と
私
人
と
の
連
関
が

完
全
に
証
明
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
点
に
あ
り
、
そ
の
点
は

I
L
C
草
案
八
条
の
「
証
明
さ
れ
た
」
と
い
う
文
言
か
ら
も
確
認

(136) 

さ
れ
る
と
述
べ
て
い
た
。

た
し
か
に
、
法
律
上
の
機
関
と
事
実
上
の
機
関
の
大
き
な
違
い
は
証
明
責
任
の
差
で
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
法
律
上
の
機
関
の
場
合
で

も
職
務
の
関
連
性
に
つ
い
て
は
帰
属
を
主
張
す
る
側
が
証
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

フ
ォ
ー
マ
ル
な
地
位
に
あ
る
こ
と
か
ら
有
利
に

推
定
さ
れ
、
事
実
上
の
機
関
の
場
合
の
証
明
事
由
と
の
間
に
は
か
な
り
の
違
い
が
あ
る
。
し
か
し
、
第
一
読
草
案
八
条
が
事
実
上
の
機
関

の
挙
証
責
任
を
過
度
に
強
調
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
後
の
実
行
に
お
い
て
立
証
が
過
度
に
厳
格
に
要
求
さ
れ
る
弊
害
を
生
ん
だ
よ
う

四
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が
あ
り
う
る
か
否
か
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

3

事
後
の
授
権
及
び
黙
示
の
授
権
の
可
能
性

四

つ
ま
り
国
家
の
自
己
組
織
化
の
方
法
は
自
由
な
の
だ
か
ら
ど
の
よ
う

実
行
者
の
人
物
や
地
位
を
特
定
で
き
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
帰
属
を
推
定
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
違
法
行
為
が
国
家
の
領
域
内
で

行
わ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
国
家
が
領
域
に
排
他
的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
か
ら
立
証
は
き
わ
め
て
困
難
で
あ
る
。

フ
海
峡
事
件
の
判
示
に
従
っ
て
、
情
況
証
拠
な
ど
の
間
接
的
な
立
証
方
法
が
許
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ゆ
え
に
、

ニ
カ
ラ
グ
ア
国
内
で
行
動
す
る

C
o
n
t
r
a
の
行
為
の
米
国
へ
の
帰
属
と
、
ト
ル
コ
の
軍
事
占
領
下
で
の

T
R
N
C
当
局
の
行

(137) 

為
の
ト
ル
コ
ヘ
の
帰
属
で
は
、
原
告
の
立
証
責
任
の
程
度
が
異
な
る
の
は
当
然
の
結
果
で
あ
る
。
も
っ
と
も

L
o
i
z
i
d
o
u
事
件
判
決
は
さ

ら
に
進
ん
で
ト
ル
コ
に
よ
る
占
領
の
事
実
か
ら
ほ
ぼ
直
接
に
ト
ル
コ
ヘ
の
帰
属
を
肯
定
し
た
わ
け
だ
が
、

一
部
の
学
説
で
は
、
占
領
国
へ

(138) 

の
責
任
の
集
中
を
定
め
た
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
第
四
条
約
四
七
条
、
二
九
条
な
ど
の
趣
旨
に
合
致
す
る
も
の
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。

帰
属
の
根
拠
に
あ
る
考
え
方
は
、

Condrelli
に
よ
れ
ば
、
国
家
が
主
権
の
属
性
と
し
て
及
び
国
内
事
項
（
国
家
の
体
制
選
択
権
）
と
し

て
国
家
に
留
保
さ
れ
た
分
野
で
あ
る
国
家
の
「
自
己
組
織
権

(droit
~' 

）
」

l'auto ,
 
orgamsat1on 

の
概
念
で
あ
る
と
い
う
。
国
家
は
こ
の

権
利
を
行
使
し
て
、
自
由
に
自
ら
を
組
織
し
自
ら
の
機
関
で
あ
る
者
を
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
し
か
し
、
行
使
の
結
果
で
あ
る
一
定

の
者
に
自
ら
の
機
関
の
地
位
を
付
与
し
た
と
い
う
事
実
を
否
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
考
え
方
に
よ
れ
ば
回
家
が
明
示
ま
た
は
黙

(139) 

示
に
自
ら
の
行
為
と
認
め
た
行
為
も
国
家
に
帰
属
す
る
と
さ
れ
る
。

な
方
法
で
あ
っ
て
も
認
め
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
通
常
の
事
前
の
か
つ
明
示
的
な
委
任
ま
た
は
授
権
以
外
の
方
法

事
後
の
授
権
に
よ
る
帰
属
に
つ
い
て
は
、

C
r
a
w
f
o
r
d
の
提
案
に
基
づ
き

I
L
C
最
終
草
案
一

一
条
に
お
い
て
こ
れ
を
認
め
る
原
則
が

定
式
化
さ
れ
た
。
こ
れ
に
は
学
説
に
お
い
て
批
判
が
あ
る
。
有
力
な
批
判
は

C
r
a
w
f
o
r
d
や
I
L
C
が
根
拠
と
し
て
挙
げ
る
判
例
・
実
行

コ
ル
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(140) 

が
真
に
事
後
の
婦
属
を
認
め
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
大
使
館
人
質
事
件
判
決
は
大
使
館
占
拠
を
継
続
す
る
政
策
の
イ
ラ

ン
政
府
に
よ
る
採
用
に
よ
っ
て
暴
徒
の
行
為
が
イ
ラ
ン
に
帰
属
す
る
と
し
た
が
、
そ
れ
は
採
用
後
の
行
為
に
関
し
て
で
あ
っ
て
、
国
際
司

(141) 

法
裁
判
所
は
イ
ラ
ン
の
公
的
宣
言
に
遡
及
効
を
与
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
灯
台
事
件
も
事
後
の
採
用
に
よ
る
遡
及
的
帰
属
を
認
め
た
も

(142) 

の
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
り
、
責
任
の
引
き
受
け
の
事
例
で
あ
る
と
い
う
解
釈
も
あ
る
。

る
言
明
、

な
「
加
担
理
論
」

そ
も
そ
も
行
為
の
時
点
で
国
家
の
行
為
で
な
か
っ
た
も
の
を
国
家
の
宣
言
に
よ
っ
て
国
家
の
行
為
と
し
て
認
め
る
の
は
、
事
実
に
反
す

(143) 

一
種
の
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
っ
て
あ
り
え
な
い
こ
と
で
あ
る
と
の
批
判
が
あ
る
。

D
o
p
a
g
n
e
は
、
最
終
草
案
―
一
条
は
伝
統
的

(144) 

の
復
活
で
あ
り
、
私
人
の
行
為
は
国
家
に
帰
属
し
な
い
と
い
う
原
則
を
崩
す
も
の
で
あ
る
と
の
批
判
を
加
え
て
い
る
。

事
後
の
帰
属
（
少
な
く
と
も
遡
及
的
な
帰
属
）

は
実
行
に
お
い
て
確
立
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
国
家
は
ど
の
よ
う
な
方

法
で
行
為
す
る
か
は
自
由
な
の
で
あ
る
か
ら
、
当
初
は
帰
属
し
な
い
行
為
で
あ
っ
て
も
、
事
後
の
国
家
の
行
動
（
単
な
る
支
持
や
事
実
の

一
般
的
承
認
で
は
な
く
）
に
よ
り
自
ら
の
行
為
と
し
て
採
用
す
る
意
図
が
明
瞭
で
あ
れ
ば
、
採
用
後
は
も
ち
ろ
ん
、
き
わ
め
て
例
外
的
に

で
あ
る
が
遡
及
的
に
帰
属
を
認
め
る
余
地
は
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
例
え
ば
、
財
産
の
没
収
が
私
人
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
が
そ
の

(145) 

財
産
を
政
府
が
保
持
し
て
そ
こ
か
ら
利
得
し
て
い
る
場
合
や
、
私
人
に
よ
る
誘
拐
に
対
し
報
酬
を
支
払
い
被
誘
拐
者
の
身
柄
を
自
ら
の
権

(146) 

力
下
に
置
く
よ
う
な
場
合
は
、
私
人
の
行
為
を
利
用
し
て
自
ら
の
行
為
と
し
て
採
用
し
た
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
米
国
で
行

わ
れ
る
い
わ
ゆ
る
”
賞
金
稼
ぎ

(
b
o
u
n
t
y

hunters)“

が
外
国
領
域
で
行
う
誘
拐
行
為
に
つ
い
て
、
米
国
の
公
的
承
認
も
し
く
は
授
権
、

(147) 

奨
励
ま
た
は
主
権
侵
害
行
為
か
ら
の
利
得
を
理
由
に
米
国
へ
の
帰
属
を
主
張
す
る
学
説
が
あ
る
。

次
に
黙
示
の
授
権
に
よ
る
帰
属
の
可
能
性
で
あ
る
。
Condorelli
が
黙
示
に
自
ら
の
行
為
と
認
め
た
こ
と
に
な
る
と
し
て
挙
げ
る
例
は
、

国
家
に
よ
る
他
国
の
裁
判
所
に
お
け
る
主
権
的
行
為
を
理
由
と
す
る
裁
判
権
免
除
の
主
張
で
あ
る
。
委
任
ま
た
は
授
権
は
そ
の
性
質
上
明

示
的
に
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
事
実
上
の
機
関
の
場
合
は
特
に
そ
う
で
あ
ろ
う
。

四
四
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国際法上の国家責任における「事実上の機関」について（湯山）

事
件
判
決
(
-
九
八
九
年
）

し
か
し
、

Y
e
a
g
e
r
事
件
は
す
で
に
み
た
よ
う
に
、
革
命
防
衛
隊
が
統
治
権
能
を
実
行
し
て
い
る
こ
と
を
イ
ラ
ン
政
府
が
了
知
し
そ
の

こ
と
に
反
対
し
な
い
限
り
イ
ラ
ン
の
機
関
で
あ
る
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
と
し
た
。
ま
た
、
米
州
人
権
裁
判
所
の
V
e
l
a
s
q
u
e
z

R
o
d
r
i
g
u
e
z
 

ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス
国
内
で
失
踪
が
シ
ス
テ
マ
テ
ィ
ッ
ク
に
行
わ

で
は
、
様
々
な
証
拠
及
び
証
言
を
検
討
し
て
、

れ
、
失
踪
の
実
行
者
が
ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス
軍
と
結
び
つ
き
を
持
つ
者
ま
た
は
軍
の
指
揮
下
に
あ
る
者
で
あ
る
こ
と
、
ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス
政
府
が

失
踪
の
実
行
に
有
効
な
対
応
を
と
ら
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
を
認
定
し
、
失
踪
の
実
行
が
ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス
公
務
員
に
よ
り
実
行
さ
れ
ま
た
は

容
認
さ
れ
た
こ
と
、
請
求
者
が
そ
の
救
済
を
申
し
立
て
て
い
る
人
物
が
当
該
実
行
の
枠
内
で
ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス
公
務
員
の
手
で
ま
た
は
黙
認

(148) 

の
下
で
行
わ
れ
た
こ
と
を
認
定
し
た
。
こ
の
認
定
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
失
踪
が
繰
り
返
し
行
わ
れ
て
い
る
場
合
に
、
そ
れ
を
領
域
国
が

黙
認
し
て
い
る
場
合
に
領
域
国
に
帰
属
す
る
可
能
性
で
あ
る
。
も
っ
と
も
こ
の
認
定
は
、
私
人
が
失
踪
を
行
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
ホ
ン

ジ
ュ
ラ
ス
公
務
員
の
関
与
が
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
が
。

四
五

ぞ
ess
が
紹
介
し
て
い
る
国
際
刑
事
裁
判
所
規
程
起
草
の
際
の
議
論
も
興
味
深
い
。
人
道
に
対
す
る
罪
の
要
素
と
し
て
の
「
国
家
ま
た

は
組
織
の
政
策
」
（
規
程
七
条
二
項
田
）
に
関
し
て
、
準
備
委
員
会
で
は
、
そ
れ
が
個
人
の
行
う
犯
罪
行
為
の
国
家
に
よ
る
容
認
も
含
む

一
部
の
代
表
は
不
作
為
の
場
合
も
含
む
と
主
張
し
た
の
に
対
し
、
大
多
数
の
代
表
は
国
家
が
私
人
の
犯
罪
を

現
実
に
促
進
ま
た
は
奨
励
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
立
場
を
と
っ
た
。
委
員
会
の
下
し
た
結
論
は
、
原
則
と
し
て
現
実
の
促
進
ま

た
は
奨
励
が
必
要
で
あ
り
、
そ
れ
は
国
家
ま
た
は
組
織
の
現
実
の
行
動
に
よ
り
表
明
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
例
外
的
状
況
に
お
い

て
は
、
攻
撃
を
奨
励
す
る
こ
と
を
意
図
し
た
意
図
的
不
作
為

(abstention

(149) 

為
の
事
実
か
ら
は
推
論
さ
れ
え
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

か
否
か
が
議
論
と
な
っ
た
。

deliberee) 
の
形
式
を
と
り
う
る
。
た
だ
し
、
単
な
る
不
作

こ
れ
ら
の
議
論
か
ら
考
え
る
と
、
単
な
る
不
作
為
や
黙
認
で
は
私
人
の
行
為
は
国
家
に
帰
属
し
え
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
国
家

が
意
図
的
に
行
動
を
差
し
控
え
、
私
人
の
行
為
を
容
認
す
る
政
策
を
採
用
し
て
い
る
こ
と
が
国
家
の
現
実
の
行
為
（
情
況
証
拠
）
か
ら
推

23-3・4-217 (香法 2004)
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ト
し
て
お
き
た
い
。

論
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
ま
た
は
行
為
の
実
行
者
が
公
務
員
と
密
接
な
関
係
を
持
つ
者
で
あ
る
と
い
っ
た
状
況
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
事
後
の
掃
属
に
関
す
る
「
自
ら
の
行
為
と
し
て
」
認
知
し
採
用
し
た
と
い
う
基
準
、
そ
し
て
そ
の
証
明
方
法

明
示
的
宣
言
だ
け
で
な
く
国
家
の
行
為
か
ら
の
推
論
も
認
め
ら
れ
る
が
黙
示
の
帰
属
の
場
合
に
も
妥
当
す
る
よ
う
に
思
わ
れ

国
際
テ
ロ
リ
ズ
ム
と
「
事
実
上
の
機
関
」

内
戦
へ
の
外
国
軍
の
介
入
の
問
題
と
並
ん
で
「
事
実
上
の
機
関
」

の
問
題
が
登
場
す
る
も
う
一
っ
の
重
要
な
文
脈
は
、
国
際
テ
ロ
リ
ズ

ム
を
支
援
な
い
し
か
く
ま
う
国
家
に
対
す
る
軍
事
行
動
に
関
し
て
で
あ
る
。
か
つ
て
は
米
国
に
よ
る
リ
ビ
ア
爆
撃
(
-
九
八
六
年
）
、
よ

り
最
近
で
は
―

1
0
0
一
年
九
月
―
一
日
の
米
国
で
の
同
時
多
発
テ
ロ
事
件
後
の
米
英
軍
に
よ
る
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
T
a
l
i
b
a
n
政
権
攻
撃

に
関
連
し
て
テ
ロ
支
援
国
家
の
国
家
責
任
が
問
題
と
な
っ
た
。
本
稿
で
は
こ
の
問
題
に
つ
い
て
本
稿
の
目
的
に
関
係
す
る
限
り
で
コ
メ
ン

(150) 

テ
ロ
行
為
に
対
し
て
支
援
ま
た
は
庇
護
を
与
え
て
い
る
国
家
に
対
す
る
軍
事
攻
撃
は
現
在
の
国
際
法
で
は
自
衛
権
に
基
づ
い
て
し
か
正

当
化
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
自
衛
と
し
て
正
当
化
す
る
た
め
に
は
テ
ロ
行
為
が
国
連
憲
章
五
一
条
で
自
衛
の
発
動
要
件
と
さ
れ
る
「
武

力
攻
撃
」
に
該
当
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
ニ
カ
ラ
グ
ア
事
件
判
決
で
は
、
米
国
の
ニ
カ
ラ
グ
ア
攻
撃
を
集
団
的
自
衛
と
し
て
正
当
化
す

る
主
張
に
対
し
て
、
武
力
行
使
に
は
他
国
の
反
政
府
勢
力
に
対
す
る
軍
事
支
援
の
よ
う
な
も
の
と
「
武
力
攻
撃
」
の
よ
う
な
重
大
な
形
態

の
も
の
が
あ
り
、
後
者
の
み
が
自
衛
を
正
当
化
し
う
る
と
し
た
。
そ
し
て
判
決
が
「
武
力
攻
撃
」
に
該
当
す
る
例
と
し
て
参
照
し
た
の
が

(151) 

侵
略
の
定
義
に
関
す
る
国
連
総
会
決
議
三
三
一
四
の
三
条
（
に
規
定
す
る
事
態
で
あ
っ
た
。

侵
略
の
定
義
に
関
す
る
決
議
三
条
（
は
「
先
に
列
挙
し
た
諸
行
為
に
相
当
す
る
重
大
性
を
有
す
る
軍
事
力
に
よ
る
行
為
を
他
国
に
対
し

4
 

る。

四
六
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四
七

て
実
行
す
る
武
装
部
隊
、
集
団
、
不
正
規
兵
も
し
く
は
傭
兵
の
国
家
に
よ
る
も
し
く
は
国
家
に
代
わ
っ
て
の
派
遣
、
ま
た
は
そ
れ
に
対
す

る
実
質
的
関
与
」
を
侵
略
行
為
と
し
て
い
る
。
ま
ず
、
テ
ロ
行
為
が
「
先
に
列
挙
し
た
諸
行
為
」
す
な
わ
ち
領
域
へ
の
侵
入
や
砲
爆
撃
な

ど
、
三
条
口
か
ら
い
に
列
挙
さ
れ
た
諸
行
為
に
相
当
す
る
重
大
性
を
持
つ
か
ど
う
か
が
問
題
に
な
る
。
こ
の
問
題
が
ク
リ
ア
さ
れ
た
上
で
、

(152) 

テ
ロ
に
対
す
る
国
家
の
支
援
が
「
実
質
的
関
与
」
に
該
当
す
る
か
の
認
定
が
必
要
と
な
る
。

(153) 

こ
れ
を
直
接
国
家
責
任
の
帰
属
の
問
題
と
し
て
論
じ
る
学
説
も
あ
る
が
、
ま
ず
一
次
規
則
と
し
て
の
三
条
①
の
文
言
の
解
釈
、
安
保
理

な
ど
の
事
後
の
慣
行
及
び
決
議
の
準
備
作
業
の
参
照
に
よ
り
判
断
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
L
o
i
z
i
d
o
u
事
件
で
の
欧
州
人
権
条
約
一
条
や
Tactic

事
件
に
お
け
る
国
際
的
武
力
紛
争
の
認
定
と
同
様
に
、
一
次
規
則
の
内
容
だ
け
で
は
明
確
に
で
き
な
い
場
合
に
初
め
て
一
般
原
則
と
し
て

(154) 

の
国
家
責
任
法
の
規
則
の
参
照
に
よ
っ
て
解
釈
す
る
と
い
う
の
が
妥
当
な
解
釈
方
法
で
あ
る
。

か
り
に
国
家
責
任
の
帰
属
の
原
則
を
適
用
す
る
場
合
、
事
実
上
の
機
関
と
し
て
国
家
に
帰
属
す
る
場
合
が
「
実
質
的
関
与
」
に
該
当
し
、

国
家
が
管
轄
ま
た
は
管
理
下
の
事
態
を
防
止
す
る
た
め
相
当
の
注
意
を
払
わ
な
か
っ
た
場
合
も
含
め
直
接
婦
属
し
な
い
場
合
は
該
当
し
な

(155) 

い
と
い
う
の
が
一
っ
の
考
え
方
で
あ
ろ
う
。

テ
ロ
支
援
国
へ
の
テ
ロ
行
為
の
帰
属
を
論
じ
る
学
説
は
ニ
カ
ラ
グ
ア
事
件
の

祠）
あ
る
。

C
o
r
t
e
n
及
び

D
u
b
u
i
s
s
o
n
は
T
a
l
i
b
a
n
政
権
が
テ
ロ
組
織
A
l
,
 
Q
a
e
d
a
に
実
効
的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
及
ほ
し
て
い
た
こ
と
は
証
明
さ

れ
て
い
な
い
と
し
、

T
a
d
i
c
事
件
上
訴
裁
判
部
判
決
が
判
示
し
た
「
全
般
的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」

の
基
準
に
つ
い
て
は
否
定
的
で
あ
る
が
、

か
り
に
適
用
し
た
と
し
て
も
新
ユ
ー
ゴ
当
局
が
セ
ル
ビ
ア
人
勢
力
部
隊
の
指
揮
に
直
接
関
与
し
て
い
た
の
と
同
様
の
事
情
は
本
件
に
は
存

在
し
な
い
と
い
う
。
ま
た
、
大
使
館
人
質
事
件
で
は
単
な
る
称
揚
は
暴
徒
の
行
為
を
イ
ラ
ン
に
帰
属
せ
し
め
な
い
と
し
た
が
、

T
a
l
i
b
a
n

(157) 

政
権
は
同
時
多
発
テ
ロ
に
は
何
ら
の
言
及
も
し
て
い
な
い
と
い
う
。

Jinks
も
実
効
的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
基
準
か
ら
出
発
す
る
。
し
か
し
、
こ
の
基
準
は

T
a
d
i
c
事
件
判
決
に
よ
っ
て
緩
め
ら
れ
た
が
、
重

「
実
効
的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」

の
基
準
を
適
用
す
る
傾
向
が
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な
ど
で
B
i
n

結
論
に
代
え
て

要
な
の
は
私
的
ア
ク
タ
ー
に
対
す
る
単
な
る
支
持
や
奨
励
で
は
な
く
指
揮
ま
た
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
九
月
―
一
日
後
の
集
団
的
対
応
が
示
す
の
は
帰
属
の
基
準
の
実
質
的
緩
和
で
あ
っ
て
、
米
国
政
府
が
主
張
す
る
よ
う
に
、
T
a
l
i
b
a
n

政
権
が
A
l
,
 
Q
a
e
d
a
を
か
く
ま
い
支
援
し
た

(
h
a
r
b
o
r
e
d
a
n
d
 s
u
p
p
o
r
t
e
d
)

こ
と
が
帰
属
の
認
定
に
十
分
で
あ
る
こ
と
が
米
国
の
自
衛
権
の

(158) 

主
張
に
対
す
る
国
際
社
会
の
支
持
を
通
し
て
認
め
ら
れ
た
と
い
う
。

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
事
実
上
の
機
関
の
本
質
は
国
家
に
よ
る
授
権
、
委
任
ま
た
は
指
示
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
よ
う
な
授
権
の
存
在

が
証
明
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
特
定
の
テ
ロ
行
為
に
対
す
る
授
権
で
あ
る
必
要
は
な
い
。
さ
ら
に
、

A
l
,
 
Q
e
a
d
a
は
T
a
l
i
b
a
n

政
権
の
実
効
支
配
す
る
地
域
内
に
基
地
を
有
し
て
い
る
の
で
、
両
者
の
関
係
に
つ
い
て
は
情
況
証
拠
の
よ
う
な
間
接
的
な
証
明
方
法
の
援

用
が
許
さ
れ
る
と
解
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
し
て
実
効
的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
よ
う
な
厳
し
い
碁
準
は
、
主
た
る
基
地
が
ア
フ
ガ
ニ
ス

(159) 

タ
ン
領
域
内
に
あ
る
状
況
と
は
事
案
が
異
な
る
の
で
適
用
さ
れ
な
い
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、

A
l
,
 
Q
a
e
d
a
が
繰
り
返
し
米
国
に
対
す
る
テ
ロ
を
実
行
し
て
お
り
、
国
連
安
全
保
障
理
事
会
も
決
議
―
―
―
―
四
(
-
九
九
八
年
）

L
a
d
e
n
の
引
き
渡
し
や
テ
ロ
リ
ス
ト
ヘ
の
避
難
場
所
・
訓
練
基
地
の
提
供
を
や
め
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず、

T
a
l
i
b
a
n
政
権
が
何
ら
の
措
置
も
と
ら
な
か
っ
た
こ
と
は
、
同
政
権
が
黙
認
し
て
い
る
と
認
定
さ
れ
る
余
地
は
あ
る
。
し
か
し
、
単

な
る
不
作
為
か
ら
は
そ
れ
は
認
め
ら
れ
ず
、
自
身
の
政
策
と
し
て
採
用
し
た
こ
と
を
推
論
さ
せ
る
よ
う
な
国
家
の
現
実
の
言
明
や
行
為
が

存
在
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
米
英
両
国
の
言
明
か
ら
は
そ
の
よ
う
な
証
拠
さ
え
も
示
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

本
稿
で
は
「
事
実
上
の
機
関
」
に
関
す
る

I
L
C
の
当
初
の
立
場
が
、
近
年
の
国
際
判
例
の
影
響
を
受
け
て
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
か

四
八

23-3•4-220 (香法 2004)



国際法上の国家責任における「事実上の機関」について（湯山）

四
九

を
フ
ォ
ロ
ー
し
て
き
た
。
事
実
上
の
機
関
に
つ
い
て
は
、

Il

違
法
行
為
の
具
体
的
指
示
Ii

や
単
な
る
財
政
や
兵
姑
の
支
援
で
は
み
た
さ
れ

な
い
よ
う
な
「
実
効
的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
と
い
っ
た
厳
格
な
基
準
と
被
害
国
側
が
そ
れ
ら
を
完
全
に
立
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が

要
求
さ
れ
て
き
た
。

L
o
i
z
i
d
o
u
事
件
判
決
や
Tactic
事
件
判
決
は
、
事
実
上
の
機
関
の
基
準
を
緩
和
し
よ
う
と
す
る
傾
向
の
現
れ
と
評
価

す
る
こ
と
が
で
き
る
（
特
に
T
a
d
i
c
事
件
判
決
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
程
度
は
事
案
の
状
況
に
応
じ
て
柔
軟
に
設
定
で
き
る
と
し
た
）
。

事
実
上
の
機
関
の
基
準
を
高
く
設
定
す
る
こ
と
で
、
国
家
が
事
実
上
の
機
関
を
用
い
て
国
際
法
違
反
の
責
任
を
回
避
す
る
流
れ
を
作
り

出
す
こ
と
は
適
切
で
は
な
い
。
し
か
し
、
事
実
上
の
機
関
の
範
囲
を
広
げ
よ
う
と
す
る
あ
ま
り
、
事
実
に
お
い
て
国
家
（
正
確
に
は
政
府
）

の
機
構
に
属
し
て
な
い
者
ま
で
も
事
実
上
の
機
関
と
認
定
す
る
こ
と
は
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
特
に
、

I
L
C
最
終
草
案
八
条
が
原

案
の
「
国
家
の
指
揮
及
び
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
下
で
」
を
「
指
揮
も
し
く
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
下
で
」
に
変
更
し
た
結
果
、
単
な
る
「
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
」
が
帰
属
の
一
般
的
基
準
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
は
賛
成
で
き
な
い
。
国
家
は
領
域
の
排
他
的
支
配
の
結
果
と
し
て
、
私

人
な
ど
非
国
家
行
為
体
の
行
為
へ
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
欠
如
に
責
任
を
負
う
の
で
あ
り
、
両
者
の
支
配
が
ど
の
よ
う
に
区
別
さ
れ
る
の
か

は
不
明
確
で
あ
る
。
事
実
上
の
機
関
は
国
家
（
正
確
に
は
国
家
の
法
律
上
の
機
関
）
か
ら
の
一
定
の
指
示
に
基
づ
い
て
判
定
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
証
明
の
困
難
さ
は
指
示
の
具
体
性
の
緩
和
や
情
況
証
拠
の
採
用
に
よ
っ
て
克
服
す
べ
き
で
あ
る
。

「
事
実
上
の
機
関
」

の
問
題
は
、
国
家
が
直
接
責
任
を
負
う
範
囲
と
「
相
当
の
注
意
」
の
欠
如
に
よ
り
国
家
が
責
任
を
負
う
範
囲
を
ど

(160) 

こ
で
区
別
し
、
異
な
る
責
任
の
方
式
の
間
で
ど
の
よ
う
に
役
割
分
担
を
す
る
か
と
い
う
問
題
に
い
た
る
。

D
u
p
u
y
も、

Tactic
事
件
に
関

し
て
、
国
際
法
主
体
性
の
概
念
を
拡
大
し
て
非
国
家
行
為
休
に
及
ぽ
す
の
か
、
国
家
の
帰
属
を
拡
大
す
る
の
か
の
問
題
で
あ
る
と
評
し
て

(161) 

い
る
。帰

属
の
範
囲
は
公
的
領
域
と
私
的
領
域
の
区
別
の
問
題
で
あ
る
か
ら
、
国
家
の
帰
属
の
拡
大
に
よ
る
責
任
の
拡
大
は
、
国
際
法
の
介
入

(162) 

に
よ
る
各
国
の
社
会
の
公
的
領
域
の
拡
大
と
私
的
領
域
の
縮
小
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
る
。
何
も
事
実
上
の
機
関
の
範
囲
を
拡
大
し
な
け

23-3・4-221 (香法 2004)



(
7
)
 

(
6
)
 

(
5
)
 

(
4
)
 

(
3
)
 

(
2
)
 

(
1
)
 こ。t

 

れ
ば
国
家
に
よ
る
有
効
な
規
制
が
期
待
し
え
な
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。

帰
属
の
範
囲
を
認
め

C
の
最
終
草
案
も
、

「
事
実
上
の
機
関
」

為
と
の
区
別
と
い
う
従
来
の
枠
組
に
と
ど
ま
っ
た
と
解
す
べ
き
で
あ
り
、

「
事
実
上
の
公
務
員

(
d
e
f
a
c
t
o
 
a
g
e
n
t
ま
た
は
d
e
f
a
c
t
o
 
official)
」
と
い
う
語
も
あ
る
が
、
学
説
で
は
機
関
と
公
務
員
の
語
は
厳
密
に
区
別
さ
れ
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
の
で
、
本
稿
で
は
「
事
実
上
の
機
関
」
で
統
一
す
る
。

I
L
C
草
案
の
第
二
読
の
特
別
報
告
者
C
r
a
w
f
o
r
d
は
「
機
関

(organs)
」
と
「
人

(agents, 
公
務
員
）
」
を
区
別
し
、
前
者
を
フ
ォ
ー
マ
ル
な
機
関
、
後
者
を
事
実
上
の
機
関
の
意
味
で
用
い
た
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
国
際
法
上

の
「
帰
属
」
概
念
に
関
す
る
考
察
」
『
香
川
大
学
法
学
部
創
設
二
十
周
年
記
念
論
文
集
』
（
二
0
0
三
年
）
三
三
四
頁
注

(19)
参
照
。

U
n
i
t
e
d
 
Nations, 「

説
明
責
任
」

Official 
R
e
c
o
r
d
s
 
o
f
 
the 
G
e
n
e
r
a
l
 
A
s
s
e
m
b
l
y
,
 
5
6
t
h
 
session, 
s
u
p
p
l
e
m
e
n
t
 
no. 
l
O
(
A
/
5
6
/
1
0
)
 (
2
0
0
1
)
,
 
p. 
43, 
reprinted 
in 
J. 

C
r
a
w
f
o
r
d
,
 
T
h
e
 International L
a
w
 C
o
m
m
i
s
s
i
o
n
'
s
 Articles o
f
 State Responsibility (
2
0
0
2
)
.
 

I
L
C
最
終
草
案
―
一
条
。

拙
稿
•
前
掲
―
―
1
0
六
頁
参
照
。

C
r
a
w
f
o
r
d
の
議
論
に
つ
い
て
は
、
J
.

C
r
a
w
f
o
r
d
,
 
First R
e
p
o
r
t
 o
n
 State Responsibility, 
U
.
 N
.
 D
o
c
・
,
 
N
C
N
.
 4
/
4
9
0
/
 Ad
d
.
 5
 (1
9
9
8
)
,
 
pp. 8
-
9
,
 
para. 

167. 

な
お
、
参
照
、
山
田
中
正
「
国
連
国
際
法
委
員
会
第
五
0
会
期
の
審
議
概
要
」
国
際
法
外
交
雑
誌
九
七
巻
六
号
(
-
九
九
九
年
）
五
五
頁
。
最
終
草

案
は
三
条
で
国
際
違
法
行
為
の
認
定
は
国
際
法
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
こ
と
を
明
確
に
し
つ
つ
、
帰
属
に
お
け
る
国
内
法
の
役
割
を
草
案
四
条
二
項
に
残
し

L. Condorelli, 
L
'
i
m
p
u
t
a
t
i
o
n
 a
 l'Etat 
d
'
u
n
 fait 
i
n
t
e
m
a
t
i
o
n
a
l
e
m
e
n
t
 illicite: 
solutions 
classiques 
et 
n
o
u
v
e
l
l
e
s
 
tendances, 
R
e
c
u
e
i
l
 d
e
s
 c
o
u
r
s
 d
e
 

l
'
A
c
a
d
e
m
i
e
 d
e
 droit international d
e
 la 
H
a
y
e
 (hereinafter R
e
c
u
e
i
l
 d
e
s
 c
o
u
r
s
)
,
 
vol. 
1
8
9
 (
1
9
8
4
-
V
I
)
,
 
p. 
28. 

W. R
i
p
h
a
g
e
n
,
 
S
e
v
e
n
t
h
 R
e
p
o
r
t
 o
n
 State Responsibility, 
!
L
C
 Y
e
a
r
b
o
o
k
,
 
1
9
8
6
,
 
vol. 2, 
part 
1, 
p. 
11, 
para. 6. 

例
の
多
く
が
、
誘
拐
、
諜
報
活
動
、
破
壊
工
作
、
テ
ロ
行
為
な
ど
で
あ
る
こ
と
も
、
国
家
の
こ
の
よ
う
な
傾
向
を
物
語
る
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

Cf.

G
.
 T
o
w
n
s
e
n
d
,
 
State Responsibility for A
c
t
s
 o
f
 D
e
 F
a
c
t
o
 A
g
e
n
t
s
,
 
A
r
i
w
n
a
 J
o
u
r
n
a
l
 o
f
 International a
n
d
 C
o
m
p
a
r
a
t
i
v
e
 L
a
w
,
 
v
o
l
.
1
4
(
1
9
9
7
)
,
 
p. 

を
正
当
に
評
価
す
る
た
め
の
基
準
の
緩
和
は
あ
っ
た
も
の
の
、

国
家
機
関
の
行
為
と
私
人
の
行

(163) 

ま
た
そ
の
よ
う
に
運
用
さ
れ
て
い
く
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。

を
課
せ
ば
よ
い
の
で
あ
っ
て
、

そ
れ
以
上
に
帰
属
を
認
め
る
必
要
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

各
国
が
そ
の

「
自
己
組
織
権
」

「
事
実
上
の
機
関
」

を
行
使
し
た
範
囲
に
正
確
に

五
〇

に
関
す
る
事

I
L
 23-3•4-222 (香法 2004)
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(16) 

(17) 

(18) 

(19) 

(20) 

(15) 
A
g
o
,
 
T
h
i
r
d
 R
e
p
o
r
t
,
 
p. 
2
6
5
,
 
p
a
r
a
.
 

1
9
3
 

I
b
i
d
 

•• 

vol. 8, 
p
p
.
 8

4
 a
n
d
 2
2
5
.
 

6
7
8
.
 最

終
草
案
の
起
草
委
員
会
の
議
長
で
あ
っ
た
S
i
m
m
a
は
、
通
常
の
帰
属
の
場
合
は
国
内
法
が
「
重
要
な
役
割
」
を
果
た
す
が
、
「
国
内
法
が
国
家
の
有
機

的
構
造
の
中
で
事
実
上
国
家
機
関
と
し
て
作
用
す
る
個
人
ま
た
は
実
体
の
い
か
な
る
分
類
も
与
え
な
い
か
ま
た
は
不
正
確
な
分
類
を
与
え
る
状
況
に
お
い

て
」
国
際
法
が
「
補
完
的
役
割
」
を
果
た
す
と
述
べ
て
い
る
。

S
t
a
t
e
m
e
n
t
o
f
 t
h
e
 C
h
a
i
r
m
a
n
 o
f
 t
h
e
 D
r
a
f
t
i
n
g
 C
o
m
m
i
t
t
e
e
,
 
B
.
 
S
i
m
m
a
(
l
9
9
8
)
.
 

C
o
n
d
o
r
e
l
l
i
,
 
L
'
i
m
p
u
t
a
t
i
o
n
,
 
p. 
7
1
.
 

I
L
C
草
案
の
い
く
つ
か
の
条
文
に
は
「
統
治
権
能

(
g
o
v
e
r
n
m
e
n
t
a
l

a
u
t
h
o
r
i
t
y
)

の
要
素
を
行
使
す
る
」
こ
と
へ
の
言
及
が
あ
る
（
例
え
ば
最
終
草
案

五
条
及
び
九
条
）
。
し
か
し
、
五
条
自
体
は
「
統
治
権
能
」
の
内
容
を
定
義
し
て
お
ら
ず
、

I
L
C
自
身
も
そ
れ
が
社
会
の
歴
史
や
伝
統
に
依
存
す
る
こ
と

を
認
め
、
「
特
に
重
要
な
の
は
、
権
限
の
内
容
だ
け
で
な
く
、
権
限
が
実
体
に
付
与
さ
れ
た
方
法
、
権
限
が
行
使
さ
れ
る
目
的
及
び
権
限
の
行
使
に
つ
い
て

実
体
が
政
府
に
責
任
を
負
う
程
度
で
あ
ろ
う
」
と
述
べ
て
い
る
。

C
o
m
m
e
n
t
a
r
y
to A
r
t
i
c
l
e
 5, 
A
/
5
6
/
1
0
,
 
p. 
9
4
,
 
p
a
r
a
.
 6. 

H. D
i
p
l
a
,
 

La r
e
s
p
o
n
s
a
b
i
l
i
t
e
 d
e
 l
'
E
t
a
t
 p
o
u
r
 v

i
o
l
a
t
i
o
n
 d
e
s
 d
r
o
i
t
s
 d
e
 l
'
h
o
m
m
e
.
 
P
r
o
b
l
e
m
s
 d
'
i
m
p
u
t
a
t
i
o
n
 (
1
9
9
4
)
,
 
p. 
6
7
.
 

C
r
a
w
f
o
r
d
,
 
First R
e
p
o
r
t
,
 A
/
 
C
N
.
 4
 /
 4
9
0
 ¥
 Ad
d
.
 5
 p. 
2
3
,
 
p
a
r
a
.
 2

1
7
.
 

す
で
に
こ
の
問
題
を
取
り
扱
っ
た
も
の
と
し
て
、
薬
師
寺
公
夫
「
国
際
法
委
員
会
「
国
家
責
任
条
文
」
に
お
け
る
私
人
行
為
の
国
家
へ
の
帰
属
」
山
手

治
之
・
香
西
茂
編
『
国
際
社
会
の
法
構
造
•
そ
の
歴
史
と
現
状
』
（
東
信
堂
、
二
0
0

三
年
）
二
六
一
頁
。

/
L
C
 Y
e
a
r
b
o
o
k
,
 
1
9
7
4
,
 
vol. 2, 
p
a
r
t
 
1
 `
 
p. 
2
8
3
,
 
p
a
r
a
s
.
 2

-
3
.
 
~
~
-
s::: ハ
冬
木
い
5

は
OO
の
出
コ
局
が
不
在
の
場
合
に
統
治
権
能
を
行
使
し
た
私
人
の
行
為
に

関
す
る
も
の
で
、

A
g
o

の
原
案
で
は
本
来
の
「
事
実
上
の
機
関
」
に
含
め
ら
れ
て
い
た
の
を
独
立
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。

A
g
o
案
八
条
は
、
「
国
家
の
国
内

法
秩
序
の
下
で
、
公
式
に
国
家
の
機
関
ま
た
は
国
家
か
ら
分
離
し
た
公
的
組
織
の
地
位
を
持
た
な
い
人
ま
た
は
人
の
集
団
の
行
為
も
ま
た
、
国
際
法
上
当
該

国
家
の
行
為
と
み
な
さ
れ
る
」
。

R
.
A
g
o
,
 
T
h
i
r
d
 R
e
p
o
r
t
 o
n
 S
t
a
t
e
 R
e
s
p
o
n
s
i
b
i
l
i
t
y
,
 
/
L
C
 Y
e
a
r
b
o
o
k
,
 
1
9
7
1
,
 
vol. 
2, 
p
a
r
t
 
1, 
p. 
2
6
7
,
 
p
a
r
a
.
 

1
9
7
.
 

な
お
、

A
g
o

の
報
告
書
で
は
、
公
共
交
通
、
郵
便
業
務
、
衛
生
業
務
、
自
動
車
の
運
転
な
ど

/
L
C
 Y
e
a
r
b
o
o
k
,
 
1
9
7
4
,
 
vol. 2, 
p
a
r
t
 
1, 
p. 
2
8
3
,
 
p
a
r
a
.
 2. 

を
私
人
に
委
託
す
る
例
が
挙
げ
ら
れ
て
い
た
。

A
g
o
,

T
h
i
r
d
 R
e
p
o
r
t
,
 
p. 
2
6
3
,
 
p
a
r
a
.
 

1
9
0
.
 

/
L
C
 Y
e
a
r
b
o
o
k
,
 
1
9
7
4
,
 
vol. 2, 
p
a
r
t
 
1, 
p. 
2
8
4
,
 
p
a
r
a
s
.
 4ー

5.

R
e
p
o
r
t
s
 o
f
 I
n
t
e
r
n
a
t
i
o
n
a
l
 A
r
b
i
t
r
a
l
 A
w
a
r
d
s
 (
h
e
r
e
i
n
a
f
t
e
r
 R
I
A
A
)
,
 
vol. 6, 
p. 
1
6
0
.
 

Ibid., 
vol. 4, 
p. 
2
6
5
.
 

(14) 

(11) 

(12) 

(13) 

(
9
)
 

(10) 

(
8
)
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(28) 

(27) 
Ibid.; 
T
o
w
n
s
e
n
d
,
 
0
 p. 
cit., 
p. 
6
6
9
.
 

こ
の
事
件
は
、
ス
イ
ス
国
内
に
在
住
す
る
イ
タ
リ
ア
人
R
o
s
s
i
が
一
九
二
八
年
に
イ
タ
リ
ア
警
察
と
の
「
合
意
に
よ
り
行
動
す
る
」
者
に
よ
り
誘
拐
さ
れ

イ
タ
リ
ア
国
内
に
連
行
さ
れ
、
そ
の
地
で
イ
タ
リ
ア
警
察
に
よ
り
逮
捕
さ
れ
た
事
件
で
あ
る
。
ス
イ
ス
政
府
は
、
誘
拐
が
イ
タ
リ
ア
警
察
の
公
務
員
ま
た
は

そ
れ
に
協
働
し
て
行
為
す
る
者
に
よ
り
行
わ
れ
た
も
の
で
、
当
該
誘
拐
は
国
際
法
違
反
で
あ
る
と
主
張
し
た
が
、
イ
タ
リ
ア
政
府
は
否
定
し
た
。

A
g
o
に
よ

れ
ば
、
両
国
間
に
は
、
イ
タ
リ
ア
政
府
と
の
合
意
に
よ
り
行
動
し
て
い
る
こ
と
が
立
証
さ
れ
た
な
ら
ば
イ
タ
リ
ア
が
責
任
を
負
う
こ
と
で
見
解
の
一
致
が
あ
っ

た
と
い
う
。

A
g
o
,

T
h
i
r
d
 R
e
p
o
r
t
,
 
p. 
2
6
5
,
 
para. 
193. 

(23)

一
九
三
五
年
に
、
ス
イ
ス
国
内
に
在
住
す
る
ド
イ
ツ
人
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
ス
イ
ス
に
亡
命
し
て
い
た
J
a
c
o
b
が
ゲ
シ
ュ
タ
ポ
の
一
員
ま
た
は
ゲ
シ
ュ
タ

ポ
に
雇
用
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
者
に
よ
り
誘
拐
さ
れ
、
ド
イ
ツ
国
境
で
待
ち
受
け
て
い
た
ド
イ
ツ
当
局
に
逮
捕
さ
れ
た
事
件
で
あ
る
。
ス
イ
ス
政
府
は
ド
イ

ツ
当
局
の
協
力
の
下
で
行
わ
れ
た
と
抗
議
し
、
両
国
間
で
こ
の
紛
争
を
仲
裁
に
付
託
す
る
協
定
が
締
結
さ
れ
た
。
し
か
し
、
ド
イ
ツ
が
J
a
c
o
b
の
身
柄
を
ス

イ
ス
に
返
還
し
、
ス
イ
ス
政
府
が
J
a
b
o
b
を
逮
捕
す
る
こ
と
で
解
決
し
た
（
ド
イ
ツ
の
関
与
を
示
す
証
拠
が
多
数
存
在
し
た
こ
と
が
そ
の
理
由
と
み
ら
れ
て

い
る
）
。

Ibid.;

T
o
w
n
s
e
n
d
,
 
op. 
cit., 
p. 
6
6
8
.
 

!
L
C
 Y
e
a
r
b
o
o
k
,
 
1
9
7
4
,
 
vol. 2, 
part 
1, 
p. 
2
8
4
,
 
para. 
5
.
)
(
!
J
&
に
I
L
C
は
、
新
聞
そ
の
他
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
の
行
為
に
よ
り
紛
争
が
生
じ
た
事
例
に

お
い
て
、
そ
の
よ
う
な
行
為
が
起
き
た
国
に
お
い
て
こ
れ
ら
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
が
政
府
に
よ
り
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
責
任
が
あ

る
と
の
主
張
が
行
わ
れ
た
と
い
う
。

Ibid.,

p. 
2
8
4
,
 
para. 6. 
Cf. 
A
g
d
,
 
T
h
i
r
d
 R
e
p
o
r
t
,
 
p. 
2
6
6
,
 
para. 
194. 

/
L
C
 Y
e
a
r
b
o
o
k
,
 
1
9
7
4
,
 
vol. 2, 
part 
1, 
pp. 2
8
4
-
2
8
5
,
 
para. 8. 

~
~
L

、

I
L
C

は
、
立
証
で
き
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
私
人
の
行
為
に
関
し
て
国

家
が
責
任
を
負
う
場
合
に
該
当
し
う
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
。

I. 
B
r
o
w
n
l
i
e
,
 
S
y
s
t
e
m
 o
f
 the l
a
w
 o
f
 N
a
t
i
o
n
s
:
 
State Responsibility, 
part 
1
 (
1
9
8
3
)
,
 
p. 
1
6
4
;
 
Condorelli, 
L
'
i
m
p
u
t
a
t
i
o
n
,
 
pp. 5
4
 a
n
d
 1
0
1
 ;
 C
.
 

Kress, 
L
'
0
 rg
a
n
e
 
d
e
 f
a
c
t
o
 
e
n
 
droit 
international 
public, 
reflexitons 
sur 
l'imputation 
a
 l'Etat 
d
e
 
l'acte 
d
'
u
n
 
particulier 
a
 la 
l
u
m
i
e
r
e
 
d
e
s
 

d
e
v
e
l
o
p
p
e
m
e
n
t
s
 
recents, 
R
e
v
u
e
 
g
e
n
e
r
a
l
e
 
d
e
 
droit 
international 
p
u
b
l
i
c
(
h
e
r
e
i
n
a
f
t
e
r
 
R
G
D
I
P
)
,
 
v
o
l
.
1
0
5
(
2
0
0
1
)
,
 
p
.
1
0
1
;
 

A. J
.
 J
.
 

D
e
 H
o
o
g
h
,
 

Articles 
4
 a
n
d
 
8
 0
 f
 the 2
0
0
1
 I
L
C
 Articles o
n
 State Responsibility, 
the T
a
d
i
c
 C
a
s
e
 a
n
d
 Attribution o
f
 A
c
t
s
 o
f
 B
o
s
n
i
a
n
 S
e
r
b
 Authorities to 
the 

F
e
d
e
r
a
l
 R
e
p
u
b
l
i
c
 o
f
 Y
u
g
o
s
l
a
v
i
a
,
 
British 
Y
e
a
r
b
o
o
k
 o
f
 International L
a
w
 (hereinafter B
Y
I
L
)
,
 
2
0
0
1
,
 
p. 
2
7
7
.
 

ぞ
ess,

op. 
cit., 
p. 
101. 

こ
れ
は
、

A
g
o
案
を
修
正
し
た
際
、

A
g
o
案
八
条
（
第
一
読
草
案
八
条
田
）
に
含
ま
れ
て
い
た

立
さ
せ
て
八
条
⑮
と
し
た
た
め
生
じ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

(26) 

(25) 

(24) 

(21) 

(22) 
/
L
C
 Y
e
a
r
b
o
o
k
,
 
1
9
8
0
,
 
vol. 
2, 
part 1, 
p. 
92, 
para. 36. 

「
緊
急
時
の
公
務
員
」
を
独

五
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S
e
v
e
n
t
h
 R
e
p
o
r
t
,
 
p
p
.
 1

0ー

1
1
,

paras. 5
 
a
n
d
 8
-
9
.
 

I
L
C
は
、
私
人
の
行
為
に
関
す
る
第
一
読
草
案
―
一
条
の
コ
メ
ン
タ
リ
ー
で
、
（
自
国
）
領
域
内
で
活
動
す
る
集
団
の
行
為
に
関
す
る
責
任
は
、
私
人

の
行
為
に
対
す
る
監
視
な
ど
の
欠
如
に
よ
り
、
ま
た
は
領
域
内
で
外
国
へ
の
攻
撃
を
目
的
と
す
る
準
備
活
動
を
容
認
し
な
い
特
別
の
義
務
か
ら
生
じ
る
責
任

で
あ
る
が
、
集
団
と
国
家
と
の
よ
り
密
接
な
関
係
に
よ
り
「
事
実
上
の
機
関
」
と
み
な
さ
れ
る
こ
と
に
よ
る
責
任
の
原
因
も
存
在
す
る
と
し
て
次
の
よ
う
に

述
べ
る
。
「
当
該
政
府
が
当
該
集
団
の
組
織
化
を
奨
励
し
及
び
促
進
し
さ
え
し
、
財
政
的
援
助
、
訓
練
及
び
武
器
を
供
与
し
、
集
団
の
活
動
を
あ
り
う
る
作

戦
の
目
的
で
自
ら
の
軍
隊
の
そ
れ
に
協
働
さ
せ
る

(
c
o
,
 
o
r
d
i
n
a
t
e
)

こ
と
な
ど
が
知
ら
れ
る
場
合
に
は
、
当
該
集
団
は
国
際
法
の
観
点
か
ら
は
個
人
で
あ
る

こ
と
を
止
め
る
。
当
該
集
団
は
国
家
と
協
調
し

(in
c
o
n
c
e
r
t
 w
i
t
h
)

か
つ
そ
の
教
唆
に
よ
り

(at
t
h
e
 instigation)

行
為
す
る
形
態
と
な
り
、
そ
し
て
当
該

国
家
に
よ
っ
て
授
権
さ
れ

(
a
u
t
h
o
r
i
z
e
d
)

及
び
委
託
す
ら
さ
れ
た

(entrusted)

任
務

(
m
i
s
s
i
o
n
s
)

を
実
行
す
る
の
で
あ
る
」
。

!
L
C
Y
e
a
r
b
o
o
k
,
 
1
9
7
5
,
 
vol. 

2
,
 
p
p
.
 7
9
-
8
0
,
 
para. 3
2
.
 

こ
こ
で
は
「
協
働
」
「
教
唆
」
だ
け
で
な
く
、
「
授
権
」
「
委
託
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
が
示
さ
れ
て
い
る
点
で
興
味
深
い
。
こ
の

箇
所
は
前
述
し
た
R
i
p
h
a
g
e
n
の
修
正
案
の
元
に
な
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
が
、
ま
た
後
述
の
ニ
カ
ラ
グ
ア
事
件
や
Tactic
事
件
で
問
題
と
な
っ
た
外
国
に
よ

る
武
装
集
団
へ
の
支
援
の
状
況
に

I
L
C
が
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
か
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

(31) 

(32) 

(33) 

(34) 

(35) 

(36) 

(37) 

(38) 

(39) 

(40) 

(41) 

(30) 

(29) 
具
体
的
に
は
、
私
人
の
行
為
は
国
家
に
帰
属
し
な
い
と
す
る
条
文
（
第
一
読
草
案
一

!
C
J
 R
e
p
o
r
t
s
,
 
1
9
8
0
,
 
p
p
.
 2
9
-
3
3
,
 
paras. 5
7
-
6
8
.
 

C
o
n
d
o
r
e
l
l
i
,
 
L
'
i
m
p
u
t
a
t
i
o
n
,
 
p
p
.
 9

4
-
9
5
.
 

!
C
J
 R
e
p
o
r
t
s
,
 
1
9
8
0
,
 
p. 2
9
,
 
para. 5
8
.
 

Ibid., 
p
p
.
 3
4
-
3
5
,
 
paras. 7
3
-
7
4
.
 

C
o
n
d
o
r
e
l
l
i
,
 
L
'
i
m
p
u
t
a
t
i
o
n
,
 
p. 
102. 

!
C
J
 R
e
p
o
r
t
s
,
 
1
9
8
6
,
 
p
p
.
 4
5
-
5
1
,
 
paras. 7
5
 
|
 

8
6
.
 

Ibid., 
p. 6
2
,
 
para. 1
0
9
.
 

Ibid・, 
p
p
.
 6

4
 
|
 

6
5
,
 
para. 1
1
5
.
 

Ibid., 
p
p
.
 5
3
-
6
5
,
 
paras. 9
3
 
|
 

1
1
6
.
 

Ibid., 
p. 
1
1
4
,
 
para. 2
2
0
.
 

ほ
か
に
、

A
g
o
裁
判
官
は
、
本
件
は
、
実
体
の
行
為
の
帰
属
の
否
定
と
帰
属
し
な
い
実
体
の
行
為
に
関
連
し
て
の
国
家
機
関
の
行
為
に
よ
る
責
任
の
認

定
と
い
う
点
で
大
使
館
人
質
事
件
と
類
似
し
て
お
り
、
同
事
件
を
引
用
す
べ
き
で
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。

Ibid.,

p
p
.
 1
8
7
-
1
9
0
,
 
paras. 1
4ー

1
9
.

一
条
）

五

の
但
書
と
し
て
規
定
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
。

R
i
p
h
a
g
e
n
,

23-3•4-225 (香法 2004)



別
の
“

(43) 

(42) 
例
え
ば
、
J
•
V
e
r
h
o
e
v
e
n
,
 
L
e
 droit, 
le j
u
g
e
 et 
la 
violance. 
L
e
s
 arrets 
N
i
c
a
r
a
g
u
a
 c. 
Etats 1 U
n
i
s
,
 
R
G
D
I
P
,
 
vol. 
9
1
 (
1
9
8
7
)
,
 
pp. 
1
2
3
 0ー

1
2
3
1
.

お、

V
e
r
h
o
e
v
e
n
は
、
裁
判
所
の
結
論
は
、
米
国
に
よ
る
「
一
般
的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
の
事
実
に
も
か
か
わ
ら
ず
C
o
n
t
r
a
が
米
国
の
機
関
の
資
格
を
持
た
な

い
か
ら
な
の
か
、
そ
れ
と
も
、
一
般
的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
ゆ
え
に
C
o
n
t
r
a
は
事
実
上
の
機
関
の
資
格
を
持
つ
が
、
違
反
の
申
し
立
て
ら
れ
た
作
戦
に
”
特

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
行
使
し
な
か
っ
た
か
ら
な
の
か
は
不
明
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

C
o
n
d
o
r
e
l
l
i
 `
 
L
'
i
m
p
u
t
a
t
i
o
n
,
 
p. 
1
0
1
 ;
 
F• 

D
o
p
a
g
n
e
,
 
L
a
 responsabilite 
d
e
 l'Etat 
d
u
 fait 
d
e
s
 particuliers :
 les 
c
a
u
s
e
s
 
d
'
i
m
p
u
t
a
t
i
o
n
 revisitees 
p
a
r
 

les 
art ̀
 
icles 
sur la 
responsabilite d
e
 l'Etat p
o
u
r
 fait 

internationalement illicite, 
R
e
v
u
e
 b
e
l
g
e
 d
e
 droit international, 
vol. 3
4
 (
2
0
0
1
)
,
 
pp. 4
9
7ー

4
9
8
.

な
お
後
述
の
T
a
d
i
c
事
件
上
訴
裁
判
部
判
決
も
こ
の
よ
う
な
立
場
を
と
る
。

(44) 
C
r
a
w
f
o
r
d
,
 
First R
e
p
o
r
t
,
 
A
 ¥
 CN
.
 4
/
 49
0
/
 Ad
d
.
 5, 
p. 
18, 
para. 2
0
3
.
 

(45)

こ
の
裁
判
所
の
認
定
を
批
判
し
、
米
国

(
C
I
A
)
の
C
o
n
t
r
a
に
対
す
る
「
作
戦
上
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
が
存
在
し
、

C
o
n
t
r
a
の
ニ
カ
ラ
グ
ア
市
民
（
文

民
）
へ
の
残
虐
行
為
に
米
国
は
責
任
を
負
う
と
主
張
す
る
も
の
と
し
て
、

F.

A. B
o
y
l
e
,
 
D
e
t
e
r
m
i
n
i
n
g
 U
.
 S. 
Responsibility for C
o
n
t
r
a
 O
p
e
r
a
t
i
o
n
s
 u
n
d
e
r
 

International L
a
w
,
 
A
m
e
r
i
c
a
n
 J
o
u
r
n
a
l
 o
f
 International L
a
w
 (hereinafter A
J
I
L
)
,
 
vol. 8
1
 (
1
9
8
7
)
,
 
p. 
86. 

(46)

革
命
の
進
行
と
と
も
に
、
旧
政
権
を
支
え
て
い
る
と
さ
れ
た
米
国
に
対
す
る
反
対
感
情
が
高
揚
し
、
米
国
人
に
対
す
る
危
害
が
跡
を
断
た
ず
、
一
九
七

八
年
―
一
月
か
ら
翌
年
二
月
ま
で
の
間
に
約
四
万
人
の
米
国
人
が
国
外
退
去
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

C
.
N
.
 B
r
o
w
e
r
,
 
T
h
e
 
Iran ,
 
U
n
i
t
e
d
 
States 

C
l
a
i
m
s
 

Tribunal, 
R
e
c
u
e
i
l
 
d
e
s
 
cours, 
vol. 
2
2
4
 (
1
9
9
0
-
V
)
,
 
p. 
2
6
8
.
 
-{::ft
お
、
平
小
国
]
は
睛
叩
ギ
盆
佃
裁
判
i所
ニ
で
の
追
放
に
関
す
る
事
件
の
中
で
、
米
国
人
の
集
団
追
放

が
違
法
で
あ
り
イ
ラ
ン
は
責
任
を
負
う
と
の
請
求
を
提
起
し
た
が
、
裁
判
所
は
そ
の
よ
う
な
一
般
化
は
裁
判
所
の
司
法
機
能
に
反
す
る
と
し
て
退
け
、
追
放

の
違
法
性
は
個
々
の
事
件
の
状
況
に
照
ら
し
て
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
た
。
S
h
o
r
t
v. 
Iran, 
reprinted in 
/ミ
ernational
L
a
w
 R
e
p
o
r
t
s
 (hereinafter 

I
L
R
)
,
 
vol. 8
2
 (
1
9
9
0
)
,
 
p. 
158, 
para. 2
7
;
 
Y
e
a
g
e
r
 v. 
Iran, 
ibid., 
pp. 
1
8
7ー

188,

para. 2
4
 ;
 Ra
n
k
i
n
 v. 
I
r
a
n
 (
1
9
8
7
)
,
 
ibid., 
p. 
2
1
0
,
 
paras. 
1
1
-
1
2
.
 

(47) 
S
h
o
r
t
 
v. 
Iran, 
pp. 
1
5
9
-
1
6
2
,
 
paras. 2
8
-
3
5
.
 Brower~ 

判
双
目
の
阿
C
対
意
見
が
あ
り
、

K
h
o
m
e
i
n
i
師
吋
の
吉
ノ
明
が
米
国
人
に
対
す
る
危
害
や
集
団
的
追
放

を
も
た
ら
し
た
の
で
あ
る
こ
と
、
革
命
運
動
の
場
合
は
国
家
と
異
な
り
支
持
者
の
行
動
も
帰
属
す
る
こ
と
、
請
求
者
に
挙
証
責
任
を
課
す
の
で
は
な
く
、
裁

判
所
は
米
国
人
の
追
放
は

K
h
o
m
e
i
n
i
師
及
び
そ
の
支
持
者
の
作
為
ま
た
は
不
作
為
の
ゆ
え
に
な
さ
れ
た
と
い
う
「
覆
し
う
る
推
定
」
を
採
用
す
べ
き
で
あ
っ

た
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。

Ibid.,

p. 
162. 
本
件
と
同
様
の
理
由
で
請
求
を
否
定
し
た
事
件
と
し
て
、

R
a
n
k
i
n
v. 
Iran, 
ibid. ｀
 
p. 
2
0
4
.
 

(48)

詳
細
に
は
、

Y
e
a
g
e
r
の
家
主
が
彼
ら
を
革
命
防
衛
隊
と
説
明
し
た
こ
と
、
彼
ら
が
独
自
の
腕
章
を
着
用
し
て
い
た
こ
と
、
報
道
に
よ
れ
ば
連
行
の
前
日

か
ら
革
命
防
衛
隊
が
治
安
維
持
の
た
め
H
i
l
t
o
n
H
o
t
e
l
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
下
に
置
い
て
い
た
こ
と
か
ら
、
請
求
者
の
主
張
を
認
め
た
。

（璧

Y
e
a
g
e
r
 v. 
Iran, 
pp. 
1
9
1ー

195,

paras. 3
5
-
4
6
.
 

五
四

な
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（呂）

（忘）

（怨）

（召）

（芯）

(m空）

Ibid., 
p. 

200, 
paras. 61-63. 

Arthur Y
o
u
n
g
 &

 Co. 
v. 
Iran et 

al. 
,

 Iran-United States Claims Tribunal Reports, 
vol. 

17, 
p. 

245. 

Hilt v. 
Iran et al. 

,
 ibid., 

vol. 
18, 

p. 
154. 

William Pereira Associates, 
Iran v. 

Iran, 
ibid., 

vol. 
5, 
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198. 

艦
出
如
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心
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心
⇒

ヤ
'
C
o
m
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r
Sciences Corp. 

v. 
Iran et 

al. 
(1986), 

ibid., 
vol. 
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p. 
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6
9
;
 
Sola Tiles, 
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14, 
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223. 
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268. 
幸
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海
苔
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バ
8

心
心
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ヤ
窟
哭
如
怜
詞
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心
声

恙
心
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ヤ
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A
H
F
I
Planning Associates, 

Inc. 
v. 
Iran et 

al. (1986), 
ibid., 

vol. 
11, 

p. 
1
6
8
;
 
Schott v. 

Iran 
(1990), 

匡
任

ヤミ―C，り）
ibid., 

vol. 
24, 

p. 
2
0
3
 ;

 Pointon v. 
ibid., 

vol. 
24, 

p. 
227. 

「巨翠文汽
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E号」

（呂）

心{:兵は出｝艦悩回e.Tさ経回

（呂）

(En) 

（沼）

（宮）

Iran (1991), 

D. D. Caron, 
T
h
e
 Basis of Responsibility :

 Attribution 
and Other Trans-Substantive Rules, 

in 
R. B. 

Lillich 
a
n
d
 D. B. M

a
g
r
a
w
 (eds.), 

Iran-United States 
Claims Tribunal: 

Its 
Contribution to 

the L
a
w
 of State Responsibility(l998), 

pp. 
139-140. 

T
h
e
 Jurisprudence o

f
 the Iran-United States Claims Tribunal(l996), 

p. 
204. 

Schering Corp. v. 
Iran, 

Iran-United States Claims Tribunal Reports, 
vol. 

5, 
p. 

361. 

茫
写

丑
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lJIICI
令
f
<
-
-

G
.
 H. Aldrich, 

T
h
e
 

E
a
s
t
m
a
n
 K
o
d
a
k
 v. 

Iran, 
ibid., 

vol. 
17, 

p. 
153. 
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旦
芸
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肉
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迂
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ヤ
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写
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心
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淀
心
⇒

ヤ
'
C
a
r
o
n
,

op. 
cit., 

p. 
147. 

(
8
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（己）

Aldrich, 
op. 

cit., 
p. 

4
7
1
;
 
T
o
w
n
s
e
n
d
,
 
op. 

cit., 
p. 

6
5
9
;
 
Caron, 

op. 
cit., 

pp. 
1
3
7
 and 148. 

詈
採

吋
C
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心
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Q
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豆
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侶
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心
⇒
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給
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←
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t--0°Crawford, 

First Report, 
A
/
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.
 4
/
 49

0
/
 Ad
d
.
 5, 

pp. 
2
0
 and 24, 

paras. 2
0
9
 and 

リ
這
辻
や

S
祗
ぐ
呉
函
麟
豆
坦
廷
~
Q
縣
巨
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Q
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1
'
D
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o
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g
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(73) 
委
貝
会
は
、

L
o
i
z
i
d
o
u
の
逮
捕
及
び
拘
禁
が
ト
ル
コ
兵
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
地
所
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
侵
害
が
キ
プ
ロ
ス
北
部
に
全
般
的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

を
行
使
す
る
ト
ル
コ
軍
の
存
在
に
よ
る
と
し
て
い
ず
れ
も
帰
属
を
肯
定
し
た
が
、
ど
ち
ら
も
欧
州
人
権
条
約
上
の
権
利
の
侵
害
に
あ
た
ら
な
い
と
し
た
。

R
e
p
r
i
n
t
e
d
 in L
o
i
z
i
d
o
u
 v. 
T
u
r
k
e
y
 (
P
r
e
l
i
m
i
n
a
r
y
 Objections), 
Publications o
f
 the E
u
r
o
p
e
a
n
 C
o
u
r
t
 o
f
 H
u
m
a
n
 R
i
g
h
t
s
 (hereinafter E
C
H
R
)
,
 
series 
A
,
 

vol. 3
1
0
,
 
p. 4
5
.
 

L
o
i
z
i
d
o
u
 v. 
T
u
r
k
e
y
 (Merits) ｀
 
reprinted in 
I
L
R
,
 
vol. 1
0
8
,
 
pp. 4
6
3
-
4
6
7
,
 
paras. 4
9
-
5
7
.
 

裁
判
所
が
T

R

N

C
の
地
位
及
び
樹
立
の
合
法
性
に
つ
い
て
判
断
を
回
避
し
て
ト
ル
コ
に
の
み
責
任
を
負
わ
せ
た
点
は
反
対
意
見
に
よ
っ
て
批
判
さ
れ

て
い
る
。
例
え
ば
、

Petti
ti
裁
判
官
は
裁
判
所
は
独
自
に
T

R

N

C
の
地
位
及
び
責
任
を
認
定
す
べ
き
で
あ
っ
た
と
述
べ
た
。

Ibid.,
p. 4
7
9
.
 

裁
判
官
の
意
見
に
つ
い
て
は
注

(71)
参
照
。

拙
稿
•
前
掲
三
一
九
頁
。

請
求
者
の
主
張
は
T

R

N

C
が
ト
ル
コ
の

「
地
域
的
統
治
体
」
で
あ
る
と
裁
判
所
に
認
定
さ
せ
る
こ
と
が
一
っ
の
目
的
で
あ
ろ
う
が
、

T

R

N

C
へ
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
有
無
に
関
係
な
く
帰
属
が
認
め
ら
れ
る
と
し
て
い
た
こ
と
に
も
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

D
e
 H
o
o
g
h
,
 
op. 
cit., 
pp. 2
7
3
-
2
7
4
;
 

L
o
i
z
i
d
o
u
,
 
Rivista di diritto 
internazionale, 
vol. 8
1
 

M
.
 C. Vitucci, 
Atti 
della 
R
e
p
u
b
b
l
i
c
a
 turca 
di 
C
i
p
r
o
 
del 
n
o
r
d
 
e
 responsabilita 
della 
T
u
r
c
h
i
a
 :
 

(
1
9
9
8
)
 

｀
 
p. 
1
0
7
3
.
 

ぞ
ess,

op. 
cit., 
p. 
1
0
9
.
 

B
e
r
n
h
a
r
d
t
裁
判
官
の
反
対
意
見

(
R
o
c
h
a
裁
判
官
が
同
調
）
は
、
状
況
か
ら
し
て
ト
ル
コ
の
み
に
責
任
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
裁
判
所
は
ト
ル
コ
の

占
領
が
違
法
で
あ
る
と
の
想
定
に
の
み
基
づ
い
て
北
キ
プ
ロ
ス
で
起
き
た
こ
と
の
す
べ
て
が
違
法
で
あ
る
と
判
断
し
て
い
る
が
、
現
在
の
状
況
は
統
一
交
渉

の
失
敗
な
ど
様
々
な
フ
ァ
ク
タ
ー
の
結
果
で
あ
り
、
裁
判
所
の
よ
う
に
判
断
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
述
べ
て
い
る
。
L
o
i
z
i
d
o
u
v. 
T
u
r
k
e
y
 (Merits), 
p. 4
 71
.
 

C
r
a
w
f
o
r
d
,
 
First 
Report, 
A
 ¥
 CN
.
 4
/
4
9
0
/
 A
d
d
.
 5
,
 
p. 2
1
,
 
para. 2
1
1
.
 

ほ
か
に
、
裁
判
所
の
認
定
は
、
北
キ
プ
ロ
ス
の
実
効
的
支
配
を
確
立
し
て
い
る

の
は
T

R

N

C
で
は
な
く
ト
ル
コ
で
あ
る
と
い
う
国
家
性
に
関
す
る
認
定
で
あ
る
と
み
る
見
解
が
あ
る
。

G
.
C
o
h
e
n
 ,
 
Jonathan, 
L'affaire L
o
i
z
i
d
o
u
 d
e
v
a
n
t
 

la 
C
o
u
r
 e
u
r
o
p
e
e
n
n
e
 d
e
s
 droits d
e
 l
'
h
o
m
m
e
.
 
Q
u
e
l
q
u
e
s
 observations, 
R
G
D
I
P
,
 
vol. 1
0
2
 (
1
9
9
8
)
,
 
pp. 1
4
 0
|
 14
1
.
 

ぞ
ess
も
、
裁
判
所
は
全
般
的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
内
容
（
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
権
力
す
な
わ
ち
T

R

N

C
の
政
策
へ
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
な
の
か
、

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
行
使
す
な
わ
ち
T

R

N

C
の
政
策
へ
の
形
成
ま
た
は
関
与
な
の
か
）

及
び
趣
旨
を
明
確
に
し
て
い
な
い
と
批
判
し
て
い
る
。
ぞ
ess,
op. cit• 

,
 p. 

1
0
8
.
 

(72) 

(70) 

(71) 

(69) 

(67) 

(68) 

(64) 

(65) 

(66) 

(63) 
Ibid 

を
明
ら
か
に
し
な
か
っ
た
し
、
全
般
的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
法
的
根
拠

五
六

そ
れ
と
も

B
e
r
n
h
a
r
d
t
 

II 
c
a
s
o
 

ト
ル
コ
に
よ
る

23-3・4-228 (香法 2004)
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(84) 

(83) Ibid.，

p. 
9
7
0
.
 

o
f
 
A
r
m
e
d
 

五
七

reprinted in 
I
L
M
,
 
vol. 
38, 
pp. 1
5
3
3
 

Conflict 
in 
the 
F
o
r
m
e
r
 
Y
u
g
o
s
l
a
v
i
a
 

p
日
as.
5
7
8
-
6
0
8
.
 

(82) 

(81) 

(79) 

(80) 

(78) 

(77) 

(74) 

(75) 

(76) 
D
e
 H
o
o
g
h
,
 
op. 
cit., 
pp. 2
7
2
-
2
7
3
.
 

/
C
J
 R
e
p
o
r
t
s
,
 
1
9
4
9
,
 
p. 
18. 

例
え
ば
、
宮
崎
繁
樹
「
許
容
性
決
定
に
関
す
る
概
観
」

一
八
頁
。

H
.
 Dipla, 

I'arret 
d
e
 
la 
C
o
u
r
 
d
e
 
S
t
r
a
s
b
o
u
r
g
 
e
n
 
I'affaire 
L
o
i
z
i
d
o
u
 
c. 

R
e
s
p
o
n
s
a
b
i
l
i
t
e
 
d
e
 
l'etat 
et 
droits 
d
e
 
l
'
h
o
m
m
e
:
 

hellenique d
e
 droit international, 
vol. 
5
0
(
1
9
9
7
)
,
 
pp. 2
4
-
2
6
.
 
Cf. B
.
 R
u
d
o
l
f
,
 
L
o
i
z
i
d
o
u
 v. 
T
u
r
k
e
y
,
 
A
H
L
,
 
vol. 9
1
(
1
9
9
7
)
,
 
p. 
5
3
2
.
 

本
事
件
の
管
轄
権
判
決
は
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
諸
条
約
共
通
三
条
や
同
第
二
追
加
議
定
書
な
ど
内
戦
に
適
用
さ
れ
る
国
際
人
道
法
に
違
反
す
る
行
為
を
行
っ

た
個
人
の
国
際
刑
事
責
任
（
戦
争
犯
罪
）
が
慣
習
法
上
確
立
し
て
い
る
と
し
た
。

P
r
o
s
e
c
u
t
o
r
v. 
T
a
d
i
c
 (Jurisdiction), 
I
C
T
Y
 (
A
p
p
e
a
l
s
 C
h
a
m
b
e
r
)
 
C
a
s
e
 

N
o
.
 I
T
-
9
4
-
1
 -A
R
7
2
 
(
1
9
9
5
)
,
 
reprinted in 
International L
e
g
a
l
 M
a
t
e
r
i
a
l
s
 (hereinafter I
L
M
)
,
 
vol. 35, 
p. 
62, 
para. 96. 
な
お
、
こ
の
問
題
に
つ
い

て
は
、
樋
ロ
一
彦
「
内
戦
に
適
用
さ
れ
る
国
際
人
道
法
の
違
反
に
対
す
る
処
罰
(
-
)
（
ニ
・
完
）
」
琉
大
法
学
五
八
号
(
-
九
九
七
年
）
二

0
三
頁
・
五
九

号
(
-
九
九
八
年
）
一
六
一
頁
。

P
r
o
s
e
c
u
t
o
r
 v. 
T
a
d
i
c
 
(Jurisdiction), 
p. 
57, 
para. 
77. 

な
お
、
裁
判
部
は
、
新
ユ
ー
ゴ
と

R
e
p
u
b
l
i
k
a

S
r
p
s
k
a
は
大
セ
ル
ビ
ア
の
創
設
、
ク
ロ
ア
チ
ア
の
ぞ
ajina
地
方
へ
の
補
給
路
確
保
と
い
う
共
通
の
軍
事

的
及
び
政
治
的
目
的
を
持
っ
て
い
た
の
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
必
要
は
な
か
っ
た
、
兵
姑
補
給
や
将
校
の
補
完
は
あ
っ
た
が
両
者
の
関
係
は
一
般
的
な
協
働
の

レ
ベ
ル
以
上
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
認
定
し
て
い
る
。

P
r
o
s
e
c
u
t
o
r
 v. 
T
a
d
i
c
 (Trial J
u
d
g
e
m
e
n
t
)
 
,
 I

C
T
Y
 (Trial 
C
h
a
m
b
e
r
 II) 

（
東
信
堂
、

一
九
九
五
年
）

C
a
s
e
 N
o
.
 I
T
-
9
4
-
1
-
T
 (
1
9
9
7
)
 
,
 reprinted in 

I
L
M
,
 
vol. 3
6
,
 
pp. 9
2
4
-
9
3
3
,
 

ま
た
、
裁
判
官
は
、
本
件
は
個
人
の
刑
事
責
任
の
決
定
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
国
家
責
任
の
帰
属
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

こ
と
を
強
調
し
、
占
領
軍
は
責
任
を
回
避
す
る
た
め
愧
儡
政
権
を
樹
立
す
る
こ
と
が
あ
り
フ
ォ
ー
マ
ル
な
基
準
に
依
る
べ
き
で
は
な
い
と
述
べ
て
い
る
。

こ
の
反
対
意
見
に
全
面
的
に
賛
成
す
る
も
の
と
し
て
、

T.
M
e
r
o
n
,
 
Classification 

N
i
c
a
r
a
g
u
a
'
s
 Fallout, 
A
J
I
L
,
 
vol. 
9
2
(
1
9
9
8
)
,
 
p. 
2
3
6
.
 

P
r
o
s
e
c
u
t
o
r
 v. 
T
a
d
i
c
 (
A
p
p
e
a
l
 J
u
d
g
e
m
e
n
t
)
,
 
I
C
T
Y
 
(
A
p
p
e
a
l
s
 C
h
a
m
b
e
r
)
,
 

ー

1
5
3
4
,

paras. 6
8
-
7
4
.
 

Ibid., 
pp. 1
5
3
5
 | 
1
5
4
9
,
 
paras. 8
 0ー

162.

C
a
s
e
 N
o
.
 I
T
-
9
4
 
|
 

1
-
A
 
(
1
9
9
9
)
,
 

『
国
際
人
権
規
約
先
例
集
ー
規
約
人
権
委
員
会
精
選
決
定
集
第

2
集』

T
u
r
q
u
i
e
,
 
R
e
v
u
e
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(90) 

(85) 
裁
判
部
は

S
t
e
p
h
e
n
s
事
件
、

Y
e
a
g
e
r
事
件
、

L
o
i
z
i
d
o
u
事
件
を
参
照
し
て
、
い
ず
れ
の
事
件
に
も
具
体
的
指
示
の
有
無
は
検
討
さ
れ
て
い
な
い
と
す
る
。

ま
た
、
裁
判
部
は
ド
イ
ツ
の
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
上
級
地
方
裁
判
所
の

Jorgic
事
件
判
決
(
-
九
九
七
年
）
を
参
照
し
て
い
る
。
同
事
件
で
は
、
具
体
的
行

為
の
命
令
の
有
無
を
検
討
せ
ず
に
、
新
ユ
ー
ゴ
に
よ
る
ボ
ス
ニ
ア
・
セ
ル
ビ
ア
人
軍
へ
の
財
政
支
援
、
組
織
化
、
装
備
供
与
及
び
両
者
の
間
の
緊
密
な
人
的
、

組
織
的
及
び
兵
姑
の
相
互
関
係
か
ら
、
セ
ル
ビ
ア
人
勢
力
が
新
ユ
ー
ゴ
に
代
わ
っ
て
行
為
し
た
と
認
定
し
た
。
他
方
、
民
族
解
放
運
動
に
関
す
る
国
家
実
行

及
び
ニ
カ
ラ
グ
ア
事
件

(
C
o
n
t
r
a
の
行
為
に
関
す
る
認
定
）
は
、
基
地
の
供
与
や
経
済
的
及
び
軍
事
的
支
援
で
は
援
助
国
の
責
任
は
な
い
と
し
た
と
い
う
。

Ibid., 
pp. 
1
5
4
2
-
1
5
4
4
,
 
paras. 
1
2
5
-
1
3
0
.
 

(86)

大
使
館
人
質
事
件
、
ニ
カ
ラ
グ
ア
事
件

(
U
C
L
A
S
の
行
為
に
関
す
る
認
定
）
、

S
h
o
r
t
事
件
を
参
照
し
て
い
る
。

Ibid.,

p. 
1
5
4
4
,
 
paras. 
1
3
3
-
135. 

(87)

国
家
の
指
示
の
有
無
に
関
係
な
く
、
国
家
の
機
構
の
中
で
の
現
実
の
行
為
に
よ
り
個
人
が
国
家
機
関
と
同
定
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
と
い
う
。
私
人
が
軍

隊
の
枠
組
の
中
で
も
し
く
は
関
係
し
て
ま
た
は
国
家
当
局
と
共
謀
し
て
行
為
す
る
場
合
、
私
人
の
行
為
は
国
家
に
帰
属
し
当
該
私
人
は
刑
事
責
任
を
問
わ
れ

る
と
い
う
。

Ibid.，

pp.
1
5
4
5
-
1
5
4
6
,
 
paras. 
1
4
1ー

145.

(88)

上
訴
裁
判
部
の
新
ユ
ー
ゴ
の
ボ
ス
ニ
ア
人
勢
力
に
対
す
る
「
全
般
的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
の
事
実
の
認
定
に
新
た
に
付
け
加
え
ら
れ
た
の
は
、
一
九
九
五

年
の
デ
イ
ト
ン
・
パ
リ
協
定
の
締
結
の
際
の
事
情
で
あ
る
。
代
表
団
は
新
ユ
ー
ゴ
三
人
、

R
e
p
u
b
l
i
k
a

S
r
p
s
k
a
三
人
の
計
六
人
で
構
成
さ
れ
、
代
表
団
の
決

定
が
可
否
同
数
の
場
合
は
新
ユ
ー
ゴ
の

M
i
l
o
s
e
v
i
c
大
統
領
が
決
定
票
を
投
じ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
ま
た
、
一
般
枠
組
協
定
は

M
i
l
o
s
e
v
i
c
大
統
領
が
署

名
し
、
そ
の
後
も
新
ユ
ー
ゴ
は

R
e
p
u
b
l
i
k
a

S
r
p
s
k
a
の
協
定
遵
守
を
確
保
す
る
こ
と
を
誓
約
し
た
な
ど
の
事
情
で
あ
る
。
裁
判
部
は
こ
の
こ
と
が
一
九
九
―
―

年
か
ら
九
五
年
ま
で
新
ユ
ー
ゴ
が
セ
ル
ビ
ア
人
勢
力
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
た
事
実
の
事
後
の
確
認
で
あ
る
と
し
た
。
こ
の
よ
う
な
事
実
認
定
に
対
す
る

批
判
と
し
て
、

M
.
Sassoli 
a
n
d
 
L. M
.
 O
l
s
o
n
,
 
T
h
e
 j
u
d
g
m
e
n
t
 o
f
 the 
I
C
T
Y
 A
p
p
e
a
l
s
 C
h
a
m
b
e
r
 o
n
 the 
merits 
in 
the Tactic 
case. 
N
e
w
 h
o
r
i
z
o
n
s
 for 

82, 
no. 8
3
9
(
2
0
0
2
)
,
 
p. 
7
4
1
.
 

international h
u
m
a
m
t
a
r
i
a
n
 a
n
d
 criminal l
a
w
 ?
,
 

R
e
v
u
e
 internationale d
e
 la 
C
r
o
i
x
 ,R
o
u
g
e
,
 
vol. 

(89) 
P
r
o
s
e
c
u
t
o
r
 v. 
T
a
d
i
c
 (
A
p
p
e
a
l
 J
u
d
g
e
m
e
n
t
)
,
 
p. 
1
6
1
2
.
 

ニ
カ
ラ
グ
ア
事
件
で
は
米
国
の
武
力
不
行
使
原
則
の
違
反
に
も
か
か
わ
ら
ず
C
o
n
t
r
a
と
ニ
カ
ラ

グ
ア
の
紛
争
を
国
際
的
武
力
紛
争
と
認
定
し
な
か
っ
た
の
だ
か
ら
説
得
力
に
欠
け
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
な
お
、

S
h
a
h
a
b
u
d
d
e
e
n
裁
判
官
は
、

B
l
a
s
k
i
c
事

件
第
一
審
裁
判
部
判
決
（
二

0
0
0
年
）
に
付
し
た
宣
言
で
も
、
全
般
的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
基
準
に
反
対
し
、
つ
ね
に
実
効
的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
の
意
見
を
述
べ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
実
効
的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
柔
軟
な
概
念
で
あ
る
こ
と
、
具
体
的
指
示
の
存
在
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の

証
明
の
手
段
に
過
ぎ
な
い
の
で
存
在
し
な
く
て
も
よ
く
、
具
体
的
指
示
は
人
道
法
違
反
に
対
し
て
は
必
要
な
く
、
武
力
行
使
に
あ
り
さ
え
す
れ
ば
よ
い
と
い

う
0

P
r
o
s
e
c
u
t
o
r
 v. 
B
l
a
s
k
i
c
(
T
r
i
a
l
 J
u
d
g
e
m
e
n
t
)
,
 
I
C
T
Y
 
(Trial 
C
h
a
m
b
e
r
 I), 
C
a
s
e
 N
o
.
 I
T
-
9
5ー

1
4
-
T
.

Celebici
事
件
第
一
審
裁
判
部
判
決
(
-
九
九
八
年
）
は
、
ニ
カ
ラ
グ
ア
事
件
は
ニ
カ
ラ
グ
ア
に
対
す
る
武
力
行
使
及
び
国
内
事
項
干
渉
に
よ
る
米
国
の

五
八
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国際法上の国家責任における 「事実上の機関」について （湯山）

五
九

彼
は
こ
の
よ
う
な
見
地
か
ら
上
訴
裁
判
部
判
決
を
批
判
し

「
全
般
的
コ
ン

責
任
を
決
定
す
る
こ
と
を
任
務
と
し
て
い
た
の
に
対
し
、
本
件
は
国
際
人
道
法
違
反
に
よ
る
個
人
の
訴
追
及
び
処
罰
が
問
題
で
あ
る
、
ニ
カ
ラ
グ
ア
事
件
は

既
存
の
主
権
国
家
間
の
問
題
で
あ
る
の
に
対
し
本
件
は
国
家
の
崩
壊
と
新
国
家
の
成
立
と
い
う
特
徴
が
あ
る
と
い
う
違
い
が
あ
る
と
し
、
ニ
カ
ラ
グ
ア
事
件

の
基
準
を
採
用
し
な
い
と
し
た
。

P
r
o
s
e
c
u
t
o
rv• 

D
e
l
a
l
i
c
 et 
al. 
(Trial J
u
d
g
e
m
e
n
t
)
,
 
I
C
T
Y
 
(Trial 
C
h
a
m
b
e
r
 II), 
C
a
s
e
 N
o
.
 I
Tー

9
6ー

2
1ー

T,

paras. 2
3
0
 

ー

2
3
1
.

す
で
に

R
a
j
i
c
事
件
の
起
訴
状
審
査
に
関
す
る
決
定
(
-
九
九
六
年
）
も
国
家
の
責
任
と
個
人
の
刑
事
責
任
と
い
う
違
い
が
あ
る
と
し
て
、
「
実
効

的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
の
基
準
を
採
用
せ
ず
、
「
一
般
的
な
政
治
的
及
び
軍
事
的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
と
い
う
基
準
を
採
用
し
て
、
ク
ロ
ア
チ
ア
が
ボ
ス
ニ
ア
・

ク
ロ
ア
チ
ア
人
勢
力
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
及
ぼ
し
て
い
た
と
認
定
し
た
。

P
r
o
s
e
c
u
t
o
r
v. 
R
a
j
i
c
 (
R
e
v
i
e
w
 o
f
 the I
n
d
i
c
t
m
e
n
t
 p
u
r
s
u
a
n
t
 to R
u
l
e
 6
/
)
 ,
 I

C
T
Y
 

(Trial C
h
a
m
b
e
r
)
 ,
 C

a
s
e
 N
o
.
 I
T
 
|
 
95

—

5-R61 

a
n
d
 I
T
-
9
6
-
1
8
-
R
6
1
,
 
paras. 2
2
-
3
2
.
 
仙
土
力
で
、

A
l
e
k
s
o
v
s
k
i
車
ず
仕
日
第
一
率
謀
裁
判
益
郡
判
ば
訳
(
-
九

JLJL年
'
)

の
多
数
意
見
は

T
a
d
i
c
事
件
第
二
番
裁
判
部
判
決
の
判
示
を
ボ
ス
ニ
ア
・
ク
ロ
ア
チ
ア
人
勢
力
に
適
用
し
て
国
内
的
紛
争
と
認
定
し
た
の
に
対
し
、

R
o
d
r
i
g
u
e
s
裁
判
官
は

Celebici
事
件
判
決
に
依
拠
し
て
反
対
意
見
を
述
べ
た
。

P
r
o
s
e
c
u
t
o
r
v. 
A
l
e
k
s
o
v
s
k
i
 (Trial J
u
d
g
e
m
e
n
t
)
 ,
 I

C
T
Y
 (Trial 
C
h
a
m
b
e
r
 I) 
,
 

C
a
s
e
 
N
o
.
 I
T
-
9
5ー

1
4
/
1
-
T
,

para. 46. 

同
事
件
上
訴
裁
判
部
判
決
（
二

0
0
0
年
）
は

T
a
d
i
c
事
件
上
訴
裁
判
部
判
決
の
判
決
に
従
っ
て

ト
ロ
ー
ル
」
甚
準
を
適
用
し
国
際
的
武
力
紛
争
と
認
定
し
た
。

P
r
o
s
e
c
u
t
o
r
v. 
A
l
e
k
s
o
v
s
k
i
 (
A
p
p
e
a
l
 J
u
d
g
e
m
e
n
t
)
,
 
I
C
T
Y
 

I
T
 
|
 

9
5
-
1
4
/
1
-
A
,
 
para. 92. 

(
A
p
p
e
a
l
s
 C
h
a
m
b
e
r
)
,
 
C
a
s
e
 N
o
.
 

(
9
0
a
)
p
ら
I
'
A
r
g
e
n
t
,
L
e
s
 r
e
p
a
r
a
t
i
o
n
s
 d
e
 g
u
e
r
r
e
 e
n
 droit 
international p
u
b
l
i
c
 (
2
0
0
2
)
,
 p. 
5
0
7
.
 

て
い
る
。

Ibid.,

pp. 5
2
5
 
|
 

5
2
8
.
 

(91)

樋
ロ
一
彦
「
内
戦
の
国
際
化
と
国
際
人
道
法
」
琉
大
法
学
六
二
号
(
-
九
九
九
年
）
二
八
四
頁
、

Sassoli
a
n
d
 O
l
s
o
n
,
 
Z
 ew
 horizons, 
p. 
7
3
9
.
 

な
お
、
上
訴
裁
判
部
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
国
際
的
武
力
紛
争
に
該
当
す
る
場
合
に
国
家
責
任
と
個
人
責
任
の
競
合
が
必
然
的
に
生
じ
る
こ
と
に
な
る
が
、

こ
の
よ
う
な
責
任
の
重
複
は
戦
争
犯
罪
、
人
道
に
対
す
る
罪
、
平
和
に
対
す
る
罪
な
ど
「
国
際
法
違
反
の
犯
罪
」
と
さ
れ
る
犯
罪
の
多
く
に
み
ら
れ
る
現
象

で
あ
る
。
戦
争
犯
罪
の
処
罰
は
も
と
は
国
際
人
道
法
の
履
行
確
保
手
段
で
あ
り
、
軍
隊
に
よ
る
違
法
行
為
（
内
戦
に
適
用
さ
れ
る
人
道
法
の
違
反
な
ど
を
除

い
て
）
に
お
い
て
交
戦
国
の
責
任
と
軍
隊
構
成
員
の
刑
事
責
任
が
重
畳
的
に
発
生
す
る
（
例
え
ば
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
第
一
条
約
五
一
条
）
。
人
道
に
対
す
る
罪
も
、

原
則
と
し
て
国
家
の
政
策
と
し
て
広
範
ま
た
は
組
織
的
に
行
わ
れ
る
行
為
で
あ
り
（
参
照
、
国
際
刑
事
裁
判
所
規
程
七
条
）
、
対
象
と
さ
れ
る
行
為
は
国
家

の
慣
習
法
上
の
人
権
尊
重
義
務
の
違
反
に
も
な
る
。
平
和
に
対
す
る
罪
も
同
様
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
犯
罪
は
国
家
の
義
務
履
行
を
強
化
し
国
家
的
犯
罪
を
国

際
的
に
抑
止
す
る
機
能
を
持
ち
、
そ
の
限
り
で
国
家
の
機
関
で
あ
る
個
人
の
刑
事
責
任
が
国
家
の
国
際
義
務
の
存
在
を
前
提
と
し
て
お
り
、
あ
る
行
為
が
国

家
に
帰
属
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
当
該
国
家
の
責
任
と
そ
の
機
関
た
る
個
人
の
責
任
が
同
時
に
発
生
す
る
こ
と
に
な
る
。
他
方
で
、
純
粋
に
私
的
行
為
を
対
象

と
す
る
海
賊
行
為
や
私
人
の
行
為
も
念
頭
に
お
く
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
（
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
四
条
参
照
）
の
場
合
は
事
情
は
異
な
る
。
た
だ
し
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ

23-3・4-231 (香法 2004)



(100) 

(99) 
管
轄
権
判
決
で
上
訴
裁
判
部
は
、
ボ
ス
ニ
ア
・
セ
ル
ビ
ア
人
勢
力
を
新
ユ
ー
ゴ
の
機
関
と
み
な
す
こ
と
は
、
セ
ル
ビ
ア
人
勢
力
に
よ
る
ボ
ス
ニ
ア
市
民

に
対
す
る
残
虐
行
為
に
重
大
な
違
反
を
適
用
し
な
が
ら
、
ボ
ス
ニ
ア
政
府
軍
の
セ
ル
ビ
ア
人
文
民
へ
の
残
虐
行
為
に
は
適
用
し
な
い
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
は

セ
ル
ビ
ア
人
勢
力
を
不
利
な
立
場
に
お
く
こ
と
を
意
味
し
不
合
理
な
結
果
で
あ
る
と
し
た
。

P
r
o
s
e
c
u
t
o
r
v. 
T
a
d
i
c
 (Jurisdiction) 

｀
 
p. 5
7
,
 
para. 7
6
.
 

た
だ
、
第
四
条
約
は
交
戦
国
と
文
民
の
関
係
を
問
題
に
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
兵
士
の
国
籍
が
保
護
さ
れ
る
者
と
同
じ
で
あ
っ
て
も
か
ま
わ
な
い
で

あ
ろ
う
。
問
題
が
生
じ
る
の
は
ボ
ス
ニ
ア
政
府
軍
に
よ
る
ボ
ス
ニ
ア
・
セ
ル
ビ
ア
人
の
取
り
扱
い
に
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
条
約
を
適
用
す
る
場
合
で
あ
っ
て
、
こ
の

よ
う
な
事
案
で
あ
る
Celebici
事
件
の
上
訴
裁
判
部
判
決
（
二

0

0
一
年
）
で
は
、
民
族
や
外
国
と
の
紐
帯
を
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
第
四
条
約
の
「
保
護
さ
れ
た
者
」

の
決
定
の
基
準
と
し
た
。

P
r
o
s
e
c
u
t
o
rv• 

D
e
l
a
l
i
c
 et al. 
(
A
p
p
e
a
l
 J
u
d
g
e
m
e
n
t
)
,
 
I
C
T
Y
 

(98) 

(96) 

(97) 

(93) 

(94) 

(95) 

(92) 
Sassoli a
n
d
 O
l
s
o
n
,
 

れ
る
。

ド
条
約
適
用
事
件
国
際
司
法
裁
判
所
判
決
（
先
決
的
抗
弁
）

R
e
p
o
e
r
s
,
 1
9
9
6
,
 
p. 6
1
6
,
 
paras. 3
2
-
3
3
.
 
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、

C
.
D
o
m
i
n
i
c
e
,
 L
a
 q
u
e
s
t
i
o
n
 d
e
 la d
o
u
b
l
e
 responsabilite d
e
 l'Etat et 
d
e
 s
o
n
 agent, in 

E• 

Y
a
k
p
o
 
a
n
d
 
T
.
B
o
u
m
e
d
r
a
 (eds.), 
L
i
b
e
r
 A
m
i
c
o
r
u
m
 M
o
h
a
m
m
e
d
 B
e
d
j
a
o
u
i
 (
1
9
9
9
)
,
 
p. 
1
4
3
 ;
 古
谷
駄
砂
一
「
国
際
法
上
の
個
人
責
任
の
拡
大
と
そ
の
意

義
」
世
界
法
年
報
ニ
―
号
(
―

1
0
0
二
年
）
八
二
頁
。

例
え
ば
、
ぞ
ess,

op. 
cit., 
p. 
1
1
5
 
|
 

1
1
6
;
 

D
o
p
a
g
n
e
,
 
op. 
cit., 
pp. 5
0
5
-
5
0
6
.
 

ま
た
旧
ユ
ー
ゴ
裁
判
所
の
ニ
カ
ラ
グ
ア
事
件
の
解
釈
を
批
判
す
る
も

の
と
し
て
、
D
e
H
o
o
g
h
,
 
op. 
cit., 
p. 2
9
0
.
 
Cf. 
A. 
,
 
L. Sjolund, 
Criteria for establishing a
n
 international a
r
m
e
d
 conflict in 
B
o
s
n
i
a
 a
n
d
 H
e
r
z
e
g
o
v
i
n
a
.
 

A
n
 analysis 
o
f
 the T
a
d
i
c
 j
u
d
g
m
e
n
t
 in 
the International 
C
r
i
m
i
n
a
l
 T
r
i
b
u
n
a
l
 
for 
the 
f
o
r
m
e
r
 Y
u
g
o
s
l
a
v
i
a
,
 
F
i
n
n
i
s
h
 
Y
e
a
r
b
o
o
k
 o
f
 International L
a
w
,
 

1
9
9
9
,
 
p. 2
8
5
.
 

Sassoli a
n
d
 O
l
s
o
n
,
 
N
e
w
 
horizons• 

p. 
7
4
0
.
 

は
国
家
に
よ
る
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
が
当
該
国
家
の
国
際
責
任
を
発
生
さ
せ
る
と
判
示
し
た
。

!
C
J

M
.
 Sassoli a
n
d
 L. M
.
 O
l
s
o
n
 ̀

 
P
r
o
s
e
c
u
t
o
r
 v. 
T
a
d
i
c
 (
J
u
d
g
e
m
e
n
t
)
,
 
A
J
I
L
,
 
vol. 9
4
 (
2
0
0
0
)
,
 
p. 5
7
5
 ;
 D
o
p
a
g
n
e
,
 
op. 
cit., 
pp. 5
0
4
 
|
 
5
0
5
.
 

ぞ
ess,

op. 
cit., 
p. 
1
2
8
.
 

ま
た
彼
は
、
上
訴
裁
判
部
が
全
般
的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
基
準
の
適
用
に
お
い
て
、

V
R
S
の
新
ユ
ー
ゴ
ヘ
の
従
属
の
事
実
を

重
視
し
た
点
も
一
貰
し
な
い
と
し
て
い
る
。

Ibid.,

p. 
1
2
9
.
 

Ibid., 
pp. 1
3
0ー

1
3
1
.

国
際
司
法
裁
判
所
は
自
ら
の
判
例
に
従
う
で
あ
ろ
う
か
ら
、

ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ビ
ナ
が
新
ユ
ー
ゴ

二
重
の
基
準
が
並
存
す
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
。
な
お
、
国
際
司
法
裁
判
所
で
は
ボ
ス
ニ

（
セ
ル
ビ
ア
・
モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
）
を
訴
え
た
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
適
用
事
件
が
係
属
中
で
あ
り
、
そ
の
判
断
が
注
目
さ

N
e
w
 horizons, 
pp. 7
4
0
-
7
4
4
.
 

(
A
p
p
e
a
l
s
 C
h
a
m
b
e
r
)
 ,
 C

a
s
e
 N
o
.
 I
Tー

9
6
-
2
1ー

A
,

para. 5
2
.
 

六
〇
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国際法上の国家責任における 「事実上の機関」について （湯山）

(119) 

(118) 

(117) 

(116) 
I
b
i
d
.
,
 
p
p
.
 

1
1
8
-
1
2
2
 

(115) 
I
b
i
d
.
,
 
p. 
4
5
 

(114) S
i
m
m
a
.
 

I
b
i
d
.
,
 

(101) 

N
e
w
 h
o
r
i
z
o
n
s
,
 
p. 
7
4
1
 ;
 i
b
i
d
.
,
 
P
r
o
s
e
c
u
t
o
r
 v. 
T
a
d
i
c
,
 
p. 
5
7
5
.
 

(102)

ニ
カ
ラ
グ
ア
事
件
で
も
国
際
司
法
裁
判
所
は
ニ
カ
ラ
グ
ア
と
米
国
の
紛
争
は
国
際
的
で
あ
る
が
、
ニ
カ
ラ
グ
ア
政
府
と
C
o
n
t
r
a
と
の
紛
争
は
国
際
的
性

格
を
持
た
な
い
と
し
た
。

/
C
J
R
e
p
o
r
t
s
,
 
1
9
8
6
,
 
p. 
1
1
4
,
 
p
a
r
a
.
 2

1
9
.
 

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
樋
ロ
一
彦
「
内
戦
に
適
用
さ
れ
る
国
際
人
道
法
」
琉
大
法

学
五
五
号
(
-
九
九
五
年
）
一
〇
一
頁
。

S
a
s
s
o
l
i
 a
n
d
 O
l
s
o
n
,
 
N
e
w
 
horizons• 

p. 
7
4
5
.
 

I
b
i
d
.
 `
 
p. 
7
4
0
;
 
樋
口
「
内
戦
の
国
際
化
と
国
際
人
道
法
」

ぞ
ess,

o
p
.
 
cit., 
p
p
.
 

1
3
1ー

1
3
2
;
 D
o
p
a
g
n
e
,
 
o
p
.
 cit• 

,
 p. 

5
0
6
.
 

C
r
a
w
f
o
r
d
,
 
F
i
r
s
t
 R
e
p
o
r
t
,
 
A
/
C
N
.
 4
/
4
9
0
 ¥
 Ad
d
.
 5, 
p
p
.
 1

6
-
2
3
,
 
p
a
r
a
s
.
 

1
9
5
-
2
1
6
.
 

A
¥
 
C
N
.
 4
/
4
9
0
/
 A
d
d
.
 6, 
p. 
4
.
 

R
I
A
A
,
 
v
o
l
.
 
1
2
,
 
p. 
1
6
0
.
 

C
r
a
w
f
o
r
d
,
 
F
i
r
s
t
 R
e
p
o
r
t
,
 
A
/
C
N
.
 4
/
4
9
0
/
 A
d
d
.
 5, 
p
p
.
 4

2
-
4
4
,
 
p
a
r
a
s
.
 2

8
1
 | 
2
8
6
.
 

A
¥
 
C
N
.
4
 ¥
 49
0
/
 A
d
d
.
 6, 
p. 
7. 

(103) 

(104) 

(105) 

(107) 

(108) 

(109) 

(lll) 
U
n
i
t
e
d
 N
a
t
i
o
n
s
,
 
O
f
f
i
c
i
a
l
 R
e
c
o
r
d
s
 o
f
 t
h
e
 G
e
n
e
r
a
l
 A
s
s
e
m
b
l
y
,
 
5
6
t
h
 s
e
s
s
i
o
n
,
 
s
u
p
p
l
e
m
e
n
t
 n
o
.
 
1
0
 (
A
/
5
6
/
1
0
)
 (
2
0
0
1
)
,
 
p. 
1
0
.
 

(112)

一
九
九
九
年
に
起
草
委
員
会
が
採
択
し
た
八
条
の
タ
イ
ト
ル
は
「
指
示
ま
た
は
指
揮
も
し
く
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
下
で
事
実
上
実
行
さ
れ
た
行
為
の
国

家
へ
の
帰
属
」
で
あ
っ
た
。
な
お
、
フ
ラ
ン
ス
語
バ
ー
ジ
ョ
ン
の
タ
イ
ト
ル
は
一
―

0
0
0
年
ま
で
、
ス
ペ
イ
ン
語
バ
ー
ジ
ョ
ン
で
は
二

0

0
一
年
ま
で
「
指

揮
及
び
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
下
で
」
の
ま
ま
で
あ
っ
た
と
い
う
。

D
o
p
a
g
n
e
,

o
p
.
 
cit., 
p. 
5
9
7
,
 
n. 
6
5
.
 

(113)

「
当
該
行
為
を
実
行
す
る
際
」
と
い
う
文
言
は
こ
の
こ
と
を
示
す
た
め
で
あ
る
と
い
う
。

S
t
a
t
e
m
e
n
t
o
f
 t
h
e
 C
h
a
i
r
m
a
n
 o
f
 t
h
e
 D
r
a
f
t
i
n
g
 
C
o
m
m
i
t
t
e
e
,
 

B. 

I
b
i
d
.
,
 
F
i
r
s
t
 R
e
p
o
r
t
,
 

I
b
i
d
.
,
 
F
i
r
s
t
 R
e
p
o
r
t
,
 

A
¥
 
5
6
/
1
0
,
 
p
p
.
 

1
0
3
-
1
0
9
.
 

D
e
 H
o
o
g
h
,
 
o
p
.
 cit• 

,
 p. 2

7
7
.
 

ぞ
e
s
s
,

o
p
.
 
cit., 
p. 
1
2
0
.
 

他
国
の
行
為
に
対
す
る
責
任
を
扱
う
最
終
草
案
一
七
条
が
国
の

「
指
揮
及
び
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」

ニ
八
八
頁
。

r 

ノ‘

‘、_9‘.4
 ゜゚

2
 

法香（
 

3
 

3
 

2
 

4
 

3
 

が
あ
っ
た
こ
と
を
要
件
と
し
て
い
る
こ
と
と
区
別
す
る
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(132) 

(122) 

(121) 

(120) と
い
う
考
慮
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

B
.
S
i
m
m
a
,
 
T
h
e
 W
o
r
k
 o
f
 the International L
a
w
 C
o
m
m
i
s
s
i
o
n
 at 
Its 
Fiftieth 
S
e
s
s
i
o
n
 (
1
9
9
8
)
 ,
 N

o
r
d
i
c
 J
o
u
r
n
a
l
 

o
f
 International L
a
w
,
 
vol. 6
7
 (1
9
9
8
)
 

｀
 
p. 4
5
2
;
 J
.
 

C
r
a
w
f
o
r
d
,
 
P. B
o
d
e
a
u
 a
n
d
 J
.
 

Peel, 
L
a
 s
e
c
o
n
d
e
 lecture d
u
 projet d'articles 
sur la 
responsabilite 

d
e
s
 Etats d
e
 la 
C
o
m
m
i
s
s
i
o
n
 d
u
 droit international, 
R
G
D
I
P
,
 
vol. 1
0
4
 
(
2
0
0
0
)
,
 
p. 9
1
5
.
 

D
o
p
a
g
n
e
,
 
op. 
cit., 
p. 5
0
8
.
 

Ibid. 

D
e
 H
o
o
g
h
,
 
op. 
cit., 
p. 2
8
1
.
 

D
o
p
a
g
n
e
,
 
op. 
cit., 
pp. 5
0
8
-
5
0
9
.
 

拙
稿
•
前
掲
三
一
七
、
三
三

0
頁
。

彼
は
、
刑
法
上
の
野
巾
助
の
よ
う
な
「
機
能
的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
で
あ
れ
ば
「
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
を
独
立
の
基
準
と
す
る
意
義
が
あ
る
と
し
て
、
「
当
該
人

ま
た
は
人
の
集
団
が
国
家
の
指
示
も
し
く
は
指
揮
の
下
で
行
為
し
た
場
合
、
ま
た
は
国
家
が
当
該
行
為
に
対
し
て
他
の
形
式
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
行
使
し
た

場
合
」
に
帰
属
す
る
と
い
う
修
正
を
提
案
し
て
い
る
。
ぞ
ess,
op. 
cit., 
pp. 1
3
7ー

1
3
9
.

な
お
、
二

0

0
一
年
の
起
草
委
員
会
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
参
照
を

削
除
す
る
こ
と
を
検
討
し
た
が
結
論
に
い
た
ら
な
か
っ
た
と
い
う
。

D
o
p
a
g
n
e
,
0
 p. 
cit., 
p. 
5
0
7
,
 
n. 6
7
.
 

(123) 

(124) 

(125) 

(126) 

(127) 

(128) 

(129) 
Condorelli, 
L
'
i
m
p
u
t
a
t
i
o
n
,
 
pp. 1
0
1ー

1
0
3
.

ぞ
ess,
op. 
cit., 
pp. 1
2
5ー

1
2
7
.

D
o
p
a
g
n
e
,
 
op. 
cit., 
pp. 4
9
7
-
4
9
8
.
 

逆
に
、

D
e
H
o
o
g
h
は
国
家
の
私
人
に
対
す
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
基
準
で
あ
る
と
い
う
立
場
を
と
っ
て
い
る
。
た
だ

し、

L
o
i
z
i
d
o
u
事
件
や
T
a
d
i
c
事
件
の
よ
う
に
国
家
が
領
域
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
統
治
機
能
を
行
使
し
て
い
る
場
合
は
、
事
実
上
の
機
関
で
は
な
く
、
領

域
的
統
治
体
（
愧
儡
政
権
）
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
。

D
e

H
o
o
g
h
,
 
op. 
cit., 
p. 2
9
0
.
 

概
念
上
は
一
定
の
領
域
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
統
治
機
能
を
行
使

し
て
い
て
も
、
国
内
法
に
よ
り
機
関
と
し
て
の
地
位
が
付
与
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
「
事
実
上
の
機
関
」
に
分
類
す
べ
き
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

(130)

ぞ
ess,
op. 
cit., 
p. 
1
0
5
.
 

(131)

ほ
か
に
、
米
国
に
よ
る
具
体
的
指
示
の
存
在
を
証
明
す
る
の
が
困
難
で
あ
る
の
で
米
国
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
下
に
あ
れ
ば
十
分
で
あ
る
と
国
際
司
法
裁
判

所
が
考
え
た
可
能
性
や
、

C
o
n
t
r
a
の
人
道
法
違
反
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
C
o
n
t
r
a
が
米
国
の
軍
隊
と
み
な
せ
る
か
と
い
う
観
点
か
ら
委
任
よ
り

も
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
有
無
が
検
討
さ
れ
た
と
い
う
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

P
r
o
s
e
c
u
t
o
r
 v. 

T
a
d
i
c
(
A
p
p
e
a
l
 J
u
d
g
e
m
e
n
t
)
,
 
p. 
1
5
4
1
,
 
para. 1
2
1
.
 

ぞ
ess,
op. 
cit., 
p. 
1
2
0
.
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国際法上の国家責任における 「事実上の機関」について （湯山）

(146) 

(145) 

(144) 

(143) 
A
¥
 56
/
1
0
,
 
p. 
1
0
9
.
 

ぞ
ess,

op. 
cit., 
p
p
.
 

1
3
5
-
1
3
6
.
 

>
-
-
-
<
 

L
C
が
法
律
上
の
機
関
に
よ
る
権
限
躁
越
行
為
の
帰
属
の
根
拠
を
権
限
の
外
観
に
お
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、

そ
も
そ
も
事
実
上
の
機
関
は
外
観
を
避
け
る
た
め
に
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
も
述
べ
て
い
る
（
こ
の
根
拠
自
体
が
不
確
実
な
の
で
事
実
上
の
機

関
へ
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
を
認
め
る
の
に
は
不
十
分
で
あ
る
と
し
て
い
る
）
。

D
e
 H
o
o
g
h
,
 
op. 
cit., 
p
p
.
 2

8
2ー

2
8
5
.

C
o
n
d
o
r
e
l
l
i
,
 
L
'
i
m
p
u
t
a
t
i
o
n
,
 
p
p
.
 5

6ー

57.

ボ
ス
ニ
ア
内
戦
の
場
合
も
、
ク
ロ
ア
チ
ア
軍
は
直
接
に
紛
争
に
介
入
し
一
定
の
地
域
を
支
配
下
に
置
い
た
の
で
、

ク
ロ
ア
チ
ア
ヘ
の
帰
属
の
証
明
の
敷
居
は
低
く
な
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

C
f
.

P
r
o
s
e
c
u
t
o
r
 v. 
B
l
a
s
k
i
c
 (Trial J
u
d
g
e
m
e
n
t
)
,
 
paras. 8
3
-
9
4
.
 

Vitucci, 
op. 
cit., 
p. 
1
0
7
5
 ;
 Sassoli 
a
n
d
 O
l
s
o
n
,
 

C
o
n
d
o
r
e
l
l
i
,
 
L
'
i
m
p
u
t
a
t
i
o
n
,
 
p
p
.
 2

7
 a
n
d
 53. 

ぞ
ess,

op. 
cit・, 
p
p
.
 

1
3
6
-
1
3
7
 ;
 D
o
p
a
g
n
e
,
 
op. 
cit・, 
p
p
.
 

5
1
8
 
|
 

5
2
2
.
 

,
¾
-
{
-
-
!
、
企
翌
ナ
士
八
「
国
〗
連
国
際
汗
法
未
女
＝
貝
今
ヰ
に
お

i
tる
テ
ヘ
ラ
ン
平
小
国
大
伸
ぬ
胆
員
人

質
事
件
判
決
の
取
扱
い
」
大
内
和
臣
・
西
海
真
樹
編
『
国
連
の
紛
争
予
防
・
解
決
機
能
』
（
日
本
比
較
法
研
究
所
、
二
五
三
頁
。

C
o
n
d
o
r
e
l
l
i
,
 

な
お
、

(142) 

(141) 

(140) 

(139) 

(138) 

(137) 

(136) 

(135) 

(134) 

(133) 

L
'
i
m
p
u
t
a
t
i
o
n
,
 
p. 
1
0
2
.
 

ま
た
、

で
は
、

N
e
w
 h
o
r
i
z
o
n
s
,
 
p. 
7
4
0
.
 

K
r
e
s
s
,
 
op. 
cit., 
p
p
.
 

1
3
6
 
|
 

1
3
7
.
 
{
,
+
)
<
際
に
は
、
私
人
の
行
為
に
対
す
る
責
任
の
引
き
受
け
す
な
わ
ち
賠
償
義
務
の
創
設
で
あ
る
場
合
が
多
い
で
あ
ろ
う
。

D
o
p
a
g
n
e
は
責
任
の
国
家
承
継
の
問
題
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

D
o
p
a
g
n
e
,

op. 
cit., 
p
p
.
 5

1
9
ふ
2
0
.

K
r
e
s
s
,
 
op. 
cit., 
p. 
1
3
7
.
 

D
o
p
a
g
n
e
,
 
op. 
cit., 
p. 
5
2
2
.
 

M
a
z
z
e
i
事
件
イ
タ
リ
ア
・
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
混
合
請
求
委
員
会
判
決
、

R
I
A
A
,
 
vol. 
10, 
p. 
5
2
5
.
 

ボ
ス
ニ
ア
・
ク
ロ
ア
チ
ア
人
勢
力
の

二
0

0
二
年
）

C
f
.
 M
.
 A
k
e
h
u
r
s
t
,
 
A
 

r 

ノ‘

6
t
h
 ed. (
1
9
7
7
)
,
 
p. 
8
9
.
 

l
n
t
e
r
n
a
t
w
n
a
l
 L
a
w
 

欧
州
人
権
裁
判
所
の

S
t
o
c
k
e
事
件
(
-
九
九
一
年
）
ド
イ
ツ
国
民
で
ド
イ
ツ
で
犯
罪
を
犯
し
て
フ
ラ
ン
ス
に
逃
亡
し
た
S
t
o
c
k
e

(
申
立
人
）

警
察
の
情
報
提
供
者
で
あ
っ
た
K
o
s
t
e
r
が
接
触
し
偽
っ
て
ド
イ
ツ
国
内
に
連
れ
出
し
、
そ
の
地
で
申
立
人
は

K
o
s
t
e
r
の
通
報
に
よ
り
ド
イ
ツ
警
察
に
よ
っ

て
逮
捕
さ
れ
た
と
い
う
事
例
で
あ
る
。
警
察
は
最
初

k
gter
と
の
協
議
に
応
じ
た
が
偽
計
に
は
参
加
し
な
か
っ
た
。

S
t
o
c
k
e
の
申
立
に
対
し
、
欧
州
人
権

委
員
会
も
裁
判
所
も
ド
イ
ツ
当
局
と
K
o
s
t
e
r
と
の
協
力
が
立
証
さ
れ
な
か
っ
た
と
判
示
し
た
が
、
委
員
会
は
、
「
国
家
当
局
す
な
わ
ち
そ
の
階
層
構
造
上
の

地
位
と
は
関
係
な
く
国
家
の
公
務
員
と
私
人
と
の
間
に
お
け
る
、
海
外
で
生
活
す
る
人
物
を
彼
の
意
思
に
反
し
て
、
彼
の
居
住
す
る
国
の
同
意
な
し
に
彼
が

M
o
d
e
r
n
 
I
n
t
r
o
d
u
c
t
i
o
n
 

に [
O
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(154) 

(153) 
P. J. 
S
e
a
m
a
n
,
 
International 
B
o
u
n
t
y
h
u
n
t
i
n
g
 :
 

(
1
9
8
5
)
,
 
pp. 4
0
5
 a
n
d
 4
0
8
;
 
T
o
w
n
s
e
n
d
,
 
op. 
cit., 
p. 6
6
3
.
 

R
e
p
r
i
n
t
e
d
 in 
I
L
M
 ̀

 
vol. 2
8
 (
1
9
8
9
)
,
 
pp. 3
1
8
-
3
2
1
,
 
paras. 1
4
7
-
1
4
8
.
 

彼
は
ほ
か
に
難
民
条
約
の
「
迫
害
」
の
定
義
に
お
い
て
国
家
が
故
意
に
容
認
し
た
場
合
も
「
迫
害
」

ま
だ
一
般
法
化
せ
ず
特
別
法
の
問
題
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
ぞ
ess,
op. cit• 

,
 pp. 1

1
7ー

1
1
8

a
n
d
 1
3
2
-
1
3
5
.
 

(150)

テ
ロ
集
団
に
対
す
る
「
自
衛
」
は
概
念
的
に
誤
り
で
あ
る
と
い
う
主
張
も
あ
る
。
「
自
衛
」
を
武
力
不
行
使
原
則
の
例
外
と
し
て
定
義
す
る
な
ら
ば
そ
れ

は
正
し
い
。
た
だ
、
国
連
憲
章
二
条
四
項
は
「
国
際
関
係
に
お
い
て
」
の
武
力
行
使
を
禁
止
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
テ
ロ
リ
ス
ト
に
対
す
る
武
力
の
行
使

は
、
一
般
論
と
し
て
は
国
際
法
上
禁
止
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
を
自
衛
と
呼
ぶ
か
国
際
法
上
禁
止
さ
れ
て
い
な
い
武
力
行
使
と
呼
ぶ
か
は
自
衛

概
念
の
定
義
に
よ
る
。
た
だ
、
テ
ロ
集
団
へ
の
軍
事
力
の
行
使
が
外
国
の
領
域
に
及
ぶ
場
合
に
は
国
際
関
係
に
お
け
る
武
力
行
使
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
自

衛
に
よ
る
正
当
化
の
要
件
を
み
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

(151) 

(152) 
/
C
J
 R
e
p
o
r
t
s
,
 
pp. 1
0
2
-
1
0
4
,
 
paras. 1
9
3ー

1
9
5
.

こ
の
点
に
つ
き
、
浅
田
正
彦
「
同
時
多
発
テ
ロ
事
件
と
国
際
法
上
の
自
衛
権
」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
ニ
0
0
二
年
三
月
号
三
六
頁
。
ま
た
、

り
返
し
が
「
武
力
攻
撃
」
を
構
成
す
る
か
と
い
う
議
論
に
つ
い
て
は
、

C.

C
o
c
u
z
z
a
,
 
State I
n
v
o
l
v
e
m
e
n
t
 in Terrorist Activities a
n
d
 E
c
o
n
o
m
i
c
 S
a
n
c
t
i
o
n
s
 :
 

T
h
e
 L
i
b
y
a
n
 C
a
s
e
,
 
Italian 
Y
e
a
r
b
o
o
k
 o
f
 International L
a
w
,
 
vol. 7
 (
1
9
8
6
-
8
7
)
,
 
pp. 2
0
7ー

2
0
8
.

(149) 

(148) 訴
追
さ
れ
て
い
る
国
に
帰
国
さ
せ
る
た
め
の
共
謀

(collusion)

関
係
す
る
締
約
国
は
自
ら
に
代
わ
っ
て
事
実
上
行
為
す
る
私
人
の
行

為
に
責
任
を
負
う
」
と
の
見
解
を
述
べ
た
。

S
t
o
c
k
ev• 

F
e
d
e
r
a
l
 R
e
p
u
b
l
i
c
 o
f
 G
e
r
m
a
n
y
,
 
E
C
H
R
,
 
series 
A
 ̀

 
vol. 1
9
9
,
 
p. 2
4
,
 
para. 1
6
8
.
 
本
事
件
で
は

事
前
の
「
共
謀
」
の
存
在
も
な
け
れ
ば
、
事
後
の
「
共
謀
」
も
存
在
し
な
か
っ
た
点

(
K
o
s
t
e
r
は
報
酬
を
希
望
し
て
い
た
が
支
払
わ
れ
ず
、
さ
ら
に
不
法

監
禁
罪
で
起
訴
さ
れ
た
）
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(147) 
D
.
 Jinks, 
State 
Responsibility 
for 
S
p
o
n
s
o
r
s
h
i
p
 
o
f
 Terrorist 
a
n
d
 
Insurgent 
G
r
o
u
p
s
 :
 

（
勁
草
書
房
、

―1
0
0
三
年
）

の
事
例
に
お
い
て
、

テ
ロ
攻
撃
の
繰

State 
Responsibility 
for 
the 
A
c
t
s
 
o
f
 
Private 
A
r
m
e
d
 

G
r
o
u
p
s
,
 
C
h
i
c
a
g
o
 J
o
u
r
n
a
l
 o
f
 International L
a
w
,
 
vol. 4
 (
2
0
0
3
)
,
 
p. 8
8
.
 

0
 
• 

C
o
r
t
e
n
 
a
n
d
 F• 

D
u
b
u
i
s
s
o
n
,
 
0
 peration 
"liberte 
i
m
m
u
a
b
l
e
"
 :
 u
n
e
 
extention 
a
b
u
s
i
v
e
 
d
u
 
c
o
n
c
e
p
t
 
d
e
 
legitime 
defence, 
R
G
D
I
P
,
 
vol. 1
0
6
 

(
2
0
0
2
)
,
 
p. 6
5
.
 

国
家
責
任
法
上
国
家
に
帰
属
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
実
質
的
関
与
」
に
該
当
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
解
釈
方
法
は
条

約
法
条
約
―
―
―
一
条
―
―
―
項
口
に
基
礎
づ
け
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
な
お
参
照
、
松
井
芳
郎
「
国
際
テ
ロ
リ
ズ
ム
に
対
す
る
一
方
的
武
力
行
使
の
違
法
性
」
小
林

正

弥

編

『

戦

争

批

判

の

公

共

哲

学

』

一

五

五

頁

。

に
含
め
る
実
行
を
参
照
し
て
い
る
が
、

六
四

こ
れ
ら
は

A
 Q
u
e
s
t
i
o
n
 
o
f
 State 
Responsibility, 
California 
W
e
s
t
e
r
n
 
International 
L
a
w
 J
o
u
r
n
a
l
,
 
vol. 1
5
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